
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　とある《王キング》の話









「うふふ……愉たのしかったぁ……」

　その場に佇たたずんでいたのは、掛かけ値ねなしの邪じや悪あく。地じ獄ごくの最下層にて断罪されるべき、真性真理、悪あつ鬼き羅ら刹せつの畜ちく生しよう外げ道どう以外の何者でもなかった。

　そこは、とある民家の、リビングルーム。

　ほんの十数分前までは、そこには、とある一家のささやかな団らんが広がっていたはずだった。どこにでもある、尊く暖かな空間であるはずだった。

　だが、今のその場所の、なんと見るも無む惨ざんで酸鼻なることか。

　フローリングの床ゆか、壁かべ、天てん井じよう、テーブル、ソファー──ありとあらゆる物を赤く染める血、血、血。バケツでぶちまけたかのような大量の血。

　遺体、遺体、遺体──全身を無数の短たん剣けんに貫つらぬかれ、剣山のようになっている遺体。

　前世でいかなる罪を犯おかせば、人がこのような惨むごたらしい死に方をせねばならないのか。

　照明は割れ、点つけっぱなしのテレビのぼんやりとした明かりだけが、その惨劇の光景を濃のう密みつなる闇やみの中から浮うかび上がらせている。ニュースキャスターの場ば違ちがいなまでに冷静な声が、死の静せい寂じやくの中、お経きようのように寒々しく響ひびいていた。

　そんな、凄せい惨さんなる舞ぶ台たいの中心に──

「素す晴ばらしいわ。これがエクスカリバー……最高ね」

　──その少女は、立っていた。

　黒いセーラー制服を着用し、フード付きのマントコートで全身を覆おおう十六、七歳ほどの少女だ。フードを目ま深ぶかに被かぶっている。

　そんな少女が血だまりに沈しずむ暗いリビングの中、ただ一人、愉しそうに嗤わらっていた。

　その手には短剣。金でも銀でもない不思議な光こう沢たくを放つ金属で鍛たん造ぞうされた、この闇の中で燦さん然ぜんと輝かがやいて存在を主張する短剣であった。

「この《王キング》の力さえあれば、殺し放題……ああ、世界はなんて素晴らしいの……まだまだ、私の識しらない、素敵な刺し激げきと興奮に満ち溢あふれているわ……」

　少女は、手にした短剣をうっとりと見つめながら、熱に浮かされたように呟つぶやく。

「くすくす……アーサー王継けい承しよう戦……ええ、こっちの世界ならば、もっと魂たましいがひりつくような、極ごく上じようの〝殺し〟が愉しめそうね……そうでしょう？」

　そして不意に、部屋の隅すみへと視線を向けた。

「……ッ！」

　そこには──いつの間にか、何者かが無言で影かげのように佇んでいた。

　夜の深い闇に覆われ、その容姿や背格好は判別できない。だが、その人物の何か物言いたげな雰ふん囲い気きは、濃密なる闇の向こうからでも伝わってくる。

「何？　その目。私のやっていることに、何か不服でも？」

　すると、少女はその人物へ挑ちよう発はつするように言った。

「ひょっとして、私を止めたいの？　何を今さら。あなたにその資格があるとでも？　そもそも、《騎士ジヤツク》であるあなたに、《王キング》である私を止めることなんてできないくせに」

「…………」

「いい？　覚えておきなさい？　私は王……世界を統すべる王。王は何をやっても許されるのだわ！　かつてのアーサー王がそうだったようにね！」

　陶とう酔すいしたように言う少女を前に、その人物は無言。ひたすら無言を貫く。

　そして、少女は踵きびすを返し、その人物へ背を向ける。

「さぁ、行くわよ、我が《騎士ジヤツク》殿どの……国際都市アヴァロニアへ。〝私は至高の殺しがしたい〟の。それこそ魂が打ち震ふるえるような、ね。命の暖かさと消えゆく熱……その背徳的な昂こう揚ようを愉しみたい……私はそのために王になるんだから」

　どこまでも冷れい酷こくに、それでいて愉しげに言って。

　少女はまるで散歩にでも出るように、惨劇の現場を後にしようとする。

「……ああもう、邪じや魔ま」

　足あし下もとにあった子供の遺体を、鬱うつ陶とうしそうに足あし蹴げにし、リビングの出入り口へと足取り軽く向かう。

「……ッ!?」

　少女が子供を足蹴にした瞬しゆん間かん、部屋の隅に佇む、その人物は息を吞のんだ。

　そして、ひたすら無言で、少女の背中を凝ぎよう視しし……




　……やがて、部屋を出ようとする少女の背中へ向かって、音もなく歩み寄り始めた。








第一章　潜ひそむ闇









　ふと──真ま神がみ凜りん太た朗ろうは、気付いた。

「ここは、どこだ？」

　周囲を見み渡わたせば、まるでべったりと塗ぬり潰つぶしたかのような無限の闇だ。

　闇以外には何もない、静寂と虚きよ無むの世界。

　だが、そんな闇の中に在りながら、自分の姿だけは、はっきりと認にん識しきできる。

「……なんで、俺はこんなとこにいる？」

　この意味不明な事態の因果関係を、凜太朗は持ち前の聡そう明めいさで思い出そうとする。

　だが、自分がこんな所にいる理由は、どうしても思い出せなかった。

「ちっ……一体、なんなんだよ……？」

　凜太朗が鬱陶しそうに毒づいた……その時だった。

　それは、唐とう突とつだった。

「よう、マーリン」

　いつの間にか、凜太朗の眼前に一人の少年がいたのだ。

　夜や叉しやのように真っ白い髪かみ、その隙すき間まから覗のぞくギラギラとした金色の双そう眸ぼう。

　真っ黒なローブを身に纏まとってフードを被り、露ろ出しゆつした肌はだや頰ほおの部分には、禍まが々まがしい紋もん様ようがびっしりと走っている。そして、その全身から立ち上るは、吐はき気けを催もよおしそうなほどドス黒く邪悪な《星気光オーラ》……

「お前……ッ!?」

　凜太朗は気付いた。その少年の顔は──凜太朗とうり二つであったのだ。

　それを凜太朗が察したとみるや否いなや、そのもう一人の凜太朗は口の端はしを吊つり上げ、凄絶に薄うすら寒く嗤って言った……まるで旧来の親友にそうするかのように。

「よう、俺マーリン。ようやく、こうして会えたな。……会えて嬉うれしいぜ？」

　対する凜太朗の動どう揺ようと困こん惑わくは一瞬。

「誰だれだ、てめぇ？」

　即そく、冷静さを取り戻もどし、いつもの斜しやに構えた態度で切りつけるように返す。

「ああ？　もう言っただろ。俺はお前だよ」

「知るかよ。なんだ？　お前は、前世の俺マーリンとでも言いてえのか？」

「かぁ～～～ッ！　これだよ！」

　すると、もう一人の凜太朗は呆あきれたように頭上を仰あおいで頭を押さえた。

「マーリン、いや、今は真神凜太朗だっけ？　お前、前々から思ってたけどさぁ？　伝説時代の頃ころから言動がいちいち痛ぇよなぁ？　今風に言うなら中二病こじらせ過ぎ──」

「うるせえ、黙だまれッッッ！」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、凜太朗が吠ほえた。

「質問に答えろッ！　てめぇは誰だ!?　ついでに、ここはどこだ!?　答えねえとブッ殺すぞ、ああ!?」

　そんな恫どう喝かつに、もう一人の凜太朗は毛ほども臆おくすることなく肩かたを竦すくめた。

「ったく、寒いこと言ってんじゃねーよ、相棒。……まあいいさ、せっかくこうして久々お前と会えたんだ。自己紹しよう介かいと洒落しやれ込こむか。

　……と、言っても、もう言っちまったんだがな？　……俺はお前だよ、マーリン。より正確に言うなら、真神凜太朗マーリンの〝表〟がお前なら、〝裏〟が俺だ」

「……ッ!?」

「だからとりあえず、俺のことは〝エス〟とでも呼んでくれ。いちいち、もう一人の俺だのお前だのは、色々と面めん倒どう臭くせぇからな」

「心の側面エス、な。……ふん、中二病はお互たがい様さまじゃねえか」

　舌打ちする凜太朗を、もう一人の凜太朗──エスは、愉しげに流し見ていた。

「成なる程ほど、てめぇみてえな野や郎ろうが出てくるってことは、ここは俺の精神世界……異界か」

「ご名答だ。察しが良くて助かるぜ？　相棒」

「くそが。俺の中にてめぇみてえな野郎がいたなんて業ごう腹はらもんだが、まぁいい。どーせ、二度とこんな場所には来ねえしな」

　すると、凜太朗は相手にしてられんとばかりに、エスへ背を向ける。

　と、その瞬間であった。

「おいおい……つれないなぁ、相棒……」

　エスが──動いた。

　瞬間移動のように凜太朗の前へ回り込み、その胸むなぐらを摑つかんで吊り上げる。

「ぐぅ──ッ!?」

　凜太朗ほどの戦士が、反応する暇ひまもないほどの早はや業わざと身のこなしだった。

「久しぶりっつったろ？　お前に用はなくとも、俺には用があんだよ……」

「ご、ぁあ……ッ!?　こ、この……ッ!?」

　凜太朗の胸ぐらを摑み上げるエスの膂りよ力りよくは、凄すさまじいものだった。

　凜太朗が全力を出して解ほどこうとしても、ぴくりとも動かない。

（や、やべぇ……こ、こいつ……ッ!?）

　拙まずい。このエスという少年──何かが拙い。

（ち──仕方ねえッ！）

　本能的に危機を察知した凜太朗が【魔人フオモール化】を発動しようとする。

　あの圧倒的な闇やみの力で、エスに対たい抗こうしようとする。

　が──

「な──ッ!?　んだとぉ……ッ!?」

　普ふ段だんは呼吸をするようにできるはずの【魔人フオモール化】が──今はぴくりとも動かない。

「おいおい、そりゃねーだろ、相棒」

　戸と惑まどう凜太朗を、エスは何気なくそのまま地面へと叩たたき付けた。

「ぐあっ!?」

「ここで、お前が【魔人フオモール化】できるわきゃねーだろ？　お前の魔人フオモールの力の出所は、どこにあると思ってんだ？　ああ？　つーかさ、なんで、前世ならいざしらず、今はただの人間に過ぎないお前マーリンが、魔人フオモールの力を使えると思ってんだ？　くっくっく……」

　凜太朗の頭を踏ふみつけながら、エスが勝ち誇ほこったように言う。

　そして、懐ふところから何かを取り出し、凜太朗に見せた。

「……なんだ……そりゃ……ッ!?　眼球……ッ!?」

　そう、それは眼球だった。金色に輝く虹こう彩さいを持つ何者かの眼球だ。

「そうだ。これが、俺達の魔人フオモールの力の源だ……」

　その時、エスが持つ眼球から禍々しく邪じや悪あくな力が脹ふくれあがり、立ち上り始める。

　それが、エスを包み込んで──その姿が禍々しく変へん貌ぼうする。

　そんなエスの姿を前に、凜太朗は思わず目を剝むいた。

　間ま違ちがいない。そのエスの力は、普段、凜太朗が使っている【魔人フオモール化】──魔人フオモールの力だ。

「理解したか？　魔人フオモールの力を制せい御ぎよしているのは、お前の側面エスたるこの俺だ。俺はお前の求めに応じ、この力を解放してきてやったんだよ……前世も、今世も、甲か斐い甲が斐いしくな」

「……ッ!?」

　衝しよう撃げきの事実に、凜太朗は顔を強こわばらせて、額に脂あぶら汗あせを浮うかべる。

「おいおい、ビビんなよ？　相棒。一応、名前で分けたが、俺はお前で、お前は俺……俺はただ、表ひよう裏り一体の相棒として、お前に忠告しにきただけさ……」

　圧倒的な力で凜太朗を踏みつけながら、エスがおかしそうに言った。

「なぁ、相棒……俺達には役目がある。忘れたか？　アーサーを殺す。そのために俺達は生まれた……そうだろう？　なのに、お前は伝説時代むかしも現代いまも、いつまで、そんな温ぬるいことやってやがんだ？　そんなんじゃ今回も失敗するぜ？」

「は!?　なんだと……ッ!?　言ってる意味が──……」

「ったく、〝あのクソ忌いま々いましい女〟は、本当に余計なことしくさりやがったよなぁ」

　うんざりだとばかりに、エスは溜ため息いきを吐ついて頭をかいた。

「まぁいい。今回こそ役目を果たそうぜ？　俺がお前になることで、お前が俺になることで、な。そして、一いつ緒しよにアーサーの野郎をぶっ殺そうぜ？　な？」

「く……何を言ってるんだ、お前は……わけがわからねえ」

「だから、使えよ、マーリン。俺が力を貸してやる。いくらでも俺の魔人フオモールの力を使え」

　動揺を隠せない凜太朗をあざ笑うように、エスは続ける。

「お前が、この俺の力を使うってことは……お前が俺になるってことだ。俺の存在に近付くってことだ。だから、まぁ……これからも遠えん慮りよするなよ？　相棒……」

「──ッ!?」

　その瞬間だった。

　凜太朗が全力で地を蹴けって、エスの足の下から脱だつ出しゆつ、跳とび下がって距きよ離りを取る。

「あ!?　ふざけてんじゃねーぞ、こら!?」

　そして、喰くらい付くようにエスを睨にらみ付けた。

「誰が誰を殺すって!?　それが運命だって!?　ふざけんな！　俺は俺の生きたいように……好き勝手に生きるって決めてんだよ！　誰を殺して、誰を生かすか……それは全部俺の意思だ！　誰がてめぇの言うことなんか聞くか！　クソがッ！」

「はぁ～、わかってねぇなぁ？　お前……」

　すると、今まで愉たのしげだったエスに、微かすかな苛立ちが混じり始めた。

「アーサーを殺す……それが俺達の宿業カルマなんだぜ？　そうなるように、そのために、俺とお前は作られたんだ。それが存在意義だ。それを、お前は今さら否定すんのか？」

「は！　知るかよ。どこの誰がそう決めたのか知らんが、まっぴらご免めんだね。俺は俺のためだけに生きる。誰にも邪じや魔まさせやしねえ、邪魔するやつはぶっ潰してやる」

「…………」

　すると。そんな凜太朗の言葉の、一体、何が逆げき鱗りんに触ふれたのか。

「……やれやれ……やっぱ、お前にゃ任せておけねえな……」

　怒ど気きが。世界全すべてを焦しよう土どにせんばかりの怒気が、一瞬、エスから脹れあがって──

「ここで会ったが百年目……この場で、お前にとって代わっちまうかぁ？」

　圧倒的な闇が、この闇の中に在りて尚なお、暗く濃のう密みつな闇が、エスから溢あふれ始めた。

「なぁ──ッ!?」

　闇はまるで津つ波なみのように押し寄せ、為なす術すべもなく凜太朗を飲み込んでいく──

　凜太朗を浸しん食しよくし、その手を、足を……容よう赦しやなく闇の中へと溶とかしていく──

「ひゃはははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　そんな悍おぞましい光景の最さ中なか、エスはただひたすらに哄こう笑しようするのであった。

「おいおい、ビビんなって！　俺はお前で、お前は俺だって言ったろ!?　どっちが表でどっちが裏だろうが変わんねえよ!?　ははははははははははははははははーーッ！」

「クソ……ッ！　クソ、クソ、クソがぁ……ッ！」

　抗あらがう。凜太朗が必死に押し寄せる闇に抗う。

　だが──どうしようもない。為す術がまるでない。闇の力は圧倒的だった。

　このまま容赦なく、自分は闇の中へと飲み込まれ、消え果てていく──

　そんな予感と恐きよう怖ふを、凜太朗が背中にぞくりと感じていると。

　かっ！

　突とつ然ぜん、場に眩まばゆい光が弾はじけ、凜太朗を飲み込もうとしていた闇を吹ふき飛ばす。

「……は？」

「な……？」

　エスの呆ほうけたような声と、凜太朗の驚きよう愕がくの呟つぶやきがアンサンブルする。

　見れば、眩い光の粒りゆう子しが凜太朗を包み込み、凜太朗を守っていた。




　──大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ、マーリン。……私がついているから……──




　そして、どこかで聞いたことがあるような少女の声が、まるで鈴すずの音のように、凜太朗の意識を微かに突ついて。

　次の瞬しゆん間かん、凜太朗を守る光の粒子が、場の邪悪な闇を、片かた端はしから清め祓はらっていく──世界に、暖かな光が満ちていく──

「く、クソッ……まさか、この力は……ッ!?」

　途と端たん、焦あせり始めたのは、エスだ。

　この溢れる眩い光に、今度はエスの存在が飲み込まれ、薄うすれていく……

「ちっ！　いたのかよ!?　アイツが！　この現世にも、〝あの忌々しいクソ女〟がいやがったのかよ!?」

　しばらくの間、呆あつ気けに取られる凜太朗の前で、エスは眩き光に抗っていた。

　だが……やがて諦あきらめたように両手を上げて。

「あー、やーめた、やめた！　浅いこの場所じゃ勝てねぇな……降参、降参っとぉ！」

　忌々しそうに、投げやりに肩かたを竦すくめるのであった。

　こうしている間にも、エスの姿はますます希き薄はくになっていく。

「まぁいい。今は大人しくしておいてやるよ。だがな、すでに賽さいは投げられている。全ては、あの伝説時代の頃ころからな……」

「それは……どういうことだ……？　お前は一体、何を知ってるんだ!?」

「さぁな？　ただ、一つ言っておくぜ？　お前がいくら抗おうが、どーせ、俺達はアーサーを殺す。全ては時間の問題……これは最も早はや、避さけられない運命なんだ」

「…………ッ!?」

「精々それまで、この偽いつわりの青春ごっこを楽しんでいるがいいさ、俺マーリン。あの可愛かわいい可愛い王様に、一いつ生しよう懸けん命めいに尻尾しつぽを振ふってな……ククク」

　そんな不ふ吉きつなことを言い残して。

「あばよ、また会おうぜ？　……近いうちにな」

　もう一人の凜太朗──エスは、光の中に消え失うせていくのであった。

　そして、そのまま世界は真っ白に白熱していき──

　深い眠ねむりに墜おちていた凜太朗の意識が、徐じよ々じよに浮ふ上じようしていく──

　そして──……




　──。

　──目を──覚ます。

　最初に認にん識しきしたのは白い天てん井じよう、白い壁かべ。微かに鼻を突く、消毒液の匂におい。

　ここは、どこかの病院の病室のようだ。

　気付けば、凜太朗はそんな病室の白いベッドの上に、仰あお向むけになっている。

　なぜ、俺がこんな所に……？

　そんな疑問よりも先に、額に感じる柔やわらかく暖かな感かん触しよくの方が気になった。

　深い眠りから覚めたばかりの胡う乱ろんな意識で、周囲を探さぐろうとすると……

「……良かった。気がついたんだね？」

　少女の気き遣づかうような声が、優やさしく凜太朗の眠気を払はらった。

　凜太朗が視線を横よこ滑すべりさせる。

　すると、ベッドの傍そばの椅い子すに、一人の少女が足を揃そろえて上品に座っているのが見えた。

　艶つややかな髪かみは鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろ。大おお粒つぶの黒金こん剛ごう石せきのような黒い瞳ひとみ。

　人形のように楚そ々そと整った顔立ちだが、決して無機質な冷たさはなく、その日だまりのような微笑ほほえみが、見る者に命の暖かさを感じさせる少女。

　──冬ふゆ瀬せ那な雪ゆき。

　名前とは裏腹に、どこか春の香かおりを感じさせてくれる、クラスメートであった。

　そんな那雪が、凜太朗へ微笑みかけ、そっと手を伸のばしている。

　その華きや奢しやで嫋たおやかな手は、凜太朗の額に優しく当てられていた。

「……えーと？　何してんだ？　お前」

「熱を測っていたの。……熱は下がったみたい」

　くすり、と。那雪が安あん堵どしたように改めて微笑む。

「それに……凜太朗君、なんか酷ひどくうなされていたから……こうしていたら、少しでも楽になるかなって」

「はっ……手を当てられたくらいで、夢見がよくなるかよ……」

　気き恥はずかしくなった凜太朗が、ぶっきらぼうに那雪の手を払いのける。

　だが、那雪はそんな凜太朗の無礼を特に気にした風もなく、微笑みを崩くずさない。

「ふふ、気分はどう？　凜太朗君」

「悪くない」

「……ここに来る前のこと……覚えてる？」

　……無論、覚えている。

　あれは、エマ＆ラモラック卿きようとの戦いが終わって、しばらく経たった時のことだ。

　凜太朗が隠かくれ蓑みのとして通うキャメロット国際学園で、例によって例のごとく、瑠る奈ながまた妙みような企き画かくイベントを打ち出し、凜太朗を振り回し始めた。

（……ケイ卿の水着チェキ会？　だったかな……）

　そしてその準備の最中、不意に凜太朗は気が遠くなるような感覚に襲おそわれたのだ。

　全身から魂たましいが抜ぬけていくような虚きよ脱だつ感。世界が闇やみへ墜ちていく崩ほう壊かい感。急速に遠くなっていく意識に、暴力的なまでの眠気。全身を蝕むしばむ激痛。過呼吸。

　それらに敗北し、凜太朗は為す術もなく、倒たおれてしまって。

　瑠奈が泣きそうな顔で凜太朗の顔を覗のぞき込み、呼びかけてくるのも虚むなしく。

　凜太朗の意識は、そのまま、ぷっつりと闇の中へと墜ちていったのであった。

「……あれから、何日経った？」

「三日だよ。もう、皆みんな、大おお騒さわぎだったんだから……それに、お医者様がいくら調べても、昏こん睡すいした原因がわからなくて……意識が戻もどって本当に良かった……」

「ったく、大げさな……」

「この三日間、瑠奈さんも放課後は付きっきりで凜太朗君の看病をしてたんだけど……今日はどうしても外せない生徒会の用事があってね。それで、私が瑠奈さんの命令で、凜太朗君の様子をいち早く見に来ていたの。……ふふ、瑠奈さんじゃなくてごめんね？」

「は？　どーゆー意味だよ？」

　からかうような那雪の言葉を聞き流しながら、凜太朗は昏睡の原因を考える。

　……心当たりは痛いほどにあった。

（やっぱ、ラモラックとの戦いが原因だよなぁ……限界を超こえた【魔人フオモール化】……やべぇやべぇとは思っていたが、案の定だったな……）

　戦いの後、しばらくの間、なんともなかったから完全に油断していた。

【魔人フオモール化】は、アイルランド来らい寇こう神話の悪あしき神の一族たる魔人族フオモールの力。

　前世がマーリンとはいえ、今は人の身に過ぎない凜太朗が行使すれば、身体からだに絶大な負担がかかるだけではなく、命や魂そのものが削けずれていく危険な力だ。

　この世界の何もかもがつまらなく、刹せつ那な的に生きている凜太朗は、そんな命をも削る力を行使することに、なんの恐怖も抵てい抗こう感もないが……さすがにやり過ぎたらしい。

（しかも、あの無茶な【魔人フオモール化】は、俺の中に眠る何かを目覚めさせちまったらしい）

　──エス。あんな者が自分の中にいるとは知らなかった。

　伝説時代の記き憶おくを、思い出せる限りたぐっても、まるで心当たりがない。

　あいつは、一体、なんなんだ？　そもそも、俺は一体──？

　俺は伝説の魔ま法ほう使つかいマーリンの生まれ変わり……それだけではなかったのか？

（しかも、アーサーを殺す？　どういうことだ？　あいつはもう、とっくの昔に故人だろーが……ったく、いないヤツをどうやって殺すんだよ？　意味がわかんねぇ）

　いくら考えても、答えは出そうにない。

「ちっ……世話になったな」

　凜太朗は、自分の腕うでに繫つながっている点てん滴てきやら医い療りよう機器やらのチューブを、ブチブチと乱暴に引きちぎって放ほうり捨てる。

　そして、身を起こして、ベッドから下りようとして……

「あっ!?　駄だ目めだよっ！　まだ、大人しくしてなきゃ駄目！」

　那雪が慌あわてて、そんな凜太朗を押さえにかかった。

　当然、女の那雪の力では、男である凜太朗を押さえつけることなど、到とう底ていできないのだが……唐とう突とつな那雪の行動に、凜太朗は思わず硬こう直ちよくした。

「お、おい……？　俺はもう大丈夫だって」

「今、お医者様を呼んで診みてもらうから！　だから、安静にしてなきゃ駄目！」

「へっ、ヤブ医者共に診せたって、どーせ何もわかりゃしねーよ、無駄だ、無駄」

　だが──

「……お願い、凜太朗君。……もう少しだけ、安静にしてて……ね？」

　心底心配そうな那雪の瞳に。

　どこまでも真まっ直すぐ凜太朗を見つめてくる、その深い瞳に。

　なぜか、凜太朗は、那雪を邪じや険けんにすることができなくなってしまう。

「……はぁ～……わかったよ……」

　自分でも不思議なことがあるもんだと思いながら。

　凜太朗は、素す直なおに那雪の言うことを聞いて、再びベッドに身を沈しずめるのであった。

　そんな凜太朗を見て、那雪は嬉うれしそうに微笑むのであった。




　慌ててやって来た医者が言うまま、凜太朗は一通りの検けん診しんと検査を済ませる。

　今は、その検査結果待ちの一時だ。

　もう大丈夫だと主張する凜太朗に対し、那雪はどうしても寝ねてろと、母親が子供を諭さとすように主張する。

　凜太朗は、なぜかそれに従って、未いまだベッドで横になっている。

「…………」

　何か物言いたげな視線を、那雪の横顔へと向ける凜太朗。

「～♪　～～♪」

　当の那雪は、ご機き嫌げんそうに、お見舞い品のリンゴの皮を果物ナイフで剝むいていた。

「……おい、何がそんなに楽しいんだ？」

「女の子には、ある意味、ちょっと憧あこがれのシチュエーションだからね」

　那雪が器用にリンゴを剝きながら、くすりと笑う。

「憧れ？」

「うん。こうして、病気の人を傍で看病してあげること」

「病気じゃねえっつーのに。そもそもそのシチュは、好きな男にやらんと意味ねーだろ……お前が俺にやって、一体、何の得があんだよ？」

「ふふふ」

　そんな、呆あきれたような凜太朗の言葉にも、那雪はただ含ふくむように笑うだけだ。

「はい、できました。どうぞ」

　やがて、那雪は切り分けたリンゴを器うつわに盛り、凜太朗へと差し出す。

「……ウサギカットかよ。女子力高ぇな……誰だれかさんと違ちがって」

　小こ綺ぎ麗れいに切られたリンゴのウサギを、凜太朗は何の躊躇ためらいもなく手づかみし、バリボリと頭から食べ始める。デリカシー皆かい無むだ。

　だが、那雪はそんな凜太朗を、実に嬉しそうに流し見ていた。

「あ、そうそう。瑠奈さん達、そろそろ来るよ」

　リンゴを食べる凜太朗の横顔を見つめながら、那雪はスマホを取り出して言った。

「凜太朗君が目を覚ましたこと、連れん絡らくしたの。瑠奈さん、さっき出発したらしいから……うん、時間的に……そろそろじゃないかな？」

「あー、来なくていいって返信しておいてくれ。うっさいからな」

　そんなことを嘯うそぶき、凜太朗はあっという間に食べ終わったリンゴの器を傍かたわらの机に置くと、頭の後ろで手を組んで、枕まくらに後頭部を叩たたき付けた。

「リンゴ、サンキュ。あんがとな」

「どうだった？　美味おいしかった？」

「ああ、リンゴだった」

「あはは、もう、凜太朗君ったら。私だからいいけど、これが瑠奈さんだったら、彼女、きっと拗すねちゃうよ？」

「……何の話だ？」

「あ、それとも、本当に瑠奈さんが看病してくれた人だったら、さすがの凜太朗君も、素直に褒ほめちゃうのかな？」
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「……だから、何の話だよ？」

　それから。

　凜太朗と那雪は、ぽつぽつと他愛たわいもない話を続けた。

　内容は主に、凜太朗が眠ねむっていた空白の三日間についてのことだ。

「凜太朗君が無事だったから良かったけど……凜太朗君が倒れた時、瑠奈さん、もの凄すごい狼狽うろたえてたんだよ？　なんだか今にも泣き出しそうなくらい取り乱してて……」

「だろうな」

「お、おおーっ!?　もの凄い自信だね？　凜太朗君！」

「そりゃそうさ。あいつにとって俺は、利用価値のある有力な手て駒ごまだ。そんな手駒がいきなり消えかけたりしたら、そりゃ嘆なげきたくもなるだろうよ」

「あ、あはは……そうじゃないんだけどな……凜太朗君って、本命の相手にだけは鈍にぶくなるタイプ？」

「……？」

　会話はいまいち凜太朗と那雪でずれてはいるが。

　互たがいに肩かた肘ひじ張らない、穏おだやかな時間が流れていく。

　そんな最中、那雪のスマホにメール着信音が鳴って、那雪がそれを確かく認にんする。

「あ、瑠奈さんだ。今、病院についたって。この病室に向かってるって」

「ったく、来なくていいってのに……」

　ふて腐くされながらも、凜太朗は頭を搔かきながら……ふと、零こぼす。

「……だが、こうして誰かが傍そばにいるって、不思議なもんだな……」

「一体、どうしたの？」

「いや、なんとなく……な」

　ふん、と鼻を鳴らしながら、凜太朗はぶっきらぼうに続ける。

「以前までは病気で倒れても、俺の傍には誰もいなかった」

　その脳のう裏りに走るは、凜太朗を化け物扱あつかいして去っていった、友人達や両親達の嫌けん悪おと拒きよ絶ぜつの顔だ。

「……それが最近、なんだか急に誰かと一いつ緒しよにいる時間が増えてきやがった」

「それはそうだよ。だって、前とは違うんだもの。だって、今の凜太朗君には……瑠奈さんがいるから」

　そう言う、那雪はなぜかとても嬉しそうだったが。

　……同時に、どこかとても寂さびしそうでもあった。

「那雪？　どうした？」

「凜太朗君。瑠奈さんの傍にいてあげてね。瑠奈さんを護まもってあげてね」

　答えず、那雪がどこか憂うれいを差した微笑ほほえみで、続ける。

「凜太朗君は、瑠奈さんがいれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだから……だから……」

　凜太朗がその那雪の真意を問おうと、何か口を開きかけた……その時であった。




　がっしゃああああああんっ！




　突然、病室の窓がブチ破られ、何者かが病室内へと飛び込んでくる。

　その人物は床ゆかを二度、三度バウンドして、ごろんごろんと転がって壁かべに激突。

　ばっ！　と立ち上がって──叫さけんだ。

「り、凜太朗ォオオオオオーーッ!?」

　瑠奈であった。

　そして、瑠奈は意識が回復した凜太朗を見るなり、目を潤うるませて──次の瞬しゆん間かん、那雪を押しのけて凜太朗へと詰つめ寄り、その手を握にぎっていた。

「大丈夫ぅううううーーッ!?　大丈夫だったのねぇええええーーッ!?」

「お前が大丈夫か」

　無茶な入室をしたせいか、瑠奈は床を転がった打だ撲ぼくや擦すり傷きず、ガラスの破は片へんの切り傷やらで、ボロボロの血ち塗まみれである。凜太朗よりよほど入院が必要に見えた。

「ぐすっ……心配……心配したんだからねぇええええええーーッ!?　もうっ！」

「俺はお前が心配だよ……主に頭がな」

　凜太朗は、呆れたように割れた窓の外を見る。

　その高い風景から察するに……この病室はどう考えても一階や二階ではなさそうだ。

「貴方あなたが目覚めなかったら、私……私ぃ……誰にパシリをさせればいいのか、不安で不安で仕方なかったんだからぁああああああああああああーーッ！」

「……目覚めない方が良かったわ、うん」

　凜太朗が遠い目でそう確信していると。

　病室の廊ろう下か側から、どどどど、と駆かけ足あしの音が近付いて来て──

　その音を聞きつけた途と端たん、瑠奈は凜太朗から、さっと離はなれて。

「一体、何をやってるんですか!?　瑠奈先せん輩ぱいっ！」

　それと同時に、病室の扉とびらが乱暴に開かれ、エマが室内へと飛び込んでくる。

「よう、エマ」

「あっ、師し匠しよう……本当に……？　よ、良かった……」

　凜太朗の無事な姿を確認して、ほっと安あん堵どしたように微笑んだのは一瞬。

　すぐに、エマは目の端はしをキッと吊つり上げ、瑠奈を睨にらみつけた。

「何が〝王として、どっちが早く師匠の所へたどり着けるか勝負〟ですか!?　ここは病院なんですよ!?　やっていいことと悪いことがあるでしょう!?」

「べっつに～？　窓なんて魔ま法ほうでいくらでも直せますし、おすし？　そういう良い子ちゃんなエマも、その様子を見る限り、わりと本気だったみたいですし、おすし～？」

「う、ぐぅ──ッ!?」

　エマが切らした息と、額に浮うかぶ汗あせを手で隠かくす。

「それに、やっぱり、これで凜太朗の真の主君は、私だということが証明されたわね！」

「なんでそうなるんですか!?」

「危機に陥おちいった家臣の元へ、誰よりもいち早く駆けつける……これを王の器と言わずして何だというのよ!?」

「病院の壁を駆け上って、七階の窓を壊こわして入ることの、どこが王の器なんですか!?」

「ふふーん、嫉しつ妬と乙おつ！　そんなんだから、貴女あなたは《王キング》の資格を失って、私のメイドに身をやつしたのよ！　これに懲こりて、私の可愛かわいい家臣に粉かけるの止やめなさいよね!?」

「ぅうううううう～～ッ！　わ、私は別に、粉なんかぁ～～～ッ！」

　正面から手と手を組み合って、まるで力比べでもするように睨み合う瑠奈とエマ。

　凜太朗が半眼で、そんな二人のキャットファイトを眺ながめていると……

「凜太朗。気分はどうですか？」

「どうやら無事のようで何よりですわ」

「まったく……君に限って滅めつ多たなことはないと思ってはいたんだがな」

　学園の制服姿のケイ卿きよう、いつも通りのゴシックドレス姿のフェリシア、ラフな私服姿のガウェイン卿が、ゆっくりと入室してきた。

「お、お前ら……」

「本当にもう……あまり心配させないでくださいまし」

「君が昏こん睡すいしている間、彼女達が大変だったんだぞ？　ふっ……女性を泣かせるのは感心しないな」

「うるせぇ、ガウェイン。お前にだけは言われたくないわ。女泣かせの寝ね取とり野や郎ろうが」

「ぐ──ッ!?　い、今の僕は、妻のラグネル一筋だし！」

　凜太朗がさらりと吐はいた毒に、ガウェイン卿の顔がみるみる青ざめる。

「そ、そんなことより、早く彼女達を止めないととんでもないことになるぞ!?」

「いいわよ！　そこまで言うんだったら、今度は〝看病勝負〟よ!?」

「いいんですか？　そういう女子力勝負でしたら、私に一いち日じつの長ちようがありますよ？」

「ふっふーん！　私には秘策があるのよっ！」

　見れば、瑠奈とエマの話は妙みような方向へと転がりかけていた。普ふ段だんは真ま面じ目めでお淑しとやかなエマも、瑠奈が関わると、どうもおかしくなってしまうようだ。

「そうです、エマ！　やってください！　瑠奈に凜太朗は相応ふさわしくありません！　お姉ちゃんとしては、貴女と凜太朗がくっついてくれた方が──」

「この裏切り者ぉおおおおおおおおーーッ!?」

「痛い!?　すみませんっ！　だからコブラツイストはぁーーッ!?」

　そこにケイ卿まで加わって、大おお騒さわぎとなる病室内。

　それを見て、フェリシアとガウェイン卿が、顔を見合わせて肩かたを竦すくめて。

　凜太朗は頭の後ろで手を組んで、ただただ脱だつ力りよくしたように再びベッドへ横になった。

「ったく、本当にうるせぇやつらだ」

　だが──悪くない。

　自分で認めるのもしゃくだが……本当にこういうのは悪くない。悪くないのだ。

「ふん……」

　室内の喧けん噪そうを尻しり目めに、鼻を鳴らして天てん井じようを見上げる凜太朗。

「ふふっ」

　そんな凜太朗を、那雪は微笑みながらじっと見つめ続けるのであった──




　──その日の深夜。

　国際都市アヴァロニア第八エリア、アヴァロン国際空港の第二滑かつ走そう路ろに、エアスミス・イングランド航空のチャーター便が到とう着ちやくした。

　停止した旅客機から、タラップを踏ふんで滑走路に降り立ったのは──二人組。

　一人は、上品な燕えん尾び服ふくを着こなした老紳しん士し。

　もう一人は、ダークスーツとダークコートに身を包んだ美び貌ぼうの女性だ。

　二人が現れると、黒服の男達がその周囲に現れ、老紳士に対して最敬礼を取る。

　老紳士は二言、三言、黒服達と言葉を交かわし、そして、黒服達に案内されるままについていくのであった──




　老紳士と女性は、黒服が運転するリムジンの後部座席に乗せられ、人工島ニューアヴァロンの各エリアを動脈のように走る高速道路を走行していた。

　深夜過ぎゆえに、まったく人ひと気けのない闇やみの道を、ヘッドライトが切り裂さいていく。

　蛇だ行こうする道路に沿って、遠き都市のシャンデリアのようなネオンが左右に揺ゆれる。

　向かう先は、アヴァロニア第七エリア──高級住宅街。

　そこに、その老紳士らの拠きよ点てんがあるのだ。

「……いよいよですね、アインズ卿」

　老紳士の隣となりに座る女性が、厳おごそかに言った。

「うむ。このアーサー王継けい承しよう戦に参戦する《王キング》として、いかなる猛者もさと戦えるか……今から実に楽しみだ」

　老紳士──アインズは、手にしたサーベル型の剣けんへと目を落とし、言った。

　コーンウォールに古くから伝わる武家の名門、アインズ伯はく爵しやく家。

　その現当主、エイブラハム＝アインズ卿。

　アーサー王継承戦に参戦する、有力な《王キング》の一人。

　よくよく見れば、老いこそあれどアインズの体格は筋骨隆りゆう々りゆうで、その鋭するどい眼光は鷹たかのようだ。歴戦の古ふる強つわ者もの──そんな形容がぴたりと嵌はまる。

「未いまだ至宝探たん索さくは未発令ですが……《王キング》同士の戦いは、すでに幾いく度どとなく勃ぼつ発ぱつしている模様です。なんと、あの九く条じよう財ざい閥ばつの九条＝グローリア＝蒼そう馬まと、聖ジャンヌ修道会のエマ＝ミシェーレが、すでに継承戦から脱だつ落らくしたとか」

「ふむ。あの二人を退けるほどの猛者がいようとは……出で遅おくれたのが痛いな」

「ご安心を。いかなる猛者が御おん前まえに現れようとも、この私が御身をお守りいたします。私はそのために、貴方の招しよう致ちに応じたのですから」

「ふっ、元より不安はないが、貴公の働きに期待しているぞ──」

　そう、アインズが言いかけた……その時であった。




　突然、リムジンが大爆ばく発はつを起こした。




「──なんと!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、脱だつ出しゆつしたアインズと女性が、靴くつ底ぞこで道路を削けずるように滑すべっていく。

　遠く背後で炎えん上じようするリムジンを振ふり返り、愕がく然ぜんとする。

「何事だ!?」

「アインズ殿どの！　あそこです！」

　女性の指差す先を見やれば。

　高速道路の先──およそ二百メートルに、二人組がいつの間にか立っていた。

　一人は十代の少年。いかにも苦労を知らない、今時のお坊ぼつちゃん風の少年だ。その背中に何らかの長い布包みを背負っている。

　そしてその少年の背後には、蒼あおい鎧よろいとサーコートに身を包んだ、目を疑わんばかりの美び丈じよう夫ふの騎き士しが、弓を構えている。

　そんな二人が、アインズと女性を睥へい睨げいしている。

　間ま違ちがいなく、アーサー王継承戦に参戦している《王キング》と《騎士ジヤツク》だ。

「くっ、いきなりか……なんて卑ひ怯きような！」

　女性は憤いきどおったように、突とつ如じよ現れた狼ろう藉ぜき者達を睨み付けた。

「良い。この地はすでに戦場よ。戦いくさにおける騙きよう撃げき、奇き襲しゆうは当たり前だ」

「しかし、運転手の方は……ッ！　いくらアインズ殿の私兵とはいえ──」

「巻き込んで遺い憾かんには思う。……だが、それも戦争だ」

　アインズは手にしたサーベルを杖つえのように突つきつつ、神しん妙みような表情で淡たん々たんと言った。

　すると、その襲しゆう撃げき者達は、ゆっくりとアインズ卿達の元へと歩み寄ってくる。

　やがて、十数メートルの間合いを開けて、両陣じん営えいが対たい峙じした。

「エイブラハム＝アインズ卿だね？」

　少年が、どこか使命感に燃える真まっ直すぐな瞳ひとみで、問いかける。

「いかにも。……して、貴公の名は？」

「僕は片かた岡おか仁ひとし。……英えい雄ゆうになるべき男さ」

　その少年──仁が、自信に満ちた所作で堂々と言った。

「ふむ。つまり貴公も、アーサー王を志す《王キング》か」

「まぁ、そういうことだね」

　少年は、余よ裕ゆうに満ちた笑えみをアインズへと向けていた。

　アインズは、そんな少年をまじまじと見る。

　その生しよう涯がいを武人であることに費ついやしてきたアインズならば、容易にわかった。

　少年のその所作、佇たたずまい、気──全すべてがド素人しろうと。恐おそらく、剣など握にぎったこともないのだろう。大おお凡よそ、血ち生なま臭ぐさい戦いなど無む縁えんの世界で生きてきたはずの一いつ般ぱん人だ。

　なのに、この戦場における、あの余裕の正体は──

（あの《騎士ジヤツク》か……）

　アインズは、少年の傍かたわらに佇む弓騎士を睨んだ。

　円えん卓たくで弓も得意とする騎士と言えば──あの騎士しかいない。

　そして、そんなアインズの推測を裏付けるかのように、ただ静かに佇んでいるだけの弓騎士から感じる圧力や存在感は、まるで鬼き神しんの如ごときだった。

「……アインズ殿、気を付けてください。あの騎士は──」

「わかっておる」

　女性の注意を促うながす言葉に、アインズは静かに頷うなずいた。

　そんな二人の前で、仁はとうとうと酔よったように語り続けていた。

「──そういうわけで、僕は選ばれた人間なんだ。英雄になるべき男なんだ。僕はアーサー王となって、この世界を救うんだ。皆みんなのために戦うんだ。だから、正義のために、貴方あなたを倒たおさなくっちゃならない。……わかってくれるよね？」

　未熟。アインズは、仁をそう断じた。

　一見、仁は確たる信念を持っているように見えるが、それは全て虚きよ飾しよくだ。

　見み栄え、欺ぎ瞞まん、何らかのコンプレックス……それらを、聞こえがいい立派な信念で誤ご魔ま化かし、自分のアイデンティティにしようとしている。矮わい小しような自分を大きく見せて、なんとしても他者に己おのれの存在を誇こ示じしようとしている。

　要するに、世界のどこにでもいる、少々思春期を拗こじらせてしまった子供だ。

　なまじ、このような世界の裏側を知ってしまったがゆえに、さらに熱に浮うかされたように、拗らせに拍はく車しやがかかってしまったのだろう。

「貴公、片岡仁と言ったか？」

　だから、アインズは分別ある大人として、冷ややかに忠告した。

「貴公は即そつ刻こく、継承戦を辞退しろ。王の器うつわではない。貴公のような未熟者がこのような戦に参戦しても、後こう悔かいしながら死ぬだけだ」

「な、なんだと……ッ!?　言ったな……老害がッ！」

　煽あおり耐たい性せいも低いらしい。アインズの冷静な忠告に、仁がいきり立つ。

「お前に、僕の崇すう高こうな〝覚かく悟ご〟の何がわかる!?　ああ、いいよ！　どうせ、皆、倒さなきゃいけないんだ……だったら、僕の力を見せてやる！」

　そして、その背後に控ひかえていた、弓矢を構えていた騎士に号令をかけた。

「王命だッ！　行け！　トリスタン卿きよう！　あいつらを倒すんだ──ッ！」

「御ぎよ意い」

　すると、美丈夫の騎士が、虚こ空くうに弓矢を霧む散さんさせる。

　そして、ぎらりと剣を引き抜ぬいた。

　途と端たん、世界が崩ほう落らくせんばかりの圧あつ倒とう的な《星気光オーラ》が、トリスタン卿から立ち上った。

　アインズがまるで稚ち児ごのようにすら思える、強大な圧力と存在感だ。

　並の者ならば、対峙しただけで魂たましいを押し潰つぶされ、発はつ狂きようするだろう。

「むぅ──ッ!?」

　単騎の武においては、全《王キング》中最強と、前評判で謳うたわれたアインズも、額に冷ひや汗あせを浮かべ、微かすかに顔色を変える。

「どうだ、恐おそれ戦おののいたか!?　これが僕の力──僕の《騎士ジヤツク》、トリスタン卿だーっ！」

　仁は、子供が自じ慢まんの玩具おもちやを見せびらかすように、歓かん喜きの声を上げた。

「トリスタン卿ですか……まさか、到着早々、初手で彼が出てくるとは」

　アインズ卿の傍らに控える女性が、淡々と言った。

「円卓の第九席、トリスタン卿……ランスロット卿、ラモラック卿と並ぶ、円卓最強三騎士の一角です。彼を《騎士ジヤツク》として従えているならば、あの少年の自信も納なつ得とくかと」

「ふっ、成なる程ほど……ッ！　これが伝説時代の騎士か……ッ!?」

　アインズは、現代人とは規格の違う武ぶ威いをまじまじと見せつけられて、なお笑った。

「悔くやしいが、あの《騎士ジヤツク》は、私の手にも少々余るな」

「そうですね。あれに勝ち得るのは、ランスロット卿か、ラモラック卿のみでしょう。それでも勝負は時の運……五分と五分」

「うむ、勝ち得るのはそうであろうな」

　女性の冷静な言葉に、アインズが悠ゆう然ぜんと応じた……その時だった。

　トリスタン卿が、地を蹴けった。

　高速道路を真っ二つに割りながら、嵐あらしのようにアインズへと突っ込んでくる。

　撃風を纏まとって突とつ進しんしてくるトリスタン卿の掲かかげる剣けんが、ぎらりと凶きよう悪あくに光る。

　加護《武神の膂りよ力りよく》──円卓随ずい一いちと謳われた壮そう絶ぜつなる腕わん力りよくによって振るわれる剣は、あらゆる物を破は壊かい両断し、大地をも割るだろう。

　次の瞬しゆん間かん、自分が肉にく片へんとなってぶちまけられる──それを誰だれよりも深く理解しながら、アインズは女性へ問う。

「して──どうだ？　貴公、あれを抑えてくれるか？」

　そんなアインズの問いに。

「──愚ぐ問もんです、卿よ。私を誰だと？」

　女性が、さも当然とばかりにそう応じた──次の瞬間。

　稲いな妻ずまが墜おちたような衝しよう撃げき音が、辺りに響ひびき渡わたった。

　間合いに入ったトリスタン卿が振り下ろした必殺の剣。

　それを──アインズを庇かばうように前に立った女性が、頭上に左ひだり腕うで一本で構えた槍やりで、難なく受け止めていたのだ。

「はぁ!?　トリスタン卿の剣を片手で!?　噓うそだろ!?」

　その信じられない光景に、仁が目を剝むく。

「いや、違う！　アレは元より──」

　そして、仁がその女性に対して覚えた違い和わ感かんに気付いたと同時に。

　槍を構えた女性の全身が、眩まばゆい光に包まれていた。

　立ち上る《星気光オーラ》が、彼女の身体からだに甲かつ冑ちゆうを、サーコートを形成していく。

　やがて、光の中から現れたのは──見み目め麗うるわしい女騎士であった。

　まるで戦乙女おとめのように凜りん然ぜんと美しいその姿に一瞬、目と魂を奪うばわれるが、誰もがすぐに気付くことになるだろう──その女騎士には右腕がない。

　今まで、ダークコートに隠かくされてわからなかったが、彼女は隻せき腕わんだったのだ。

「隻腕の騎士──ッ!?　まさか、ベディヴィア卿か!?」

　隻腕。そのあまりにも有名な伝承を思い出した仁が、思わず叫さけんだ。

　円卓の第七席ベディヴィア卿。

　隻腕の騎士、恐るべき膂力のベドリバントベディヴィアなどと呼ばれる、ケイ卿、ルーカン卿、マーリンらと並んで、旗はた揚あげからアーサー王を支え続けた、円卓最古参の一人だ。

　今、トリスタン卿とベディヴィア卿は、剣と槍を交こう叉ささせ、まったく互ご角かくのパワーで組み合っている。

　むしろ、ベディヴィア卿がトリスタン卿を圧倒してすらいた。

「馬ば鹿かな！　たかがベディヴィア卿ごときに、どうして僕の最強のトリスタン卿が止まるんだ!?　お前の伝承には目立った武功も活かつ躍やくもない──なのになぜ──ッ!?」

　仁がそんなキンキン声を上げると、女騎士──ベディヴィア卿がトリスタン卿を押し返しながら颯さつ爽そうと答えた。

「私は、アーサー王の近この衛えだ！　戦場で武功を立てて名を上げることも、冒険探索クエストで名めい誉よを得ることも全て捨て、王をお護まもりすることを誓ちかったのだ──この隻腕にな！」

「──ッ!?」

「《隻腕の誓い》──私にはそんな加護がある！　武ぶ勲くんを求めず、王を護る戦いに徹てつする限り──〝攻せめず、守りに徹する限り、三倍の力を発揮できる〟。……いかな円卓最強のトリスタン卿といえど、そう易やす々やすと突破はさせぬぞ!?」

「ふん、貴公は相変わらずですね、ベディヴィア卿……」

　すると、トリスタン卿が、つまらなそうに呟つぶやいていた。

「……トリスタン卿……ッ!?」

「この世界は、何もかもが無意味だというのに……」

　対するトリスタン卿は、護る使命感に燃えるベディヴィア卿を、つまらなそうに、興味なさそうに見つめていた。

　その身体から立ち上る圧倒的な闘とう気きがなければ、円卓最強の一角だとはとても思えないほどの、覇は気きのなさであった。

「な、何をやっているんだ、トリスタン卿！　そんな雑魚ざこ騎士、早く潰すんだ！」

　そんな仁のヒステリックな叫びに応じて。

「ふん──」

　トリスタン卿が、鋭するどく剣を切り返す。

　乱らん舞ぶする上中下段。まるで、刹せつ那なの稲妻が翻ひるがえるようなその無数の斬ざん撃げきを──

「はぁーーッ！」

　──ベディヴィア卿は、槍を旋せん回かいさせて、弾はじく、弾く、弾き返す。

　散さん華げ、散華、苛か烈れつな火花の散華。衝撃音と金属音。

　剣と槍が喰くらい合う都度、大気が鳴動し、凄すさまじい剣圧が嵐のように吹ふき荒あれる。

　だが──互角。

　ベディヴィア卿は、トリスタン卿の壮絶な剣撃を一歩も退ひくことなく捌さばききっていた。

「我が王！　今です！」

「うむ！　任せたぞ！」

　途端、ベディヴィア卿の叫びに応じ、アインズが疾しつ風ぷうのように駆かけ出していた。

　ベディヴィア卿と激しく斬きり結ぶトリスタン卿の脇わきを抜け、真まっ直すぐ突つき進む。

　アインズの狙ねらいは単純シンプル。《騎士ジヤツク》から孤こ立りつし、がら空きになった仁の首級くびだ。

「さて、小こ僧ぞう……《王キング》を辞退しろと、すでに警告はしたぞ」

　しゃらり。仁に向かって駆けながら、アインズは剣を抜いた。

　軍刀──片刃刀サーベル型のエクスカリバーだ。

　その緩ゆるく湾わん曲きよくした刀身が、天頂に輝かがやく月の光を受けて、ぎらりと輝く。

　途端、アインズの存在感が、まるで巨きよ人じんのように脹ふくれあがった──

　それは最も早はや、人間が放てる気ではない。

　トリスタン卿ほどではないが──アインズも十二分に怪かい物ぶつであった。

「私は、全すべての人生を戦いくさに捧ささげてきた！　戦こそ我が人生！　勝利こそ我が誉ほまれ！　このアーサー王継けい承しよう戦こそ、その集大成！　私は、〝勝利するために戦う〟のだ！」

　トリスタン卿は、仁の《騎士ジヤツク》である。

　仁の供給するマナで、この世界に受肉をしている。

　つまり、仁さえ殺せば、トリスタン卿は受肉を保てず、消しよう滅めつする。

「ひ──ッ!?」

　疾風のように迫せまってくるアインズの姿に、仁が小さく悲鳴を上げた。

　本物の戦士が放つ殺気に、仁の身体が竦すくみ上がる。

　この時点で、仁の《王キング》としての実力は、知れたものだった。

　僅わずかばかりのアーサー王の血を引き、トリスタン卿という最強の《騎士ジヤツク》を従えてはいるものの、やはり、仁自身は本物のド素人しろうとなのだ。

　何かしらの巡めぐり合わせで《騎士ジヤツク》を得て、急きゆう遽きよ、こちら側の世界を知り、継承戦に参加することになった──それだけの男なのだろう。

　哀あわれである。だが、自じ業ごう自じ得とくだ。

　若さゆえの根こん拠きよなき万ばん能のう感。想像力の欠けつ如じよ。仁の過あやまちはそれに尽つきた。

「我が武勲の一つとなれい！　小僧！」

　一ひと際きわ鋭く踏ふみ込み、アインズは己おのが一足一刀の間合いに仁を捉とらえた。

　すでに警告はしたのだ。その上で《王キング》として戦場に立ち、戦を仕し掛かけてきた以上、戦人であるアインズには、最早相手が誰であろうと情けをかける気はない。

　仁の首を刎はねようと、アインズは容よう赦しやなく、雷らい光こうのように剣を振ふるうのであった。

　風斬り音。闇やみに残ざん響きようする銀の剣けん閃せんが、仁の首を捉える。

　早々に決着はついた──誰もがそう思っただろう。

　が──

　ぎんっ！　雷らい火かが爆はぜるような閃光と共に、盛せい大だいな金属音が上がった。

「なん……だと……ッ!?」

　アインズの必殺の念を込こめた一撃は、確かに仁の首を捉えていた。

　だが、それだけだ。

　刃はが、仁の首筋に触ふれただけ。

　刃は１ミリたりとも、仁の肌はだに通っていない。血の一いつ滴てきも流れていない。

「なんだと……ッ!?　これは一体、どういうことだ……ッ!?」

「……あは、あはは、あはははははははーーッ！」

　アインズの驚きよう愕がくに、仁の引きつった哄こう笑しようがアンサンブルする。

「ど、どうだ、見たかッ!?　ぼ、僕には効かないんだ、そんな攻こう撃げきはっ！」

「く──ッ!?」

　だが、アインズの動どう揺ようは一瞬だ。

　即そく座ざに剣を鋭く切り返し、刹那に無数の斬撃を仁へと浴びせかける。

　上中下段に翻る、銀光極閃乱舞。

　仁がなんらかの魔ま法ほう的な防ぼう御ぎよを構えていると疑い、その防御を撃うち抜ぬこうと、先程以上に《星気光オーラ》を剣へと乗せた、全力渾こん身しんの攻撃だ。

　だが、高層ビルをも瞬時に解体するアインズの剣撃の悉ことごとくが、仁へ通らない。

「馬鹿な……ッ!?」

　もし、これがなんらかの魔法的な防御によるものならば、いかにそれが強力であったとしても、攻撃が触れてはいるゆえに、多少のダメージはあって然しかるべきだ。

　だが、その多少のダメージすらない。完全に通らない。

　これはもう、防がれたとか、相手の防御が堅かたすぎるとか、そういう次元の話ではなかった。〝根本的に効かない〟……そう思わせる光景であった。

（くっ、この力……一体、何だというのだ!?　これでは永遠に倒たおしきれぬ！）

　仁にラッシュを仕掛け続けるアインズの表情に、微かすかな焦しよう燥そうが浮うかぶ。

　確かに、ベディヴィア卿きようはトリスタン卿を抑おさえている。

　だが、それは能力に任せた一時的な立ち回りであり、本来の実力は懸けん絶ぜつしている。

　加護《隻腕の誓い》発動によるマナ消費量は激しく、時間が経たてば経つほど、ベディヴィア卿の不利。

　ゆえに、アインズの狙いは《王キング》を狙った速攻であった。

　だが、それが不可能になった以上、この場で戦うことは最早、得策じゃない。

　アインズのエクスカリバーの能力も強力だが、それは仁の謎なぞの絶対防御を貫つらぬけるような能力ではない。むしろ、相あい性しようは最悪だ。

　ここで手の内を明かしてまで、不毛に無む駄だ撃うちする必要はまったくない。

　アインズは戦争狂きようのきらいがあるが、戦の趨すう勢せいを見る押し引きは当然、心得ている。

「ちっ、退ひくぞ、ベディヴィア卿──」

　アインズが迷わず撤てつ退たいを決意した──まさにその時であった。




　上空より、銀の流星群が夜闇を切り裂さき、アインズへと降り注いでいた。




「ぐぁあああああああああああああああああああーーッ!?」

　上がる苦く悶もんの叫び。散華四散する紅くれないの絶ぜつ華か。

　それは──完全なる不ふ意い討うちだった。

　見れば、アインズの全身を、無数の短たん剣けんがまるで剣山のように貫いていた。

「ぐ、ぐふぅっ……ッ!?」

　血ち塗まみれになったアインズが血ち反へ吐どを吐はき、その場に力なく倒れ伏ふす。

「あ、アインズ殿どのォオオオオオオオオオーーッ!?」

　それを目撃したベディヴィア卿が、悲痛な声を上げる。

　慌あわててアインズに駆け寄ろうとするが、素す早ばやく回り込んだトリスタン卿が阻はばむ。

「残念ですが……ここは通しませんよ、ベディヴィア卿」

「く、くそぉ……ッ！　そこをどけッ！　トリスタン卿ーーッ！」

　ベディヴィア卿が、憤ふん怒ぬのままにトリスタン卿へと打ちかかる。

「ふん……だから、言ったでしょう？　……無意味、だと」

　だが、トリスタン卿は、ベディヴィア卿の怒いかりの槍やりを、難なく剣で捌いてしまう。

「この世界の万事は全て無意味で虚きよ無む。抗あらがう意味などまるでない……」

　トリスタン卿が、ベディヴィア卿の槍を押し返し、激しく斬り返す。

「く──ッ!?」

　今度、圧あつ倒とうされるのはベディヴィア卿だ。

《隻せき腕わんの誓い》は、攻める戦いに力を発揮しないのだ。ゆえに、今の攻めなければならないベディヴィア卿が、トリスタン卿を突破できる道理はなかった。

「ご、ごはっ……ッ！　ぬ、抜かったわ……伏ふく兵へいか……ッ!?」

　倒れ伏すアインズが顔を上げれば……霞かすむ視界の奥に、一人の少女が立っていた。

　黒いセーラー制服を着用し、フード付きのマントコートで全身を覆おおう十六、七歳ほどの少女だ。フードを目ま深ぶかに被かぶっており、夜の暗さも相まって、その相そう貌ぼうはよく窺うかがえない。

　そんな少女が、血だまりに沈しずむアインズを昏くらい目で見下ろしている。

　その左手には短剣。金でも銀でもない光こう沢たくを放つ金属で鍛たん造ぞうされたその短剣は──間ま違ちがいなくエクスカリバー。そして、間違いなく新手の《王キング》だ。

「よくやった！　月つく読よみ零れい華か！　さすが、僕の家臣だ！」

　興奮した仁が手を叩たたいて、賞賛の声を上げた。

　そして、死に逝ゆくアインズ卿を見下ろし、蔑さげすむように言う。

「どうだい？　アインズ。僕は英えい雄ゆうになる男なんだ。零華は、そんな僕の資質と器うつわを見込んで、《王キング》でありながら、僕の家臣になったんだ。そして、僕の《騎士ジヤツク》は、最強のトリスタン卿……わかるかい？　真の王たる器には、このような頼たのもしい家臣が自然と集つどうんだ。これが貴方あなたと僕の王の器の差だ。あははははっ！」

　ニコニコと笑う仁。子供の自分が、大人のアインズに勝ったのが嬉うれしくて嬉しくて仕方ない……そんな雰ふん囲い気きだった。

「お、おのれぇ……ッ！　不覚……ッ！　この私が……このような……ッ！」

　己おのれの血の海の中で藻も搔がくアインズ。だが、その命運はすでに決していた。

「ばいばい、アインズ。あの世で僕の輝かしい栄光の王道を、見物しててね」

「おのれ……ッ！　おのれぇ……ッ！　おのれぇええええええーーッ！」

　だが、せめて一いつ矢し報むくいようと、アインズが血反吐を吐いて立ち上がり──

「真銘宣言ロイヤル・ロード……ッ！【統率するエクス──】──」

　最後の命を燃やし、己がエクスカリバーにマナを集めようとした──その時だった。

　ふらり、と少女──零華が霞み消えるように動いた。

　虚こ空くうに残響する、白の一いつ閃せん。

　疾とく、素早く、音もなく、アインズへと近寄った零華が振るった剣。

　左手に握にぎられた短剣型のエクスカリバーではない。

　いつの間にか右手に握られていた、白い刀身の宝剣だ。

　その白い剣は容赦なく、アインズの左胸部を串くし刺ざしにして──

「ぐぅっ!?　はぁあっ!?　ごぼっ……む、無念……ッ！」

　アインズの命の最後の灯ともし火びを、綺き麗れいに刈かり取ったのであった。

　どう、と。糸の切れた人形のように倒れ伏すアインズ。

「あ、アインズ殿……ッ!?　そ、そんな……」

　その様子を目の当たりにしたベディヴィア卿が呆ぼう然ぜんとし、がくりと膝ひざをつく。

　やがて、アインズからのマナ供給が途と絶だえ、ベディヴィア卿は虚空へ溶とけるように、ゆっくりとその存在を希き薄はくにして……消滅していくのであった。

「やれやれ。あの老害、口ばっかりで全っ然、大したことなかったね……」

　仁が拍ひよう子し抜ぬけしたように、そんなことを口走る。

　目の前で人が死んだのに、この反応。なかなか倫りん理り観が狂くるっているようである。

「それにしても、他の《王キング》もこんなものなのかな？　こんな調子じゃ、僕、あっさりと世界を救う英雄になっちゃうよ……まぁ、仕方ない、僕の陣じん営えいは無敵だからね！」

　すると、仁の元へ歩み寄ってきた者達へ、微笑ほほえみながらねぎらいの言葉をかける。

「ごくろう。トリスタン卿、零華。君達の槍働き、王としてとても嬉しいよ」

　そんな仁の言葉に。

「別に……どうでもいいんですよ……どうでも……」

　トリスタン卿は虚無の表情で応じ。

「…………」

　零華は無言で、仁を冷ややかに流し見るのであった。

「さて……と。僕がアーサー王を継ついで真の英雄になるために……次はどう動けばいいのかな？　君も居るんだろう？　エレイン」

　エレイン、と。仁がそう呼ぶと。

「……はい、我が王よ。……御おん前まえに」

　不意に、虚空に闇がわだかまり、闇の中からしみ出すように、その人ひと影かげは現れた。

　黒いフードとローブに身を包んだ少女だ。

　ローブから覗のぞく、露ろ出しゆつの多い艶あでやかな肢し体たい。漂ただよう甘い香かおり。思わずぞっとするほど妖あやしく美しい面おも立だちの左半分を、レースで隠かくす絶世の美少女だ。

　その目が焼けそうなほどの美しさ、誰だれもが性的興奮を抑おさえられない匂におい立つほどの妖よう艶えんさに、仁はごくりと喉のどを鳴らした。

「ふふ、見事な戦果ですわ、我が愛いとしき王様。こんな短期間で、ここまで王に相応ふさわしい傑けつ物ぶつへと成長するなんて……僭せん越えつながらエレインの胸は高鳴ってしまいますわ」

　エレインと名乗る少女は、にっこりと仁へ笑いかけた。

「こ、これと言うのも、僕の王としての器を見み出いだしてくれた君のおかげだよ、エレイン」

　仁は顔を赤らめながら、興奮気味にまくし立てた。

「君のおかげで、僕は王という〝本当の自分〟に目覚めることができたんだ……そうだ、やっぱり僕は特別な人間だったんだ……僕は、周囲のバカでガキな連中とは違う……僕は英雄になるべき男だったんだから……ッ！」

「そうですわ、仁様。貴方は凡ぼん百ぴやくの人間とは一線を画す、選ばれた人間なのです。だからこそ、運命は、私と仁様を巡めぐり合わせたのです。貴方のような良き王にお仕えできたこと……このエレイン、本当に主の導きと感謝に堪たえませんわ」

「え、エレイン……ぼ、僕も君と出会えたことが夢のようだよ……」

「まぁ、仁様……そんな、もったいないお言葉……」

　しどろもどろとする仁に、エレインと名乗る少女はどこまでも優やさしげに、妖艶に微笑みかける。匂い立つ毒のように優しく、妖しく濃のう厚こうに──

「それに、月読零華……君が紹しよう介かいしてくれたあの家臣も、すごく役に立ってるし……」

「仁様ほどの器でしたら、あの程度の家臣、居て当然ですわ。これからも、仁様の王の器に惹ひかれ、多くの家臣達が貴方の膝しつ下かに集うのです。もっと堂々としてくださいな」

「そ、そうだね……うん、きっとそうなんだ……ッ！　はははっ！」

　エレインの美び辞じ麗れい句くに、仁は熱に浮かされたように頷うなずいた。

「さて、エレイン！　僕が英雄になるために……次に戦うべき相手は誰なんだい？」

「その話ですが……実は、仁様が早さつ急きゆうに潰つぶさねばならない陣営があるのです……」

「僕が潰さなければならない陣営？」

「はい……それは、瑠奈＝アルトゥールの陣営……」

　その瞬しゆん間かん、エレインと名乗る少女は、薄うすら寒く氷のように嗤わらったのだが……それに、仁は気付かない。

「彼女達は、志高き仁様と違い、私利私欲で王を目指す者達で……貴方が真の英雄になるためには、是ぜが非ひでも抹まつ殺さつせねばならない相手なのです」

「瑠奈って、それほどの悪なのかい？」

「はい。先日、セントラルシティパークホテルの最上階が爆ばく破はされた事件をご存じでしょうか？　あれも瑠奈一味の仕し業わざ……」

「なんだって!?」

「一歩間違えれば、無む辜この民たみに大被ひ害がいが出ていたところでした。とにかく、彼女達には見境がありません……わかりますね？　仁様……」

「ああ、わかってる。英雄として捨て置けないな！　瑠奈＝アルトゥール……お前達はこの僕が倒たおす！」

　そんな決意を漲みなぎらせる仁に、エレインと名乗る少女は嗤った。

　どこまでも、昏く、冷たく、闇やみそのもののように嗤うのであった。

「……期待……していますわ。我が愛しき王様……」

　人を操あやつるのは直接的な魔ま法ほうだけではない。欲望、虚きよ栄えい、反骨……人の心の奥底に潜ひそむ闇を、様々な手て管くだで支配する……それもまた人心掌しよう握あくの術。

　それを息を吸うようにやってのけるエレイン──もとい、モルガン＝ル＝フェイ。

　彼女こそまさしく、伝説に語られる魔女そのものであった。




　そんな仁とモルガンのやり取りを遠目に。

「うまくいったようだね、零華……我が《王キング》」

　突とつ然ぜん、背後から話しかけられた月読零華が、振ふり返る。

　そこには、草臥くたびれた甲かつ冑ちゆうやサーコートに身を包む一人の《騎士ジヤツク》がいた。

　冴さえない風ふう貌ぼうの中年男性騎き士しだ。茶目っ気に溢あふれた愛あい嬌きようある相貌ではあるが、終電帰りのサラリーマンの中に交じっても違い和わ感かんない雰囲気である。

　時代こそ違うが、煙草たばこや缶かんコーヒーが似合いそう……そんな《騎士ジヤツク》であった。

「不服そうだね。やはり、あのような魔女に踊おどらされるのは不満かい？」

「そんなことはないさ、ディナダン卿きよう。私が望んだことだ」

　すると、零華はフードの下で薄ら寒く嗤って、そう返した。

　ディナダン卿──円えん卓たくの席番外。

　通常、《王キング》が召しよう喚かんする《騎士ジヤツク》は、アーサー王の第一席と、危難の席である第十三席を除く、第二席から第十二席……〝円卓に選ばれた上位十一名の騎士〟から選ばれる。

　ディナダン卿は、確かに円卓の騎士の一員だが……円卓には選ばれていない。

　いわば、彼は、その他大勢の平騎士の一人に過ぎないのだ。

　そんなディナダン卿が《騎士ジヤツク》として召喚されている……このアーサー王継けい承しよう戦のルールからすれば、真に奇き妙みような現象だ。

　だが、そんな奇妙さを当然のように受け入れている零華が、淡たん々たんと言葉を続ける。

「私には為なすべきことがある。今は雌し伏ふくの時。こういうのは慣れている」

「はぁ……慣れている、ねぇ」

　すると、騎士──ディナダン卿は、溜ため息いきを吐ついた。

「君は、本当に相変わらずだねぇ。でも……僕は、君にこういうこと、あまりやって欲しくはないんだけどねぇ？　もっと肩かたの力抜ぬいて、楽しく生きて欲しいっていうか？」

「ふん、余計なお世話だ。そもそも、今の貴方は、私の《騎士ジヤツク》だろう？　少しは私の手伝いもして欲しいのだがな。少しは戦せん闘とう参加も……」

　そう言いかけて、零華がディナダン卿を鋭するどく睨にらむが……ふと何かに気付いたように視線を外し、控ひかえめに言葉を続けた。

「……それともなんだ？　やはり、貴方は、私には力を貸せぬか？」

「いやいやいやいや？　別にそんなことないよ？」

　すると、おどけたようにディナダン卿は返した。

「ただなぁ。ぶっちゃけ、僕って元々そんな強い騎士じゃないしなぁ。僕じゃトリちゃんの足引っ張っちゃうし？　君のように不ふ意い討うちとかも得意じゃないし？　あっはっは、歌ったり、誰かを笑わせたりするのは大得意だったんだけどね！」
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「……そうだったな……貴方あなたはそうだった……」

　それっきり、零華は押し黙だまってしまうのであった。

「ははは、あまり気に病やまないでくれよ、零華」

　どこか沈ちん痛つうな表情をする零華の肩を、ディナダン卿は笑いながら叩たたいた。

「君は信じてくれないかもだけどね！　僕は案外、君に呼ばれて嬉うれしいんだぜ？」

「…………」

「君が一体、この世界で何を為すのか……何を残すのか……是非、見届けさせてもらうよ……多分、僕はそのために、ここに呼ばれたんだろうね」

　何やら、意味深で生暖かい視線で。

　そして、おどけながらもどこか思し慮りよ深い瞳ひとみで。

　ディナダン卿はまるで、父が実の娘むすめを見守るかのように、零華を見つめるのであった。




　今宵こよい、様々な思おも惑わくが、一いつ斉せいに動き始めていた──








第二章　星の下で









　凜りん太た朗ろうが退院した次の日──週末の正午。

「さて！　皆みんな、飲み物は持った!?」

　瑠る奈な達の拠きよ点てんログレス邸ていの庭園に、瑠奈の楽しげな声が上がっていた。

　その庭園は、凜太朗が魔法で召喚したお手伝い妖精ブラウニー達が、日々、せっせと維い持じ・手入れをしているイングリッシュ式ガーデンだ。色とりどりの草花を配分した花か壇だんや、様々な形に刈かり込んだ低木が幾き何か学がく的に配置されている本格派である。

　そんな贅ぜい沢たくな庭園に配置されている噴ふん水すい池付近の広場に、バーベキューコンロ・グリルが組まれ、その中で火のついた備びん長ちよう炭たんが、ぱちぱちと音を立て、赤々と燃えている。

　コンロにかけられた金かな網あみの上には、各種、肉やら野菜、魚ぎよ介かいやらが並び、燃焼する炭の熱に炙あぶられて、香こうばしい匂いと煙けむりを立てていた。

「じゃあ、凜太朗の快復・退院を祝いましてぇ～～っ！　乾かん杯ぱい～っ！」

「「「「「乾杯～～っ！」」」」」

　瑠奈の音おん頭どで、バーベキューを囲む面々……ケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿、エマらログレス邸の住人と、特別ゲストの那な雪ゆきが、飲み物の入ったコップを掲かかげた。

　こうして、瑠奈が急きゆう遽きよ企き画かくしたパーティーは始まるのであった。

「ふふーんっ！　見よ、この圧あつ倒とう的バーベキューッ！　お肉や飲み物はたっくさんあるんだから！　今日は、皆で飲んで食べて騒さわいで、思いっきり羽を伸のばすわよっ！」

　瑠奈が、足あし下もとに何個も置いてあるクーラーボックスを、こんこんと蹴ける。

　氷水と共に大量のジュース缶やペットボトルが冷やされているボックスや、牡か蠣きや蟹かに、高級肉などが冷やされているボックス……様々なボックスが目白押しであった。

「す、凄すごい！　お肉ですわっ！　お肉がこんなに!?　お肉なんて高級品、食するのは何日ぶりでしょうか!?」

「王よ！　これはチャンスです！　たんとお召めし上がりくださいませ！　ここで栄養を補給しておくのです！」

　フェリシアとガウェイン卿が、震ふるえて感かん涙るい……そんな涙なみだを禁じ得ない光景を前に。

「しかし……このタイミングで宴えん会かいとは。随ずい分ぶんと思い切ったことをしますね、瑠奈」

「まあね？」

　ケイ卿の言葉に、瑠奈はパイプ椅い子すに足を交差させてふんぞり返り、ぶどうジュースのグラスを片手に応じていた。

「私が《王キング》として旗はた揚あげして以来、なんだかんだで戦いずくめだったからね……凜太朗には、随分と負担をかけさせちゃったし」

「そうですね。彼がいなければ、私達は数々の戦いを乗り越こえられませんでした」

「それにね、実は今日は、凜太朗の……」

　と、瑠奈が何かを言いかけて、さっと口を噤つぐんで……

「と、とにかく、凜太朗を労ねぎらう意味でね！　家臣の慰い労ろうは王の務めだもん。フェリシア、ガウェイン卿、エマと、最近、私の家臣も増えたことだしー？　より一層、我が陣じん営えいの友情と団結を深めるには丁度良い機会だわ」

　どうやら瑠奈の中では、同じ《王キング》であるフェリシアも家臣扱あつかいらしかった。

「──と、言うわけで！　凜太朗、この心優しい王に感謝しまくりなさいよ!?　貴方のために開いた宴会なんだからね！」

　そう言って、腰こしに手を当て、凜太朗を振り返り、びっ！　と指をさす。

「それに見なさい、この私達の服を！」

　わざとらしい悩のう殺さつポーズを決めてみせる瑠奈。

　今の瑠奈とケイ卿の服は、なぜか、肌はだの露ろ出しゆつが多いセーラー水着であった。

「ふっ……貴方のために出血多量大サービスよ！　あっははは！　男ってこういうのがいいんでしょ!?　ほら、喜べよ！」

　どこまでも尊大な態度の瑠奈。

「え？　服？　なんのことですか？　私はいつも通りですよ？」

　ちなみにケイ卿は遠い目で現実逃とう避ひをしていた。

　とはいえ、衣い装しようのチョイスが少々アレだが、美少女二人の艶あで姿すがたである。

「うっわぁー、嬉しいなぁー」

　だが、凜太朗は半眼で、投げやりだった。

「俺を祝って労う宴会なのに、バーベキューセットやら食材やら、全部、俺の自腹で買わされて、あまつさえ、俺に宴会の準備を一から全部させてくれて本当に嬉しいなー」

　凜太朗は大きなバーベキューコンロの脇わきにある空気窓から、内部の炭をパタパタうちわで扇あおいでいた。

「でしょでしょ!?　男の子ってそーゆーの好きだもんね！」

「思いっきり皮肉だ、バカ野や郎ろう！」

　凜太朗は、未使用の炭が詰つまった段ボールから、炭を一本摑つかみ、瑠奈へ投げつける。

　瑠奈はいかにも小生意気な顔で、それをひょいっとかわすのであった。

「何から何まで俺任せで……俺のための宴会ってんなら、少しはお前が準備しろよ!?」

「何よ!?　女の子に火の世話をさせるつもり!?　もし、火の粉でこの珠たま肌はだが火傷やけどしたらどう責任とってくれるわけ!?　そーゆーのって男の子の役割でしょ!?」

「そ、そうかもしれんが！　つーか、そんなアホな格好してるお前が悪いんだろ!?」

　凜太朗が苛いら立だたしげに、食材の詰まったクーラーボックスを指差す。

「それをさっ引いても、なんだコレ!?　神こう戸べ牛!?　岩牡蠣!?　蟹!?　松まつ茸たけ!?　バッカじゃねーの!?　この宴会でいくら飛んだと思ってんだ!?　ただでさえ、台所事情が厳しいってのに、一体、何やってんだ!?」

「はぁ～～……懐なつかしいなぁ。我が不ふ肖しようの義弟アーサーもことあるごとに、こうして派手に宴会を開いて散財して……国務大臣の私がどれだけやりくりに苦労したことか……」

　凜太朗の叫さけびに、ケイ卿がどこか遠い目でしみじみとぼやくのであった。

「ふふーんっ！　いいのよっ！　どーせ、私は王になるんだからっ！　さぁ、つべこべ言わずに、どんどん焼きなさい！　どんどん！」

「肉焼くのも、俺の役なんだもんなぁ……慰労ってなんだっけ？」

　そんな凜太朗の目の前で、瑠奈がフォークで焼きたての肉をさらっていく。

「あああああああんっ♪　このお肉、美味おいしぃ～～っ！　さすが、グラム３万円の肉は違ちがうわ～っ！　口の中でとろけるぅうううう～～ッ!?」

「さ、３万!?　お前なぁあああああああああああーーッ!?」

　想像を絶する狂きよう気きの散財ぶりに、凜太朗は最も早はや、天に向かって吠ほえるしかない。

　怖こわい。この狂気の宴うたげの後、レシートを見るのが本気で怖い。これほどの恐きよう怖ふは、ランスロット卿きようやラモラック卿と対たい峙じしたときにも感じたことはなかった。

「もう諦あきらめましょう、凜太朗。こうなった以上、仕方ありません」

　ケイ卿が、青ざめる凜太朗を慰なぐさめる。

「色々問題があるとはいえ、せっかくの貴方の快復祝いです。楽しまないと損ですよ」

「……はぁ……そうだな……いつまでもグチグチ言っても仕方ねえ……」

　凜太朗はトングを使って、金網の上に長ネギを並べて仕切りを作りながら言った。

「あ、フェリシア、ガウェイン。お前らの肉はそっち側な。お前らはグラム50円の安肉だから。ははは、好きなだけ食っていいぞ」

「酷ひどいですわ!?」

「酷いな、君は!?」

　ぎゃーぎゃーわーわー騒ぎ始める哀あわれなフェリシアとガウェイン卿であった。

　そして、そんな賑にぎやかな宴は進む──

「ちょ!?　フェリシア！　その肉は、私が育てていた肉よ!?　返しなさいっ！」

「ふんっ！　ですわ！　わたくしが丹たん念ねんに作っていた焼きジャガを、横から掠かすめ取る手て癖くせの悪い娘は、どこのどなたでしたかしら!?」

「な、何よ!?　別にいいじゃない、焼きジャガくらい!?　ていうか、他ほかにも食べるべき高級食材がたくさんあるでしょ!?　そんな安物ごとき──」

「ジャガ芋いもは高級食材ですわぁあああああーーッ！　我がフェルラルド家にとっては！　バカにしないでくださいましッ！」

　金網の上で、トングを交差させて、ぐぎぎと睨にらみ合う瑠奈とフェリシア。

「おやめください、王よ！　めり込む勢いで墓ぼ穴けつを掘ほってますよ!?」

　それを、あたふたと宥なだめるガウェイン卿。

　そのバーベキューコンロを挟はさんで対面では、ケイ卿がエマへ愚ぐ痴ちって絡からんでいる。

「ぐすっ……ひっく……義弟アーサーったら酷いんですよぉ～……」

「は、はぁ……」

　どうやら、クーラーボックスの飲み物の中に、チューハイが交ざっていたらしい。

　缶かんを片手にくだを巻くケイ卿の顔はすでに真っ赤で、呂ろ律れつが怪あやしかった。

「あの愚ぐ弟ていにはぁ、兵へい站たんって概がい念ねんがまるでなくてぇ～ひっく、私がなんとかぎりぎりで資金をやりくりしてたのにぃ……ぐすっ！　〝こんなに激しい会戦をしても、兵站に過不足ないなんて、我が国にはまだまだ余よ裕ゆうがあるね！　宴会だ！〟ってぇ～～っ!?」

「そ、それは……大変でしたね、ケイ卿……」

　そんなケイ卿を前に、エマは曖あい昧まいに笑うしかなかった。

（カオスなことになってきやがったなぁ……）

　そんな一同の様子を、凜太朗は心を無にして眺ながめながら、淡たん々たんと食材を焼き続ける。

　なにせ、凜太朗が焼いた端はしから、食材は瑠奈達の胃い袋ぶくろの中へと消えるのだ。

　凜太朗が食べる暇ひまなどまったくなかった。

（……えーと、これ、わりとマジで誰だれが主しゆ賓ひんの宴会だっけ？）

　トングで金かな網あみの上に並ぶ肉を裏返しながら、凜太朗が根本的な疑問に行き着いた……その時だった。

　ぴと。炭の火の熱で火ほ照てっていた凜太朗の頰ほおに、不意に冷たい感かん触しよく。

　思わず凜太朗が視線を横よこ滑すべりさせれば……

「お疲つかれ様、凜太朗君」

　隣となりに那雪がいた。切った野菜を入れたボウルを片手に持っている。

　そして、どこか悪戯いたずらっぽい表情で、良く冷えたコーラの缶を凜太朗の頰に当てていた。

「今、追加のお野菜切ってきたの。……代わろうか？」

「いいのか？　じゃ、頼たのむわ。このままじゃ、俺の復帰祝いの宴会なのに、俺が自腹を切って、しかも何も食えないっていうアホ過ぎる事態になりそうだからな……」

　凜太朗が首にかけたタオルで汗あせを拭ぬぐい、溜ため息いき混じりに、トングを那雪へ渡わたした。

「あはは、それにしても、凜太朗君がバーベキュー奉ぶ行ぎようだとは思わなかったな」

「……ただの消去法だ。あの連中がそんなことやるように思えるか？　唯ゆい一いつやってくれそうなエマは、ケイ卿に絡まれて身動きとれないし……」

　凜太朗はコーラ缶のプルタブを起こす。

　ぷしっ！　炭酸が抜ぬける音が響ひびき、凜太朗はコーラを一気に喉のど奥へと流し込む。

　からからに渇かわいた喉に、痺しびれるように染しみ渡っていった。

「ふぅ～」

　傍かたわらに設置されたパラソルの下のパイプ椅子に腰こし掛かけ、凜太朗は一息を吐ついた。

　コーラを飲みながら、大はしゃぎをしている連中を半眼で眺める。

「……楽しい？　凜太朗君」

　すると、那雪が金網の上で食材を焼きながら、そう聞いてくる。

「やれやれ。そう見えるか？」

　凜太朗は何かを誤ご魔ま化かすように、コーラをぐいっとあおった。

「くすくす……凜太朗君は、本当に素す直なおじゃないなぁ」

　対する那雪は、どこか訳知り顔で含ふくむように微笑ほほえむだけだ。

「む……」

　そんな那雪の様子が、何か面おも白しろくない凜太朗が顔をしかめる。

　すると。

「ねぇねぇ、凜太朗君は……瑠奈さんのこと、どう思う？」

　不意に、そんな質問が那雪の口を突ついて出てきた。

「……？」

「凜太朗君が倒たおれちゃった時……瑠奈さん、本当に凜太朗君のこと心配してたんだよ？　学校休んで付きっきりで看病するって言い出すくらいに」

「……とても、そうは見えねえな」

　瑠奈とフェリシアが、トングで激しく斬きり結んでいる様を半眼で見やる。

「ああ見えて、瑠奈さんは、結構、凜太朗君のことを大切に思ってるんだよ」

　そして、那雪は凜太朗の顔を、横から悪戯っぽく覗のぞき込んでくる。

「ね？　ね？　凜太朗君はどうなのかな？　瑠奈さんのこと。どう思ってるの？」

「…………」

　なんとなく、凜太朗は押し黙だまっていた。

　相手のこと、どう思っているの？　別に、さほど不自然な質問ではない。

　この年代の少年少女ならば、特に珍めずらしくもない、定番の話題だ。

　それが少々、那雪という少女のキャラクターからはズレてはいるが……別に、その質問自体はおかしくない。そんな質問が来る程度には、学園では瑠奈と一いつ緒しよに過ごす時間が長いことを、凜太朗は自覚していた。

　だから、疑問に思ったのは、もっと別の深いところだ。

「那雪ってさ、出会った当初から、俺と瑠奈の仲を気にしていたな。……なんでだ？」

「え？」

　それは聞いてはいけないことだったのか。

　不意に、肉を焼いている那雪の手が止まった。

「それに……どっちかっていうと、お前は瑠奈より俺のことを、特に気にかけてくれているように思える。……なんでだ？　俺とお前ってどっかで会ったことあったっけ？」

「そ、それは……」

　なぜか、那雪が口ごもりかけた、その時だった。

　たたた、と。一人の小こ柄がらな少女が、小走りで凜太朗の元へと駆かけ寄ってきていた。

　美しい白金髪プラチナブロンドが特とく徴ちよう的なその少女は、エマであった。

「あ、先せん輩ぱい達、お疲れ様です！」

　エマがピシッと、凜太朗と那雪へ敬礼をする。

「す、すみません、今まで全部、先輩達に任せてしまっていて……その……ケイ卿に捕つかまってて、中々抜け出せなくて……」

　エマが苦笑いで振ふり返る。

　その先には、ケイ卿が庭の樹木に抱だきついて眠ねむっていた。

（あいつ……）

　後で撮さつ影えいしてやろうと心に決め、凜太朗が肩かたを竦すくめて応じる。

「別に構わねえよ。メシくらいでガタガタ言うほど器うつわ小さくねーし」

「あはは、本当にすみません、師し匠しよう……あっ、そうだ！　今から、私が師匠の食べるお肉を焼いてさしあげますね！」

　すると、エマがそんな提案をする。もし、エマに尻尾しつぽが生えていたなら、さぞかし左右にパタパタ揺ゆれていただろう……そんな表情だ。

「お？　やってくれるか？　なら頼むぜ。はは、さすがに腹も減ってきたところでな」

「はい！　お任せください、師匠！」

　途と端たん、表情を、ぱぁっと明るくするエマ。

「というわけで、那雪先輩、私が代わります。よろしいですか？」

「あ、うん……いいよ、どうぞ、エマさん」

　那雪は、美味おいしそうに焼けた肉がたくさん盛られた皿を、さっと後ろ手に隠かくしながら、曖昧に笑った。

「ん？　那雪、どうした？　今隠したのなんだ？」

「え？　えーと……なんでもないよ！　これは、私が食べる分、かな。あはは……」

「そっか。何か、やけに量が多かったが……お前って、わりと健けん啖たん家かなんだな」

「もう、女の子だってしっかり食べる子は食べるの。あまり失礼なこと言っちゃ駄だ目めだよ凜太朗君」

「そ、そっか、悪かったな」

　いつも通りニコニコする那雪に、肩を竦める凜太朗。

「さ、エマさん。凜太朗君に、お肉焼いてあげて。……美味しくね」

「はいっ！　お任せください！　師匠、焼き加減は何が良いですか？」

「あー、無難にミディアムで」

　こうして、エマは凜太朗の食べる分の肉を、次々と手て際ぎわ良く焼いていく。

「ふふっ、師匠、どうですか？　焼き加減は」

「ああ、完かん璧ぺきだ。さすがに美味うめぇな……醬しよう油ゆと大根おろしがたまらん」

　エマが甲か斐い甲が斐いしく給仕する肉を、食べていく凜太朗。

「…………」

　那雪が、そんなエマと凜太朗の仲なか睦むつまじい様子を眺めていると──

「ふっ！　そう来ると思っていたわ、エマッ！」

　どんっ！　そんな幻げん聴ちようと共に、瑠奈が仁に王おう立だちで二人の前に現れていた。

「げ……瑠奈……」

「ここぞとばかりに、凜太朗に甲斐甲斐しく肉を焼いてあげて、尽つくして、点数を稼かせごうとする……まったく浅ましいったらないわね、このメイドの分際が！」

「そ、そんなこと……ッ！　わ、私は別に……ッ！」

　あまりにもあんまりな言いがかりに、さしものエマも色めき立つ。

「ふん！　無駄よ、無駄無駄！　私と凜太朗は、王と家臣よ！　たかが使用人が粉をかけたところで、この主従の絆きずなは破れないわ！　それを今から証明してあげる！」

　ばっ！　瑠奈が抱かかえていた大皿を頭上に掲かかげる。

「見なさい！　これを！」

　それは、大きな円えん錐すい状の何かが、アルミホイルに包まれたものだ。

（そう言えば、そんなものがバーベキューコンロの金網の隅すみの方に、どでんとのっていたなぁ……嫌いやな予感がしたから、あえて触ふれなかったが）

　と、凜太朗は半眼で思い出す。

「今日は、私が凜太朗へ贈る、凜太朗の慰い労ろう宴えん会かいよ！　それゆえに、王たる私じきじきに焼いてあげた至高の一品を凜太朗に食べさせてあげるわ！　さぁ、刮かつ目もくしなさい！」

　自信満々にそう言って。

　瑠奈は、その円錐状の何かを包んでいるアルミホイルをべりべりと剝はがした。

　その中から現れたのは──

「〝マグロのカブト焼き〟よ！」

「「重ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」」

　どんっ！　登場した巨きよ大だいなマグロの頭に、凜太朗とエマが目を剝むいた。

「ふっ！　驚おどろいたようね！　店で食べれば予約必ひつ須すの高級料理！　その味は絶品（って、聞いた）！　どう!?　参った!?」

「いや、美味いってのは知ってるがな!?　ただ、なんていうか──……」

　マグロのピンポン球のような目と、凜太朗の目が合ってしまう。

　その料理の外見は……マグロの首を何の加工もなく、一個まるごと使うその見た目は……もう何の弁護もしようもなく、グロかった。

「お前のチョイスはどうしてこう、いつもグロ系なんだよ!?　しかも、これ！　なんか焦こげ臭くさくねーか!?　つーか、思いっきし失敗してんじゃねーか!?」

「うるさいわね、いいから食べなさい！　全部！　せっかく私が作ってあげたのよ!?」

「ええいっ！　食ってられるかぁああああああーーッ！」

　マグロのカブト焼きの名めい誉よのためにここで明記するが、ちゃんとしたプロがきちんと料理したものは、絶品なのであしからず。

　そんなこんなで、マグロの頭を掲げた瑠奈と、逃にげる凜太朗の追いかけっこが始まる。

「し、師匠！　そんな瑠奈先輩の失敗作より、私の焼いたお肉の方がいいですよね！」

　そこへエマも加わって、ますますてんやわんやになっていく。

　そんな凜太朗の姿を……

「ふふっ……」

　那雪は、暖かく微笑みながら見つめていた。

　ほんの少しだけ、寂さびしさを彩いろどらせながら、それでもどこまでも暖かく、慈いつくしむように凜太朗を見つめ続けるのであった。




　──宴うたげは続く。

　やがて、バーベキューは大おお騒さわぎのうちに、皆みな、お腹なか一いつ杯ぱいとなり終しゆう了りよう。

　火の始末と後片付けをした後は、ログレス邸ていの居間リビング・ルームに、皆みんなで集合し、レクリエーション大会が開かい催さいされる。

　まずは、パーティー系テレビゲームの定番『ドポカン』。最終的に総資産が多いプレイヤーが勝者となる、友情破は壊かいゲームと名高き、名作すごろくＲＰＧだ。

　大画面の液えき晶しようテレビに、二、三世代前のゲーム機を繫つなぎ、皆一同、雁がん首くび揃そろえてコントローラーを握にぎりしめて、テレビの前に並んで……

「だぁあああああーーッ!?　また、瑠奈に殺されたぁああああああああーーッ!?」

「あっはははははははーーッ！　凜太朗のキャラ、ざっこぉおおおおーーっ！」

　凜太朗が頭を抱え、瑠奈が高笑いする。

「うぅ……貧びん乏ぼう……ッ！　なんで、わたくし、ゲームでも貧乏なんですの!?　お金……お金が欲ほしい……ッ！　何もアイテム買えない……ッ！」

「フェリシア！　我が王よ！　御おん身みの元へモンスターが迫せまってます！　この僕が助けに──げっ!?　あっさり負けた!?　ナイト失格ぅ!?」

　フェリシアが涙なみだ目めで震ふるえており、ガウェイン卿きようにはまったく良いところがない。

「ねぇ……私のキャラ、どうしてこんなネタ装備しか集まらないんですか？　ねぇ？」

　画面上のケイ卿のキャラはなぜか、バニーガールのコスプレになっており……

「くそっ！　瑠奈ッ！　てめぇ、プレイヤーキルもいい加減にしろ!?　完全に俺ばっか狙ねらい討うちしやがって!?」

「ふっ！　負け犬乙おつ！　さぁて、負け犬の凜太朗から何をはぎ取ろうかしら？　装備？　お金？　やっぱ、家臣の物は王の物、王の物は王の物──」

　瑠奈が画面上のカーソルを動かして、凜太朗のアイテムを物色していた、その時だ。

「……『マグマファイア』」（ぽちっ）

　どーん！

　《エマ　の　マグマファイア！》

　《ルナ　に　８６５　の　ダメージ！　ルナ　は　死んだ！》

「ぁああああああああああーーッ!?　エマ、貴女あなた、何すんのよ!?」

「うふふ、フィールド魔ま法ほうって気持ちいいですね♪　一方的に嬲なぶれるところとか♪」

「お、おい、エマ……？　お前、何か様子が……？」

「うふふ……私、これから皆さんを皆殺しにしてさしあげますね……♪」

「エマ、帰って来いぃいいいいいいいーーッ!?」

「うふふ、『マグマファイア』。『マグマファイア』。『マグマファイア』……」

「ぎゃーーーーーーッ!?」

「嫌ぁああああああああああああああああああーーッ!?」

　混こん沌とん色に目を渦うず巻まかせるエマが、何かに目覚めてしまったり。

「クソがッ!?　お前ら、絶対に許さねえからなぁあああああーーッ!?」

「あはは、凜太朗君、これはゲームなんだから落ち着いて……あ、また特とく殊しゆイベントで、50万Ｇもらっちゃった……なんか悪いな……」

　リアルファイト勃ぼつ発ぱつ寸前の横で、那雪がちゃっかり成績を伸のばしたりしていた。




　──テレビゲームに飽あきれば、今度はＴＲＰＧだ。

　瑠奈が提案したのは、人類に仇あだを為なす神話生物との戦いを描えがく、ホラー系ＴＲＰＧである。さっそく皆でキャラクターシートを作って……

「──まだだっ！　俺の回かい避ひは80％もあるッ！　回避できずとも、最悪、最大ダメージさえツモらなければ生き残れる……ッ！　ええい、ダイスロール！」

　>>>ダイス目：１００（致ち命めい的てき失敗）

「げぇええええええーーッ!?　ナンデ!?」

「えーと……凜太朗君は《回避失敗》です……その……最大ダメージです……」

「ぷぎゃーっ！　凜太朗、逝いったぁあああああああああああーーッ！」

　ゲームキーパーの那雪が申し訳なさそうに処理を発表し、ルナが腹を抱えて笑い、凜太朗が震えながら、自分のキャラシートを握り潰つぶす。

「何!?　凜太朗ったら、あんなせせっこましくルールの穴を突ついて、マンチキャラ作っておいて、こんなにあっさり死んじゃうわけ!?　プーッ！　クスクスッ！」

「うるせえ！　お前も早く回避ダイス振ふれよ!?　言っとくけど、お前だって、即そく死し射程圏けん内ないだからな!?」

「ふっ！　バカね！　それ確率的に幾いくつだと思ってんのよ!?　いいわ、ダイスの振り方のお手本ってのを見せてやるわ！　ダイスロール！」

　>>>ダイス目：１００（致命的失敗）

「ぶぅううううううううううーーッ!?　私も即死!?」

「ぎゃーーっはははははははっ!?　ざまあねえな、王様よぉおおおおーーッ!?」

「うるさいわね！　貴方あなただって死んでるでしょ!?　人のことを──」

「馬ば鹿かめッ！　甘いな瑠奈！　おい、エマ、出番だ！　頼たのんだぜ!?」

「はい！　師し匠しよう、わかってます！　師匠に《応急手当》です！　ダイスロール！」

「ああああああーーっ!?　ずっる！　貴方、自分だけ助かる気!?」

「そうだっ！　これで俺のＨＰは回復！　はははっ！　死ぬのはお前だけだ、瑠──」

　>>>ダイス目：１００（致命的失敗）

「──ナンデだぁああああああああああああーーッ!?」

「ぎゃはははははははーーっ！　死体蹴けり乙ぅうううううーーッ！」

「す、すみません！　すみません、師匠～～ッ！」

　ダイス芸人な、凜太朗、瑠奈、エマ。

「……えーと……これ、もう詰つんでません？」

「まだ、シナリオ序じよ盤ばんで二人も落ちましたからね……」

　模も範はんプレイヤーのフェリシアとガウェイン卿が呆あきれ顔がおで──

「そ、そんなことより、誰だれか早く私のキャラを助けてくださいませんか？　さっきから触しよく手しゆに捕つかまって身動きが取れなくて……なんか、もう服がボロボロに溶とけてきてますし……何度ダイス振っても抜ぬけ出せませんし……このような辱はずかしめ……くっ、殺せ！」

　──ＴＲＰＧでも、いつも通りなケイ卿なのであった。




　それからも、瑠奈達は、時間を忘れて遊び倒たおした。

　ポテチやジュースを片手に、ボードゲームにカードゲーム。

　邸てい内ないの遊戯室プレイ・ルームに設置されてあった、カラオケやビリヤード、ダーツ、麻雀マージヤンまで。

　とにかく、色んなゲームで遊びまくった。

「……あ、これ、もう上がってるみたい。えーと……これ、何点かなぁ？　まだ、麻雀の点数計算は、よくわからなくて……」

「ぶーーーーーッ!?　天テン和ホウ!?　うっそだろ!?」

「那雪、貴女、何者なのよ!?」

「え？　……え？　何？　これ、すごいの？」

「おい、瑠奈……お前、どうすんの？　これ脱だつ衣い麻雀なんだろ？　俺はまだ、なんとか浮ういてるが……お前、今ので完全に飛んだろ？」

「ぐぬぬーーっ！　女に二言はないわ！　脱ぬいでやろうじゃないの！　いざ──」

「おやめください！　貴女、もう下着姿なんですよ!?　これ以上は色々ぉ──ッ!?」

　皆、夢中でゲームをし、その勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうして。

　時間は飛ぶように流れていき──

　そして──




「あはは……流石さすがに疲つかれちゃったね……」

　ようやく落ち着いた一同が、談話室ラウンジに集つどっていた。

　皆でソファーに身を預けて、ぐったりと休んでいた。

「はぁ～～……なんか、ノリと勢いのまま、一生分遊び倒したような気がしますわ」

「ふっ……確かに、そうですね、フェリシア」

　フェリシアの呆れたような言葉に、ガウェイン卿が苦笑いで応じる。

「ふふん！　慰い労ろうは大成功ね！　皆、この私に感謝しなさいよ!?」

「これが慰労かと言えば、また微び妙みようですが……滅め茶ちや苦く茶ちや疲れましたし……」

　まだ元気が有り余っていそうな瑠奈が得意げに胸を張り、ケイ卿が疲れたように溜ため息いきを吐ついた。

「もうすぐ、日付が変わりますわね……」

「本当に、明日が休日で良かったわ」

　フェリシアが壁かべの柱時計を見ながら呟つぶやき、瑠奈が頷うなずいていると。

「えーと……私、本当に、今日はこの屋や敷しきに泊とまっていいのかな……？」

　那雪が、おずおずとそんなことを聞いてくる。

「もちろん！　こんな時間から帰ったら遅おそくなるし、この屋敷、部屋は無む駄だに有り余っているし！　遠えん慮りよなく泊まっていってちょうだい！」

　現在、このログレス邸には、瑠奈、凜太朗、ケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿、エマが、共同生活をしている。

　宿しゆく泊はくする人が一人くらい増えたところで、まったくどうということはないのだ。

「ありがとう、瑠奈さん。じゃあ、今夜はお言葉に甘えちゃうね」

　改めての瑠奈の許可に、那雪は嬉うれしそうに微笑ほほえむのであった。

「それにしても……何か小腹が空すいてきたわね」

　そして、ふと瑠奈がそんなことを言い始める。

「はぁ～……貴女という方は……昼間、あんなに散々食べたというのに……と、言いたいところですけど、確かに少しお腹なかが減ってきましたわ」

　あの飲めや食えやのバーベキューが行われたのは正午だ。

　あれから、ポテチなどのお菓か子しを少しずつ摘つまんではいたものの、この深夜までぶっ続けで激しく遊び続けていたのである。正式な夕食は摂とってない。

　これでは、多少の小腹も空いてくるというものだ。

「とはいえ……さすがにがっつり食べる気は起こりませんが……」

「そうね、何か軽い物があるといいんだけど……」

　フェリシアと瑠奈がそんなことを言い合っていると。

「あ、フェリシアさん、瑠奈先せん輩ぱい。そういうことでしたら、私、何か作りましょうか？」

　エマがそんなことを提案する。

「確か、パスタがあったはずです。冷蔵庫に食材もまだ残ってますし……さっぱり食べられる、サラダスパゲッティなんてどうですか？」

「あ、いいわね、それ！　さすが、我がメイド！　早さつ速そく、頼めるかしら？」

「はい、任せてください。……でも、そのメイドというのはやめて欲しいんですが……」

　そんなことをぼやいて、曖あい昧まいに笑いながら、エマは厨房キツチンへと向かった。

「凜太朗！　サラダスパゲッティだって！　貴方もそれで良いわよね!?」

　そして、瑠奈が振り返る。

「あ、あれ？　凜太朗？」

　だが、そこにいると思っていた凜太朗の姿は、いつの間にかいなかった。




　──月の無い夜であった。

　しんと冷えた風に、夜の匂においが漂ただよっている。

　見上げれば、天頂全すべてを覆おおう黒天鵞絨ビロードに、まぶした銀砂のような星々。

　空に向かって落ちていくような大パノラマの星空。

　夜特有の肌はだ寒ざむい寒気が、じんわりと火ほ照てる身体からだから熱を奪うばい、肌を痺しびれさせていく。

　ここは、ログレス邸ていの屋根の上。

　緩ゆるやかに傾けい斜しやする屋根の上に、凜太朗は頭の後ろで手を組み、足を交差させ、仰あお向むけに寝ねそべっている。

「…………」

　そして、何をするでもなく、ぼんやりと夜空を見上げていた。

（わからんもんだな……この俺が、こんな風に誰かと一いつ緒しよにいるなんてな……）

　今日一日を、振り返れば振り返るほど、この今の状じよう況きようが信じられない。

　だが、決してそれは悪い気分ではなくて……ただただ、戸と惑まどいの気持ちが強かった。

（今までの俺は──……）

　ふと、凜太朗は星を見るのをやめ、目を閉じる。

　瞼まぶたの裏側に浮かんでくる光景は、昔の自分だ。




　──同じ人間なのに、俺とお前で、なんでこんなに差があるんだよ!?

　──化け物め。お前は俺達と違ちがう存在だ。人間じゃない。

　──貴方なんか……貴方なんか産まなきゃ良かった……ッ！




　誰からも嫉そねまれ、疎うとまれ、恐おそれられ、拒きよ絶ぜつされて。

　ずっと、ずっと、ひとりぼっちだった自分。

　ひとりぼっちだったがゆえに、こんな世界など必要ないと、捻ひねくれ続けた自分。

　だから自分は、こんな世界など、こっちから願い下げだと拒絶して。

　このクソ空くう虚きよでつまらない人生を、少しでも面おも白しろおかしく過ごそうと思って。

　自分のために、自分のためだけに、このアーサー王継けい承しよう戦へ参加したのだ。

　全て〝遊び〟だったのだ。

（そう、俺以外の連中は全部、駒こま。俺が面白おかしく遊ぶための駒。いっくらでも代用がきく消しよう耗もう品……それ以上でも、以下でもねえ……最初は間違いなくそうだった……）

　だが、今はどうだ？

　瑠奈、ケイ卿きよう、フェリシア、ガウェイン卿、エマ……

　まだ短い間だが、彼らと過ごしてきた日々を思う。

　共に潜くぐり抜けてきた戦いを思う。

　果たして、今でも彼らは、自分にとって都合の良い駒だろうか？　消耗品だろうか？

（色々、連中に含ふくむものはある。瑠奈は瑠奈だし、フェリシアは敵……ガウェインに至っては円えん卓たくを壊こわした立役者の一人……元々、何の思い入れも抱いだく必要のねえ連中だ）

　だが、それでも。

　瑠奈は瑠奈だし、フェリシアはあれでかなり義と情に厚い。ガウェイン卿も前世の行いを悔くいて、今世で志新たに頑がん張ばっている。

　自分はいざという時、私利私欲のために、そんな彼らを駒として使い潰つぶせるだろうか？

　使えなくなったらポイ捨てして、新しい駒にさっさと交こう換かんすることができるだろうか？

（できる……できるさ……ッ！）

　凜太朗は自分に言い聞かせるように、念じた。

（俺は、そう生きるって決めたんだッ！　この世界は、俺を必要としていないッ！　だったら、俺だってこんな世界、必要ねえんだ……ッ！　だったら──……）

　なぜ、こうも、今日一日のバカ騒さわぎの光景が、昂こう揚ようが、頭から離はなれないのか？

　そして、そんな光景の中心には、常に瑠奈の姿があって──

　瑠奈はいつだって、真夏の太陽のような笑顔を俺に向けている──

「くっそ、わからねえ……なんだ、このモヤッと感は……なんかすっきりしねえ」

　凜太朗は溜め息を吐くのであった。

（瑠奈＝アルトゥール。恐らくあいつが全ての元げん凶きようだ……あいつは一体、なんなんだ？）

　これほど意味不明でわけがわからない、つかみ所のない女は初めてであった。

　確かに、自分が瑠奈に興味を持ったのは否定しない。

　恐らく、瑠奈はアーサー王継承戦に参戦する全《王キング》で、随ずい一いちの破は天てん荒こうでアホな《王キング》。

　こんな《王キング》が、もしアーサー王を継承したら、一体、何をやらかしてくれるのか……それが気になったから、手を貸してやっているというのは事実だ。

　だが、それは結局、凜太朗の駒遊びの延長線上に過ぎない。

　結局、自分のために、瑠奈に力を貸してやっているだけに過ぎない。

（自分本位……いいじゃねえか、それで。俺は、あいつを駒として汚きたなく利用している……それの何が悪い？　今まで通りじゃねえか……なのに、何をこうグダってるんだ？）

　……答えが出ない。

　今、凜太朗の胸に去来する、不思議な感覚の正体が摑つかめない。

　その聡そう明めいさゆえに、世の中のありとあらゆることを理解して、斜しやに構えていた凜太朗にとって、こんなことは初めての経験であった。

「……ああ、クソ……」

　凜太朗が毒づきながら、溜め息を吐いていた……その時だった。

　凜太朗の下方にあるドーマーウィンドウが、かちゃりと静かに開く。

　すると、その窓の中から、一人の少女が身を乗り出して、屋根上に出てきた。

「ああ、なんだ、凜太朗……そこに居たんだ」

　瑠奈だ。

　瑠奈がドーマーの小屋根に手をかけ、寝そべる凜太朗を見上げていた。

「ねぇねぇ、そっち行っていい？」

「……勝手にしろ」

　今まで瑠奈のことばかり考えていたせいか、どうにも気まずい凜太朗は、ぶっきらぼうにそう応じる。

　すると、瑠奈は緩い傾斜の屋根をするすると登り、寝そべる凜太朗のすぐ隣となりにちょこんと腰こしを落ち着けるのであった。

「なーにしてたの？」

「……別に」

「そう」

　そんな素っ気ないやり取りをして。

　二人はしばらくの間、無言で空を眺ながめていた。

　ここは、第三エリア東とう端たんの高台。周囲に民家は疎まばらで、明かりは少ない。

　ゆえに吸い込まれそうな星空が夜よ闇やみに映はえる──

「……ねぇ、凜太朗。今日は楽しかった？」

「まあな」

　噓うそだ。

　正確には──今日も楽しかったのだ。

「あはは、良かった！　凜太朗がそう言ってくれるなら、私も頑張って、イベント企き画かくした甲か斐いがあったわね！」

　そんな凜太朗の心中など露つゆ知しらず、瑠奈は朗ほがらかに笑った。

「あ、そうそう、凜太朗……そういえば、今日って貴方あなたの誕生日よね？」

「……？」

　唐とう突とつにそんなことを指し摘てきされ、凜太朗は首を傾かしげる。

「あれ？　俺、お前に俺の誕生日、教えたことあったっけ？」

「というわけで！　心優やさしい王たる私は、可愛かわいい家臣の貴方に、素す敵てきなプレゼントがあるってわけ！　感謝しなさいよ!?」

　瑠奈は凜太朗の質問には答えず、懐ふところから何かを取り出す。

　そして、それを凜太朗へと手て渡わたした。

「ん……？　これは……？」

　凜太朗は、それを頭上に掲かかげて、目を細める。

　サンザシの樹きで作られた、ケルト十字のペンダントだ。

　古来より、樹木を神聖視していたケルトのドルイド僧そう達。

　サンザシには、〝人と人との絆きずなをつなぐ強い力〟が秘ひめられているとされ、ケルト十字は〝尽つきることのない力〟を暗示する。

　これはつまり──

「ふっ！　私の手作り！　友情と絆のお守りよ、凜太朗。たとえ、二人が分かたれても、このペンダントがある限り、いつか必ずその人と再会できる……王が家臣へ贈おくるプレゼントとしては、最上級の名めい誉よでしょ？　嬉うれしい？」

「なーんか、首輪を付けられた気分だ……〝逃にがさん、お前だけは〟……みたいな？」

「ふっ、来る者は拒こばまず、去る者は地じ獄ごくの果てまで追っていく……それが、私の王道よ」

「あれ？　お前、そんな主義だったっけ？」
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　まぁ、どうでもよかった。

　くれるというなら、拒む必要もない。遠えん慮りよなくもらっておくことにした。

「ほら、早くつけなさいよ！　王命よ！」

「へーいへい」

　凜太朗が渋しぶ々しぶと、ペンダントの銀ぎん鎖ぐさりを首にかける。

「しかし、なんだ……お前、ケルトツリー呪じゆ術じゆつなんて知ってたんだな……」

　凜太朗が首から下がるサンザシのケルト十字を半眼で眺めながら、ぼやく。

　これは、〝魔ま法ほう〟というより、〝おまじない〟の類たぐいの物ではあるが……

「こんなマイナーなもん、この現代で知ってるやつが、まさか居たとは……」

　すると。

「……ん？」

　凜太朗は、ふと……気付いた。

　サンザシのケルト十字ペンダント……それが、凜太朗の奥底に眠ねむる何らかの記き憶おくを、ほんの微かすかに突ついたのだ。

（俺は……これを、どこかで……見たことがある……？）

　それはいつだったか？　どこだったか？

（誰だれかとの別れの際……俺は、そいつがやたらグズるから、遊び半分でこれと似たようなもんを作ってやって……そいつにくれてやったことがある……ような……？）

　凜太朗は、そのペンダントを通して、記憶に深くかかる霧きりの向こう側と、ぼんやりとにらめっこをする。

「……何か思い出した？　凜太朗」

　瑠奈がどこか悪戯いたずらっぽく、それでいて何か期待するような目を凜太朗へと向けて。

「……これは……」

　徐じよ々じよに、徐々に。

　凜太朗の記憶の中にかかる、霧のようなものが晴れてきて。

　今は遠い昔、幼い頃ころの記憶の扉とびらが、開け放たれようとしていた……その時だった。




　がしゃん！　唐突に、大気が鳴動した。




「──ッ!?」

「…………ッ!?」

　凜太朗が、ばっと身を起こし、瑠奈が振ふり返る。

　ログレス邸ていを中心に、急速に空気が冷たく鋭するどく張り詰つめていく。

　それは、もう凜太朗達にはとっくの昔に慣れ親しんだ気配──戦場の空気だ。

　二人の間を流れていた心地よい空気は、たちまち霧む散さんしていった。

「ちっ……どっかの無ぶ粋すいなバカが、このタイミングで仕し掛かけて来やがったか……」

　どこか苛いら立だったように凜太朗がぼやき、立ち上がる。

「おい、行くぞ、瑠奈」

「……え、ええ、わかってるわ！」




　こうして、穏おだやかな日常は唐突に終了する。

　再び、一同はアーサー王継承戦の渦か中ちゆうへと巻き込まれていくのであった──








第三章　襲しゆう撃げき









　その無粋な狼ろう藉ぜき者達は、すでにログレス邸敷しき地ち内、前庭アプローチへと侵しん入にゆうしてきていた。

「ふうん？　エレイン、ここが瑠る奈な＝アルトゥールの根こん拠きよ地かい？」

　一人は、片かた岡おか仁ひとし。

「はい、そうですわ。仁様」

　一人は、仁に影かげのように寄り添そうエレイン、もとい、モルガン＝ル＝フェイ。

「…………」

　そして、そんな二人にまるで興味なさそうに遠くを見ているトリスタン卿きよう。

　そんな三人が逃げも隠かくれもせず、堂々と前庭アプローチのど真ん中に佇たたずんでいる。

「……私の城に何か用？　……まぁ、言われなくてもわかるけど」

　そんな三人の侵入者達へ、瑠奈が十数メートルの間合いを開けて対たい峙じする。

　凜りん太た朗ろう、ケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿の四人がその後ろに並んだ。

　エマと那な雪ゆきは屋敷の中に置いてきている。一いつ般ぱん人の那雪は当然、エマは《王キング》の資格を失い、エクスカリバーを失ってしまったためだ。

　エクスカリバーには、担にない手てに対する強力な身体能力強化の力もある。強化の度合いはエクスカリバーにもよるが、正式な担い手がそれを持てば、基本、それだけで攻こう撃げき力、速度、頑がん健けんさなどに相当な強化を得るのだ。

　そこに《マナ加速アクセル》を乗せることで、初めて現代人が伝説時代の戦いに通用するようになる。エクスカリバーを失った以上、エマが戦うのは危険なのだ。現代人でありながら、エクスカリバーなしで戦える唯ゆい一いつの例外は、真ま神がみ凜太朗だけなのである。

「僕は片岡仁。アーサー王継けい承しよう戦に参戦する《王キング》として、君達を倒たおしに来た」

　仁は、使命感と義ぎ憤ふんに燃える目で瑠奈を睨にらんだ。

「話は聞いたよ。君達の悪逆非道は最も早はや、捨てておけない！　君達を王にするわけにはいかない！　僕は正義の王として、お前達に鉄てつ槌ついを下してやる！」

「えーと……私達って、そんなに悪いこと、したかしら？」

　瑠奈が眉まゆ根ねを寄せて、首を傾げる。

　これがアーサー王継承戦である以上、《王キング》同士戦うことは、やぶさかではない。

　元々、最終的な勝者は一人であるバトルロイヤル戦だ。各《王キング》ごとに、様々な〝王を目指して戦う理由〟があり、こうして何の前まえ触ぶれもなく、なし崩くずし的に激突することもあることは、とっくの昔に覚かく悟ご済みだ。

「しらばっくれるのか!?　もういい！　お前達のような悪とかわす言葉などない！」

　なのだが……こうまで意味不明な敵対心を燃やされると、正直、困る。

「…………」

　一方、凜太朗は、陶とう酔すいしたように名乗りを上げる仁をちらりと一いち瞥べつして、確信する。

（……なんだ？　あのガキ。デカい口叩たたいといて、クソ雑魚ざこじゃねーか）

　仁に強つわ者もののオーラは微み塵じんもなく、一般人の匂においがぷんぷんしている。

　あるはずのエクスカリバーの身体能力強化加護も、ほとんど感じられない。

　今、凜太朗がここから不意に、石を投げてもあっさり殺せるだろう。

（あの雑魚が背負っている、布包みの長物……あれがヤツのエクスカリバーなんだろうが……アレに、あの雑魚の強気の秘密があるのか？　それに……）

　凜太朗は、仁の隣に佇む少女へと視線を滑すべらせる。

　同時に、瑠奈が凜太朗に声をかけていた。

「ねぇ、凜太朗……あの娘こ……」

「ああ、わかってる。案の定、生きてやがったんだな、クソが……」

　仁にエレインと呼ばれた黒いローブの妖あやしい美少女は──以前、この国際都市アヴァロニアの各所に《隙すき間ま》を作って暗あん躍やくしていた、あの女だ。

　ラモラック卿がやけにあっさり首を刎はねたと思ったが……やはり、あれは幻げん術じゆつの類いだったのだろう。そして、幻術ならば、ラモラック卿が気付くはずなので、つまり、あの女とラモラック卿は、予想通り裏で繫つながっていたということになる。

　つまり、エマを【心返しの呪のろい】で嵌はめた黒幕は、あの女でほぼ確定だ。

「エレイン、下がっていてくれ。ここはもう危険だ。後は僕達に任せて」

「そんな！　仁様！　私も仁様と一いつ緒しよに戦いますわ！」

「そうか……わかったよ。でも安心して。君は必ず僕が守るから……」

「仁様……私などに、そのようなもったいないお言葉……」

　そんな女が、今度は片岡仁などという小物についている。媚こびを売っている。

（きな臭くせぇ……ますますきな臭ぇ……）

　これは直感だが……ひょっとしたら、九く条じよう＝グローリア＝蒼そう馬まの後ろにも、この女は居たのではないだろうか？　だとすれば、学園で操あやつられた生徒達といい、あのカムランの丘おかを模した異界といい、九条周りでの不可解な現象に一定の説明がつく。

　ならば、この女は陰かげでアーサー王継承戦を操って、一体、何を狙ねらっているのか？

（はっきりしているのは……あの女だけは、必ずブチ殺さなきゃならねえってことだ）

　凜太朗の刺さすような敵意と殺気を受けて。

「……ふふ」

　当のエレイン──仁に絡からみつくモルガンは、仁の目を盗ぬすむように薄うすら寒く、挑ちよう発はつするように嗤わらうのであった。

（けっ。……まぁ、あの女も厄やつ介かいだが……今、それ以上に警けい戒かいすべきは──）

　凜太朗は舌打ちしながら、仁と黒い女の後ろに佇む《騎士ジヤツク》へと目を向ける。

　──金きん髪ぱつに青の鎧よろい、目を疑わんばかりの美び丈じよう夫ふの騎き士し──トリスタン卿。

（くそ……円えん卓たく最強三騎士最後の一角……こうも立て続けに現れるとはな……ッ！）

　凜太朗が忌いま々いましげに歯は嚙がみしながら、トリスタン卿を睨み付ける。

「まさか、あのトリスタン卿が出てくるとは……ッ！」

「はぁ……どうして僕達、いつもこうなんだ……？」

　見やれば、ケイ卿やガウェイン卿もうんざりしていた。

　彼らは伝説時代、トリスタン卿の武勇を間近に見知っているはずだ。それだけに、うんざりする気分はひとしおだろう。

　だが──

「…………」

　当のトリスタン卿は、いかにも覇は気きがない。顔見知りのガウェイン卿やケイ卿をちらりと一瞥するだけで、何も反応はなかった。

「凜太朗。どうしたの？　あの《騎士ジヤツク》……知ってるの？」

「ああ、トリスタンって言えば、わかるだろ？」

　途と端たんに、瑠奈が息を吞のみ、苦虫を嚙み潰つぶしたような表情になる。

　途と中ちゆう退場でいまいち知名度がないラモラック卿と違ちがって、トリスタン卿は、円卓の中では、この現代でもランスロット卿に迫せまる有名な騎士だ。

　その武勇は瑠奈も知るところだったのだろう。

「……どうするの？　凜太朗」

「あのガキは雑魚だ。だが、それ以上に、あの黒い魔ま女じよとトリスタン卿が強敵だ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで佇む瑠奈へ、凜太朗が淡たん々たんと答えた。

「俺が単騎でトリスタンを止める。ケイ卿、ガウェイン、フェリシア……お前らはあの魔女を抑おさえろ。倒さなくていい」

　そして、ちらりと瑠奈を一瞥して言った。

「瑠奈。お前は、あのガキだ。あのガキさえ潰せば、トリスタン卿は消える。甘ったれのお前が殺すの嫌いやってんなら、せめてあいつの円卓ラウンド・の欠片フラグメントを破は壊かいしろ」

「……わかったわ」

　簡単に作戦会議をすませ、凜太朗達が剣けんを抜ぬいて構える。

「ふうん？　作戦は決まったかい？　まぁ、僕達の勝利は揺ゆるぎないけど」

　仁は余よ裕ゆうの表情で、何の構えもなく棒立ちしたままで──

「……ふん」

　トリスタン卿が、ゆっくりと弓矢を構えた。

　そして──

「では、始めよう！　正義の戦いを！　真の王を問う戦いをね！」

　そんな勝ち誇ほこったような仁の号令を皮切りに。

　──戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされるのであった。

「ちぃーーッ！」

　途端、凜太朗が先せん陣じんを切って地を疾しつ駆くする。

　駆かけながら愛用の双そう剣けん──赤の剣と白の剣を引き抜く。

　そして、トリスタン卿を目め掛がけて猛もう突とつ進しんをする。

　真まっ直すぐ、真っ直ぐ、真っ直ぐ──まるで地を紫し電でんが伝い走るようなその速度。

「──速い!?」

「さすが、凜太朗！」

　そんな凜太朗の速度に、ガウェイン卿とケイ卿が感かん嘆たんの声を上げる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、凜太朗がトリスタン卿の懐ふところに入ってくる──そんな状じよう況きようで。

「……ふん」

　トリスタン卿が不意に動いた。

　弓を持つ左ひだり腕うでと、矢を持つ右腕が実に滑なめらかに、そして、恐おそろしく速く回転する。

　刹せつ那なに、弓に矢を番つがえたトリスタン卿が、一呼吸で矢を放つ。

　その速射速度は、凄すご腕うで銃じゆう士しの早撃ちクイツク・ドロウよりなお速い。

　そして、放たれるは圧あつ倒とう的な《星気光オーラ》が漲みなぎった光の矢。

　その軌き道どうはまるで流れ星。通常の矢ではあり得ない弧こを描えがいて、真っ直ぐ駆け寄って来る凜太朗へ、横よこ殴なぐりに襲おそいかかる。

「ぅおおおおおおおおーーッ！」

　読んでいたとばかりに、凜太朗は右の剣でそれを弾はじき返す。

　弾かれた矢は明後日あさつての方向へと飛んで行き──やがてそれが地面に刺さった瞬間。

　カッ！

　まるで至近距きよ離りでダイナマイトを炸さく裂れつさせたような爆ばく発はつが、矢から上がった。

　圧倒的な爆圧と爆風が四方八方へと激しく拡散し、瑠奈達を叩きつける。

「り、凜太朗ぉ!?」

「俺に構うな！　動けッ！」

　そうしている間にも、トリスタン卿きようが次々と矢を放つ。

　一体、いかなる技ぎ巧こうを用いればそれを為なせるのか──今度は一呼吸で四連射だ。

　致ち命めい的てきな威い力りよくが乗った矢が、弧を描き、蛇だ行こうし、カーブし──やはりそれぞれ、通常の矢にはあり得ない挙動で、駆ける凜太朗へと襲いかかる。

「ああ、知ってるぜ！　てめぇの《無む駄だ無しの弓》はよぉおおおおーーッ!?」

　凜太朗はまったく走力を落とさず、迫り来る矢を次々と叩き落とす。

　叩き落とす都度、矢から大爆発が発生し、前庭アプローチの地形を歪いびつに変形させていく──

《無駄無しの弓》──トリスタン卿の幻想武具アーテイフアクトだ。

　この弓で放たれた矢は、物理的に叩き落とされない限り必中。

　百発百中の弓術を誇っていたトリスタン卿。そんな彼が使用していた自作の弓に、その必中という概がい念ねんがいつしか自然と具現固定化し、幻想武具アーテイフアクトへと昇しよう華かした一品だ。

「見事だぜ！　自分の武技を、そのまま幻想武具アーテイフアクトにしちまったやつは、円卓でも、てめえくらいなもんだ！　トリスタンッ！」

　凜太朗が正面から迫ってきた矢を、交差させた双剣で弾き返し、さらに猛進する。

　その様はまるで嵐あらし。暴風に向かって矢を撃うっているようなものだ。

「だが、そんな飛び道具が、俺に通用すると思ってんじゃねーぞ!?」

「ええ、わかってます。……今のはほんの挨あい拶さつ代がわりですよ」

　すると、トリスタン卿は、手にした弓をマナの粒りゆう子しへ霧む散さんさせ……剣を抜いた。

「これさえ捌さばけない者に、私の剣が受けられるとは到とう底てい思えませんからね」

（……さぁ、来やがった……ッ！）

　トリスタン卿との間合いを詰つめながら、凜太朗が口の端はしを吊つり上げる。

　そう、トリスタン卿の真の恐ろしさは、弓術ではない。

　そんなもの、狩しゆ猟りようが趣しゆ味みだったトリスタン卿の余技に過ぎない。

　トリスタン卿の真に恐ろしい力は《武神の膂りよ力りよく》とも呼ばれる、超ちよう絶ぜつ的な腕わん力りよく。

　円卓随ずい一いちと名高き、壮そう絶ぜつなる膂力より振ふるわれる、超攻こう撃げき力の剣だ。

　トリスタン卿はその優やさ男おとこの美び貌ぼうに似合わない、圧倒的なパワーファイターなのだ。

　技のランスロット卿、守のラモラック卿、そして力のトリスタン卿。

　これこそが、円卓最強三騎士なのだ──

（さぁて……どうするかな!?）

　半瞬後には、互たがいに一足一刀の間合いに入る──そんな刹那に加速する思考の中、凜太朗が考える。

（……とは言っても、対たい抗こう策は限られてるんだがなッ！）

【魔人フオモール化】。今の凜太朗に、トリスタン卿に抗こうしうる力は、それしかない。

　前回、ラモラック卿との戦いで、【魔人フオモール化】の力もかなり上がった。

　そもそも出だし惜おしみをしていられる状況ではない。

　だから、凜太朗は迷わずそれを選せん択たくした。

「フルスロットルだッ！　行くぜぇええええええええーーッ！」

　そして、いつものように、あの邪じや悪あくで禍まが々まがしい力を解放し──

「ぉおおおおおおおおおおおーーッ！」

　その力を乗せて、双剣を振るった──

　──はずなのだが。

「は？」

「えっ!?」

　その場の誰だれもが目を疑った。

　凜太朗のそれは──普ふ通つうに、斬きりつけただけに終わったのだ。

　当然、悠ゆう然ぜんと構えたトリスタン卿の剣に、簡単に受け止められてしまう。

「なん……だと……？」

　誰よりも、凜太朗自身が一番、動どう揺ようしていた。

　確かに【魔人フオモール化】を発動したはずなのに……凜太朗が変身していないのだ。

　あの万ばん能のう感がない。身体からだに漲みなぎり溢あふれる力の鼓こ動どうがまるでない。

　凜太朗のその姿は──いつものままであった。

「凜太朗!?」

「一体、なぜ!?」

　見守っていた瑠奈とケイ卿が、凜太朗の異常に目を見開く。

「ま、まさか、この期ごに及およんで舐なめプか!?　そんなことやってる場合じゃ──」

「ち、違いますわ、ガウェイン卿！　いくら凜太朗でも、それはさすがに──」

　ガウェイン卿とフェリシアが硬こう直ちよくする前で。

「こんなものですか？　まぁ、現代人にしては、恐ろしく〝やる方〟ですが……」

　嚙み合う剣ごしに、トリスタン卿がつまらなそうに、凜太朗へそう言い捨てて──

　──剣を無造作に振り抜く。

　どんっ！

　たったそれだけで、凜太朗の身体が冗じよう談だんのようにカッ飛んだ。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　今まで突進してきた方向を水平に跳とび、バウンドし、転がり、逆ぎやく戻もどりしていく。

「り、凜太朗、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……ちぃ……ッ!?」

　綺き麗れいに元の位置まで戻って来た凜太朗へ、瑠奈が慌あわてて駆け寄る。

「なんだ……どうなっているんだ……ッ!?　魔人フオモールの力が発動しねえ……ッ!?」

　上半身を起こし、改めて自分を顧かえりみて……凜太朗は愕がく然ぜんとした。

　今まで呼吸のように自分と共にあったあの魔人フオモールの力が、今はこの身体のどこにも感じられなかったのだ。

（なんだこりゃ……ッ!?　俺は……いつの間に……ッ!?）

　想定外の事態に、凜太朗が戦せん慄りつした……その時だ。

『ははは、魔人フオモールの力を使いてえのか？』

『俺を拒きよ絶ぜつしておいて、なんとも虫の良い話じゃねーか？』

　耳元で、何者かにそんな風に囁ささやかれた……気がした。

　周囲を探さぐるが、誰もいない。

　だが、凜太朗には、その声の正体は容易にわかった。

（ちっ、てめぇは──ッ!?）

　凜太朗は舌打ちして、心の中を探るように念じる。

　すると、再び声が聞こえてくる。心の奥底から脳を搔かきむしるように響ひびく声が。

『よう、苦戦してるじゃねーか、相棒？　こりゃー、魔人フオモールの力が喉のどから手が出るほど、欲ほしい状況だよなぁー？』

（おい、てめぇ、ふざけんじゃねーぞ？　出し惜しみしてんじゃねーよ！）

『──使命を放ほう棄きしているお前に言われたくねえなぁ？』

（は!?　使命って……）

『──何度も言ったろ？　アーサーを殺すって』

（だから、ふざけんのもいい加減にしろよ……アーサーはもう──）

『──居るじゃねえか、目の前に』

（な──）

　そんな意味不明な内なる自分の言葉に、凜太朗が呆あつ気けに取られた瞬間だった。




「────凜太朗ッッッ！」




　ふと、我に返れば、瑠奈の心配そうな顔が、凜太朗の視界一いつ杯ぱいに広がっていた。

「一体、どうしたのよ!?　ぼんやりしちゃって！　貴方あなたらしくもない！」

「お、俺は……」

　仲間達が不安と戸と惑まどいの目で、凜太朗を見下ろしてくる。

　だが、凜太朗は何も答えられなかった。

　そして、そんな瑠奈達の動揺と困こん惑わくを見て取ったのか。

「あっははははははははっ！　なんだなんだ、威勢だけだな、君達は！」

　仁は大喜びで手を叩たたいていた。

「わかったかな!?　これが僕の力だ！　僕と君達の王の器うつわとしての力の差だ！　わかったら、大人しく降参しろよ！　そうしたら、家臣として使ってやるからさ！」

「……冗談……ッ！」

　瑠奈が負けじと言い返すが、その言葉にいつもの自信はない。凜太朗の様子がおかしいせいか、焦しよう燥そうと動揺に濁にごっていた。

「やれやれ、まだわからないのかな？　僕と君達の王としての格の差というものが……まぁ、いいや。これから、さらにわからせてあげればいいか！」

　そう言って、仁は嬉き々きとしてトリスタン卿へ命令を下す。

「さぁ、行け！　トリスタン卿！　僕の《騎士ジヤツク》！　やつらを徹てつ底てい的に痛めつけてやるんだッ！」

「……ふん」

　そんな仁の命令に応じ、トリスタン卿がいかにも気が乗らなそうに一歩を踏ふみ出す。

「くっ……」

　僅わずかに一歩下がりつつも、負けじと剣けんを構え直す凜太朗達。

「凜太朗？　大丈夫？　戦える？」

「あ、ああ……その……なんだ……」

　やはり心配そうな瑠奈に、凜太朗が気まずそうに応じた。

「この前の無茶な戦いの反動かもしれねえ……今の俺は……魔人フオモール化できそうにねえ……」

「……そう」

　だが、瑠奈は凜太朗を責めることなく、神しん妙みように頷うなずいた。

「元々ね。あの力……凜太朗にあまり使わせたくなかったのよ。……絶対に何か良くない力だって思ってたから」

「…………」

「大丈夫よ！　安心なさい！　あんな力なんてなくたって、凜太朗は私達を勝たせてくれる……そうでしょ？」

「あ、ああ……任せろ」

　だが、凜太朗のそれは空元気に過ぎなかった。

　戦いというのは、戦力を数値化して計算するものだ。

　気き迫はくや根こん性じようは、そもそも計算に入れてはならない。戦術としては下の下だ。

　魔人フオモール化なしで戦う──戦せん闘とう計算式に多大なるマイナスの値が入ってしまった。それは揺ゆるぎようのない事実であった。

　ランスロット卿きようやラモラック卿と渡わたり合えてきたのは、凜太朗の魔人フオモールの力があってこそ。

　瑠奈陣じん営えい最強戦力たる真神凜太朗の不調。かつてない苦境。

　今、ここより地じ獄ごくが始まるのであった──




　──ログレス邸てい内ない、談話室ラウンジ内にて。

「…………」

「…………」

　エマと那雪が、所在なげにソファーに腰こし掛かけている。

　先さき程ほどまでの賑にぎやかな騒さわぎがまるで噓うそのような静せい寂じやく。

　かち、かち、かち、と。妙みように耳みみ障ざわりな柱時計の時を刻む音に、時折、外から聞こえてくる喧けん噪そうや金属音が入り交じる。

「……あっ、あの……っ！」

　やがて、こんな重苦しい沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、那雪が小さく言葉を発した。

「ええと……瑠奈さん達……皆みんな、どうしたんですか？　なんだか、急に険しい顔で外へ出て行きましたけど……何かあったんですか……？」

　那雪の顔には、どこか不安げなものが見て取れた。

　それを察したエマが、那雪を安心させるように、微笑ほほえんで言った。

「大丈夫です！　大丈夫ですから！」

「大丈夫って……」

「ええと……詳くわしくは話せませんが、師し匠しよう達は絶対大丈夫です！　なにせ、師匠がついているんですから！　すぐ皆、無事に戻って来ますから！」

　エマは噓が下手なのだろう。正直、まったく説明になっていなかった。

　むしろ、何かあると言っているようなものだった。

「…………」

　すると、那雪はしばらくそんなエマを見つめ……やがて、すっと目を細める。

　途と端たん──那雪の何かが、変わった。

　いつものほんわかした那雪からは想像もつかないほど、凜りんと引き締しまった表情で、那雪はぼそりと小さく言った。

「…………やっぱり、そういうことだよね」

「え？　那雪先せん輩ぱい、今、何か言いましたか？」

　すると、那雪がいきなり意を決したように立ち上がった。

「……行かないと」

「え!?」

　戸惑うエマの前で、那雪が部屋を出て行こうとする。

　エマは咄とつ嗟さに、そんな那雪の後ろ袖そでを摑つかんで、引き留めた。

「行くって……どこへですか!?」

「凜太朗君の所。私が行かないと駄だ目めなの」

「駄目なのって、駄目ですよ!?　詳しくは言えませんけど、外は今、危ないんです！」

「でも──」

「でも、じゃないんです!?　お願いします、那雪先輩、ここは大人しく──」

　──その時だった。

　どくん。

　突とつ然ぜん、屋や敷しきの内部の空気が──奇き妙みように変質した。

「──ッ!?」

　エマが気付けば。

　今の今まで目の前に居たはずの那雪が、忽こつ然ぜんと消えてしまっている。

　先程から聞こえてきた外の喧噪はまるで聞こえない。

　時を刻む時計の音だけが支配する静寂の世界──

「これは……【異界化】!?」

　やられた、とエマが戦慄する。

　恐おそらく、何者かがログレス邸内部に【異界化】の魔ま法ほうを展開したのだ。

　今、エマがいるこの場所は、ログレス邸内の風景を取り込んだ、現実世界とは切り離はなされた世界。エマは異界の中に一人、閉じ込められてしまったのだ。

「そんな……なんで……ッ!?　どうして、ログレス邸内に異界なんて……？」

　エマが動どう揺ようを隠かくせないでいると。

　──気付く。

（……居る……）

　エマの霊れい的てきな感覚がそれを捉とらえたのだ。この異界内にもう一人──誰だれかがいる。

　当然、那雪のものではない。那雪は恐らく、元の現実世界で突然、消えてしまったエマに、狼狽うろたえていることだろう。

　このもう一人は、明確にエマに対する敵意・殺意を抱いだいている。

　そして、エマを目指してゆっくりと近付いてくる。

　もう、考えるまでもない。この誰かの狙ねらいは──

「……私？　どうして……？」

　恐きよう怖ふよりも、緊きん張ちようよりも、まず、なぜ？　という考えばかりが思い浮うかぶ。

「私はもう、エクスカリバーも円卓ラウンド・の欠片フラグメントも失った……《王キング》の資格を完全に失った……なのに、なぜ……？　私なんか討うっても意味がないのに……ッ！」

　わからない。

　わからないが──この異界の仕し掛かけ人にんは間ま違ちがいなく、エマを狙っている。

（……外の師匠達は……この異界化に気付いてくれているでしょうか……？）

　正直、その可能性は低い。

　外は音だけでも容易にわかるほどの激戦・死し闘とうであった。

　あんな切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようで、凜太朗達がこの異界化の微び妙みような気配に気付けるとは、もし気付いたとしても駆かけつけられる余よ裕ゆうがあるとは、考えづらい。

　ならば、自分でなんとかしなければ。……座して狼狽えている場合ではない。

「……くっ！」

　エマは壁かべにかかっている剣を手に取る。

　装そう飾しよく用の刀剣だが、一応、実用品だ。だが、なんの変へん哲てつもない普ふ通つうの剣でもある。

　エクスカリバーと比べたら、頼たよりないことこの上ない。

　だが、この剣にエマが《星気光オーラ》を込こめれば、ある程度は戦えるだろう。

　エマは剣を手に、意を決して、談話室ラウンジを後にするのであった。




　エマがその人物と遭そう遇ぐうしたのは、比ひ較かく的てき広い空間──玄関広間エントランスホールであった。

　どうやら、その人物もエマをその場に誘さそい出すため、わざと殺気を放っていたらしい。

　その人物は悠ゆう然ぜんと待ち構えていた。

「…………」

　吹ふき抜ぬけの二階から玄関広間エントランスホールへと続く階段。その踊おどり場ばから、エマは玄関広間エントランスホールの中央に静かに佇たたずむ人物を注視する。

　黒いセーラー制服を着用し、フード付きのマントコートを羽織った少女だ。

　その手には、金でも銀でもない不思議な光こう沢たくを放つ金属で鍛たん造ぞうされた短たん剣けん。

　その造形は鋭するどく、どこか禍まが々まがしい──間違いなくエクスカリバーだ。

「……来たか、エマ＝ミシェーレ」

　エマの来訪を察知したフードの少女が、エマを遠く見上げる。

　フードと黒くろ髪かみの隙すき間まから覗のぞく、凍こごえるような灼しやく眼がんが、エマの魂たましいを打つ。

「……何者ですか？」

　相手に吞のまれまいと、エマが冷静さを装よそおって、誰何すいかする。

「……月つく読よみ零れい華か。アーサー王継けい承しよう戦へ参戦する《王キング》だ」

「零華さん……ですか」

　一つ深呼吸をして、エマは努めて冷静に階下の零華へと問う。

「その隠しもしない殺気……私を討つおつもりですか？」

「……ああ、その通りだ。話が早くて助かる」

「別に命いのち乞ごいをするわけではありませんが……わかっていますか？　今の私はすでに《王キング》ではありません。私など倒たおしても、この継承戦の趨すう勢せいに何も影えい響きようしませんが？」

「……わかっている」

　零華も極きわめて冷静に、そして残ざん酷こくに淡たん々たんと応じた。

「だが、私には為なさねばならぬことがある。そのために、お前の命が必要だ」

「……ッ!?」

「恨うらみはないが……お前の命、貰もらい受ける」

　そう言い捨てて。

　最も早はや、問答無用と、零華は短剣のエクスカリバーを逆手で半身に構えるのであった。

「く──ッ!?」

　それに応じて、エマも剣を構え直す。

　相手はエクスカリバー持ちの《王キング》。当然、《騎士ジヤツク》も召しよう喚かんすればいるだろう。

　こちらはエクスカリバーを失った《王キング》。そして、《騎士ジヤツク》もいない。

（悔くやしいですが……戦力が違い過ぎます……ッ！）

　だが、諦あきらめない。

　そんなことは、エマの戦いの師匠──凜太朗から教わっていないのだ。

（《王キング》の資格を失って……今の私が何をすべきかまるで見えないけど……これから、どう生きていけばまるでわからないけど……それでも探すって決めたんです……師匠と……瑠奈先輩達と一いつ緒しよに……ッ！　だから──）

　エマは裂れつ帛ぱくの気合いを発し、眼下の零華を睨にらみ付ける。

　その気の圧に、零華のコートや髪が微かすかに揺ゆれた。

「……負けませんッ！　そう簡単に私の命、奪うばえると思わないでくださいッ！」

　覚かく悟ごを決め、エマは相手のいかなる攻こう撃げきにも応じられるよう構えるのであった。

　活路を開くしかない。

　活路を──

　だが──そんな風に意気込むエマを前に。

「良い気迫だ。伝説時代にも、そう真まっ直すぐな気を放てる者はいないだろう」

　──零華は薄うつすらと冷たく笑って。

「──……ッ！」

　何事かを呟つぶやいて、その手の短剣を掲かかげるのであった。

　その瞬しゆん間かん。

「な────ッ!?」

　エマは目を剝むいた。

　零華の頭上の空間に、何百何千という数の短剣が瞬時に展開され、その切っ先をエマへ向けていたのだ。

「……せめて、苦しまずに殺してやる。逝いね、エマ＝ミシェーレ。お前の死は決して無む駄だにはしない」

　そして、零華が空いている手で剣を抜く。

　白い刀身の宝剣だ。

　シャンデリアの淡あわい光を受け、ぎらりと不ふ吉きつに輝かがやいていた。

「……し、師匠……」

　戦意がくじかれたわけではない。絶望に屈くつし、膝ひざを折ったわけでもない。

　ただ、エマの戦士としての優ゆう秀しゆうな資質が、強きよう烈れつに悟さとってしまったのだ。

　この月読零華は──強い。

　──活路など、まったくない。

　戦えば、恐らく自分は為す術すべもなく殺されてしまうのだろう──

　そんな予感が、エマを強烈に支配した瞬間。

　銀ぎん閃せん乱らん舞ぶ。零華の頭上に展開された何百もの短剣が、まるで流星群のように、一いつ斉せいにエマへと殺さつ到とうするのであった。




　────。




「ぅおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗が稲いな妻ずまのように駆ける。駆ける。駆ける。

　右、左、右──死角から死角への超ちよう高こう速そく移動。

　トリスタン卿きようの視界内を霞かすむように横断移動し──

　跳ちよう躍やく、トリスタン卿の頭上からの強きよう襲しゆうを仕掛ける。

「……ふん」

　だが、それをトリスタン卿は何なく見切り、雑に振ふり回した剣で、呆あつ気けなく弾はじき返す。

「──ッ!?」

　まるでバットに打たれたボールのように吹き飛ばされる凜太朗。

「くそぉ──ッ!?」

　地を転がっていく凜太朗を、トリスタン卿が凄すさまじい走力で追う。

　ようやく、凜太朗が地を蹴けって、転がる勢いを利用して立ち上がるのと──

　トリスタン卿が凜太朗の脳天を割ろうと撃げつ剣けんを振り下ろすのは──同時。

　凜太朗の体勢は不十分。最早、トリスタン卿の剣を防ぐ手段はない──

「凜太朗ッ！」

「くっ!?」

　だが、間かん一いつ髪ぱつ。

　ケイ卿とガウェイン卿が、左右から割って入り、それぞれの剣を凜太朗の頭上でＸの字に交差させ、振り下ろされるトリスタン卿の剣を受け止める。

　が──

「な──」

「ぅおおおおおおーーッ!?」

　受け止め切れない。

　ケイ卿、ガウェイン卿の二つの剣をさらに押しきらんと、トリスタン卿の剣が振り抜かれようとする──

「野や郎ろうォオオオオオーーッ！」

　その隙すきに素す早ばやく立ち上がった凜太朗が、ケイ卿とガウェイン卿が交差させる剣へ、さらに自分の双そう剣けんを撃うちつけるように合わせる。

「へっ──さすがにこれなら──ッ!?」

　だが──止まらない。

　振り下ろされるトリスタン卿の剣は、まるで止まらない。

　三人分の剣を、なおも押し込んで、押し込んで、押しきって──振り抜く。

「ぐわぁあああああああああああーーッ!?」

「ぐぅううううううーーッ!?」

「きゃあああああああーーッ!?」

　その壮そう絶ぜつなる剣圧の前に、凜太朗、ガウェイン卿、ケイ卿がまるで嵐あらしに翻ほん弄ろうされる木の葉のように、四方八方へと吹き飛んでいった。

　そして、即そく、トリスタン卿が追撃に動こうとするが──

「《踊れ・踊れ・花の精・舞まいて焰ほのおの花を・咲さき乱せ》！」

　すかさず、フェリシアが魔ま法ほうを唱える。

　妖よう精せい魔法【花の焰ほむら舞まい】。

　無数の花はな吹雪ふぶきがトリスタンを中心に渦うずを巻き、発火。

　紅ぐ蓮れんの炎えん嵐らんが、トリスタン卿を容よう赦しやなく飲み込んでいく──

　だが、こんなものは足止めにもならなかった。

　業ごう火かに包まれたトリスタン卿が、剣を剛ごう閃せん。

　炎嵐が剣圧で真っ二つに切り裂さかれ、吹き飛ばされていった。

「く──ッ!?　なんて御お方かた──ッ!?」

　フェリシアは己おのが剣──細剣レイピア型のエクスカリバーを見やる。

【輝く栄光の鋼エクスカリバー】──その真しん銘めいはすでに宣言済みだ。

　刀身から放たれる眩まばゆい光は、敵対者を弱体化し、ガウェイン卿の【太陽の加護】を発動させる。当然、トリスタン卿は弱体化しているはずだ。

　なのに──まるで弱体化している気配がない。

　あのランスロット卿、ラモラック卿ですら、ある程度、動きが鈍にぶくなった気配はあったのに、このトリスタン卿はまるで弱体化している気配がなかった。

「いや……効いてる……ッ！　そのまま頼たのむ、フェリ──げほっ！」

　凜太朗が血を吐はきながら、双剣を杖つえ代わりに立ち上がった。

「その紙かみ一ひと重えでしのげている……ッ！　お前の剣がないと一気に崩くずされる……ッ！」

「凜太朗……ですが……ッ！　このままでは……ッ！」

「ああ、ジリ貧ひんだ……」

「その……責めているわけではないのですが……魔人フオモールの力は、やはり……？」

「…………」

　凜太朗の無言の肯こう定ていに、フェリシアが苦い顔をする。

　当初の予定は、凜太朗がトリスタン卿を抑おさえ、ガウェイン卿とフェリシア、ケイ卿であの黒い魔女を抑える。そして、瑠奈が仁を仕留める。

　そんなプランであった。

　だが、凜太朗が、なぜか突とつ然ぜん、【魔人フオモール化】の力を失ってしまった。

　トリスタン卿を抑えるには、ガウェイン卿、フェリシア、ケイ卿まで動員して、それでも到とう底てい手が足らない……そんな状じよう況きようだ。

　瑠奈一人では、あの黒い魔女を突破し、仁を仕留めるなど、どう考えてもできない。

　片岡仁は雑魚ざこだが、そんな雑魚を守るあの黒い魔女が厄やつ介かい過ぎる。

　あの黒い魔女の実力はすでに知っている。底が知れない、恐おそろしい相手だ。

　ゆえに、どう考えても手が足りない。根本的な戦力・頭数が不足している。

（こんな雑な作戦に頼たよりたくなかったが──）

　凜太朗がちらりと背後を見る。

　そこには、瑠奈が戦場の最奥で静かに目を閉じて佇たたずんでいる。

　剣けんを鞘さやに収めて手に下げ、額に脂あぶら汗あせを浮うかべて無言で佇んでいる。

（瑠奈の真銘宣言ロイヤル・ロード【支え合う絆の鋼エクスカリバー】──アレで、あのガキと魔女を、まとめて吹ふき飛ばすしかねえ……）

　発動に時間がかかるが、発動さえしてしまえば、何者をも吹き飛ばす究極の斬ざん撃げきを放てるエクスカリバー。

　あの超絶した威い力りよくの前に、魔法の防ぼう御ぎよなど無意味。

　相手が異界を展開して逃にげようとしても、その異界ごと吹き飛ばせる。

　ラモラック卿との戦いでは、さすがに戦術的に不可能だったが、もしできたならば、ラモラック卿の《赤い盾ロスチヤイルド》だって、ブチ抜ぬけたはずなのだ。

　瑠奈陣じん営えいが誇ほこる最強の切り札。

　最も早はや、これに賭かけるしかなかったのだ。

（幸い……あの黒い魔女は、あの雑魚を守るためか、今のところ、手を出してくる様子はねえ……舐なめプをしている間に決めさせてもらうぜ……）

　凜太朗は、ゆっくりと追おい詰つめるように歩み寄ってくるトリスタン卿へ向かって、再び剣を構える……

（ち……ガウェインとケイ卿は……？）

　見れば、離はなれた所で今、剣を杖代わりに身を起こしているところだ。

　彼らにはフェリシアの妖精魔法【豊ほう穣じようの春風】がかかっているため、その傷は少しずつ癒いえてはいくが、完全復帰にはもう少し時間がかかる。

（くそ……とにもかくにも、時間、時間、時間だ……時間を稼かせぐしかねえ……）

　凜太朗が必死に時間稼ぎの手段を考えていると。

　と、その時だ。

「はいはい、トリスタン卿、ちょっとストップ」

　トリスタン卿の向こう側で──黒い魔女を侍はべらせている仁が、不意に、得意げに口を開いた。

　そんな仁の言葉に応じ、トリスタン卿が無言で歩みを止める。

「……ほう？」

　なるほど、この状況で騎き士しを下げたと言うことは……交こう渉しようか、揺ゆさぶりか、あるいは懐かい柔じゆうか？　凜太朗がニヤリと笑って、頭をフル回転させ始める。

　この手の駆かけ引ひきならば、前世マーリンとしての腕うでの見せ所だ。

　そんな凜太朗へ、仁は告げた。

「さて、と。そろそろわかったか？」

「へっ、何がだ？」

「何がって……僕達と君達の格の差」

「…………」

　凜太朗が、仁の次の言葉を待っていると……仁は、いつまでも勝ち誇ったように、ニコニコとしているだけだ。

「……は？　……それだけか？」

「それだけって……そうだけど？」

「…………」

　凜太朗は思わず、ぽかんと口を開いた。

（……アホか？　こいつ）

　殺し合いの最中に、こいつは一体、何を言ってんだ？

　そんな無意味なことを言うために、わざわざ戦いを中断したのか？

　この状況で？　自分達が有利に運んでいる戦いの流れを切ってまで？

　改めて凜太朗は察した。

　この片岡仁という少年──本当に戦いのド素人しろうとだ。

　あまりにも強さや圧を感じないから、頭脳や交渉、権けん謀ぼう術じゆつ数すうで戦う軍師タイプの《王キング》かとも一応、疑っていたのだが……それも絶対にあり得ないと確信した。

　ない。

　優すぐれているとは言わずとも、並の戦術眼を持っているのなら、今、この状況で、何の意味も目的もなく、戦いを中断するのはあり得ない。

　本当に、なんでこんな鉄火場にいるのか心底わからない──それが、片岡仁という《王キング》だったのである。

　だが──

「……ふうん？　格の差ねぇ？」

　──凜太朗は、仁の無意味な話に乗ってやった。

　時間は仁陣営にまるで利を為なさず、機を逃のがすだけだが──瑠奈陣営には利する。

　いかに時間を稼ぐかで悩なやんでいたのだ。

　遠えん慮りよなく時間を稼がせてもらうことにした。

「なるほどな。こりゃ確かに、うちの王様とお前とで、圧あつ倒とう的な格の差があるなぁ──」

「だろう？　君は偉えらいよ、素直に認めることができるのは──」

「──てめぇが、地球の裏側に突つき抜けるくらいの格下だってな」

　上げて、落とす。

　そんな凜太朗の煽あおりに、途と端たん、得意げな仁の顔色が変わった。

（ああ、案の定だな。こいつはガキだ。無能のくせに、周囲から分不相応に認められたくて、認められたくて仕方のねえ、思春期拗こじらせた承しよう認にん欲求丸出しのクソガキだ……）

　一いつ瞬しゆんで仁の人間性を看破した凜太朗が、さらに言葉を続ける。

　こういう人間は煽るに限る。必ず乗ってくるからだ。

「お前が王様？　冗じよう談だんは顔だけにしろよ。お前みたいな無能にゃ無理だ。精々、裸はだかの王様がお似合いさ。帰って、ママのオッパイでも吸ってな」

「僕が無能だと……ッ!?」

　少しでも人からバカにされると無視できない性格なのだろう。

　仁が顔を真っ赤にしていきり立ってくる。

「僕は無能なんかじゃない！　僕は周囲の馬ば鹿かな連中とは違ちがう！　僕は誰だれよりも頭がいいんだッ！　ぼ、僕は特別なんだッ！」

「けっ、随ずい分ぶんと安い特別だな。お前みたいな量産型、吐いて捨てる程ほどいるぜ」

「なんだと!?　お前、いい加減に事実を認めろよ！　僕は《王キング》だ！　他の凡ぼん百ぴやくの連中とは違う……アーサー王の末まつ裔えいなんだ！　そして、見ろ！　僕の《王キング》としての力を！　お前ら全然、手も足も出てないじゃないか！　はははははははは──」

「お前、何もやってねーだろ」

　そんな凜太朗の素そ朴ぼくな指し摘てきは、仁へのクリティカルだった。

「ていうか、何もできねーんだろ？　戦えない、考えられない、決断できない……ただ、強ぇ騎士の後ろに隠かくれて、そこのビッチの指示をハイハイ聞いて、バブバブふんぞり返ってるだけ……赤ちゃんプレイかよ、高度だな、おい？」

「ち、違う……ふざけるなッ！　そんなことはない……ッ！　僕は……僕はぁ……ッ！」

　仁が噴ふん火か寸前だった、その時だ。

「……あのような愚おろかな敵の妄ぼう言げんに耳を貸してはなりませんわ、仁様」

　仁の隣となりに寄り添そう黒い魔女が、優やさしく言った。

「誰がなんと言おうと、仁様は真なる王の器うつわなのです。だからこそ、私は仁様の元に現れたのです。真の王たる仁様を導くために……」

「エレイン……」

　そんな黒い魔女の言葉に、仁は少し溜りゆう飲いんを下げる。

「この世界の人々は未いまだ幼いのです。物事の本質を見ることができる者など、限られています。だからこそ、真の王たる貴方あなたが守ってあげなければならないのです……」

「そうだ……そうだった……いきなり剣を渡わたされて、どうしていいかわからず、途と方ほうに暮れていた時、君が現れたんだ……君に導かれて僕はここにやってきた……」

　そして、我が意を得たりとばかりに、仁は凜太朗を睨にらみ付ける。

「どこにも居るんだよな、君みたいなＤＱＮ！　本当に優れたものを認められない、頭のバカな連中がさ！　前の学校もそうだったよ！　皆みんな、皆、バカのくせに、この僕のことをバカにしてさぁ！　まぁ、僕の《王キング》としての力で、皆、再起不能の病院送りにしてやったけどさぁ！　あっははははははははははははーーっ！　ざまあないよな!?」

「…………」

「僕を舐めるからだ……そうだ、僕は特別なんだ……僕は英えい雄ゆうになるんだ……英雄になるべき男なんだ……ッ！　君達のような凡百のクズ共とは違うんだ……ッ！」

　凜太朗は、心底呆あきれ果てていた。

（救いようのねえ、ガチクズじゃねーか。……俺も人のこと言えたクチじゃねーが）

　こんなやつに、自分達が追い詰められていたのかと思うと、なんか心底腹が立つ。

　だが、こんな不毛で無意味な会話も役には立った。

　万ばん全ぜんではないが、ガウェイン卿きようもケイ卿もある程度、体勢を立て直しつつある。

　それに──

「……凜太朗、行けるわ」

　背後から、瑠奈の呟つぶやきがぼそりと聞こえてきて、凜太朗が口の端はしを吊つり上げる。

「待ってたぜ、王様」

　それと、同時に──

「行けッ！　トリスタン卿！　あいつらを全員、皆みな殺ごろしにしてしまえ！」

「……ふん」

　──仁の命令を受け、トリスタン卿が剣けんを掲かかげて、突とつ進しんしてくる。

「ガウェイン！　ケイ卿！　フェリシア！」

　叫さけびながら、凜太朗がそれに立ち向かう。

　凜太朗が、正面から矢や面おもてに立って──

「うぉおおおおおおおおおーーッ！」

「はぁーーッ！」

「くっ！」

　ガウェイン卿とフェリシアが左右から。

　ケイ卿が背後から。

　トリスタン卿を取り囲み、一いつ斉せいに斬きりかかる。

「ふん──ッ！」

　だが、トリスタン卿は、巧たくみなステップで位置取りしながら、超ちよう高こう速そくで剣を振ふるい、四方八方からの斬ざん撃げきを捌さばく、捌く、捌く、捌く、捌く、捌き続ける。

　捌き続けるどころか、徐じよ々じよに凜太朗達を圧倒していく──

「ぐぅ──ッ！」

　まず、早々に、ケイ卿が鎧よろいごと斬り捨てられて、吹ふき飛ばされ──

「きゃあああっ！」

　返す刀でフェリシアの剣が弾はじき飛ばされ、その勢いでフェリシアが転がっていき──

「ぐぉおおおおーーッ!?」

　フォローに入ったガウェイン卿が、トリスタン卿が振り下ろす剣を頭上で受ける。

　が、トリスタン卿の剣はそれを押し切り、甲かつ冑ちゆうをも断たち割って、ガウェイン卿の肩かた口ぐちに深く食い込んで──

「させるかよぉおおおおおおーーッ！」

　刹せつ那な、凜太朗のトリスタン卿の首を狙ねらった、電光石火の強きよう襲しゆう。

　難なくトリスタン卿はそれを見切って、下がる──

　──そして、そこに生じた、敵陣じん営えいの隙すき。

「瑠奈！　今だぁあああーーッ！」

　凜太朗が、これこそ機だと叫んだ瞬間。

「真銘宣言ロイヤル・ロード！」

　瑠奈が目を開いて剣を抜ぬき、それを頭上に掲げる。

　次の瞬間、瑠奈の剣から圧倒的な光が溢あふれ、生じた巨きよ大だいな光の刃やいばが天を衝ついた。

　その雲まで届かんばかりの超巨大な光の剣。

　刃から放たれる猛もう烈れつな極光が、視界を白く白く染め上げていく──

「ひいいい!?　な、なんだ、アレは!?」

　瑠奈が掲げる光の剣の偉い容ように、仁は目を剝むいて狼狽うろたえるしかない。

「──ご心配には及およびませんわ、仁様」

　と、その時、黒い魔ま女じよが、極光の剣を頭上に掲げる瑠奈の背後に突とつ如じよ出現し、瑠奈の素っ首を片手剣シヨート・ソードで搔かこうとしていたが──

「させるかよぉおおおおおおおおおーーッ!?」

　不意にその影かげから現れた、もう一人の凜太朗が双そう剣けんを振るい、黒い魔女を弾き返す。

「くっ──ッ!?」

「へっ、それを警けい戒かいしてねえわけがねーだろうがッ！」

　凜太朗お得意の、闇やみ魔ま法ほう【影かげ潜もぐり】と【影かげ法ぼう師し】だ。

　役目を果たした【影法師】の凜太朗は、虚こ空くうに霧む散さんしていったが──

「今だ、やれ！　瑠奈ぁああああああああああーーッ！」

　そして、瑠奈は──

「──【支え合う絆の鋼エクスカリバー】ぁああああああああああーーッ！」

　──容よう赦しやなく、光の剣を、驚きよう愕がくで固まる無防備な仁へ振り落とすのであった。

　自分達は《王キング》で、ここは戦場。元より互たがいに殺し合う場──迷いはない。

「う、うわぁああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　怯おびえ、狼狽える仁を、瑠奈の光の剣が容赦なく、飲み込んでいく──

　溢れる光の奔ほん流りゆうが、全すべてを白に、真っ白に染め上げていく──




　だが──……




〝『王様。湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクより賜たまわりし、その新しい剣エクスカリバーは気に入りましたかな？』と、マーリンは問いかけた。〟

〝アーサー王は、剣を眺ながめながら『大そう気に入った』と言った。〟

〝すると、マーリンはこう尋たずねた。〟

〝『して、王様はどちらがお好きですかな？　剣と鞘さやとでは』〟

〝『私は剣の方が好きだ』と、アーサー王は答えた。〟

〝『それはあまり賢かしこくありませんな』と、マーリンは言った。〟

〝『といいますのは、鞘の方が剣の十倍も値打ちがあるからです。この鞘を身につけていらっしゃる間は、一いつ滴てきの血を失うようなこともありませんし、重傷を負うようなこともないのです。ですから、いつも鞘を身につけていらしてください』──〟
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　……──全ての光が収まった時。

「な……」

「……う、噓うそ……ですわ……」

　その場の誰もが、驚愕と困こん惑わくに啞あ然ぜんとしていた。

　確かに、瑠奈の剣の威い力りよくは凄すさまじかった。

　その恐おそろしき破は壊かいの傷きず痕あとを、この大地に刻んでいる。

　巨大な竜りゆうの爪つめ痕あとのように、延々と深く抉えぐれた大地。前庭アプローチは完全に焦しよう土どだ。

　わざわざ周囲に民家がない、郊こう外がいの屋や敷しきを拠きよ点てんに選んだ甲か斐いがあったというものだ。

　だが──そんな破は滅めつ的な破壊の跡あと地ちに。

「は、はは……ははは……」

　腰こしを抜かした仁が、尻しり餅もちをついていたのだ。──まるで無傷で。

「馬ば鹿かな」

「な、なんで……？　私、ちゃんと全力で……」

　そんな光景に、凜太朗も瑠奈も信じられないとばかりに、目を剝いた。

　アレを耐たえたのか？　瑠奈の【支え合う絆の鋼エクスカリバー】を？　無傷で？

「そんな馬鹿な……どんな守りの魔法を使ったところで……ありえねえ……」

　たとえ魔人フオモール化した凜太朗でも、消し飛ばずにはいられない……そんな威力なのだ。

　それを、あんな雑魚ざこが──？

　あまりにも想定外の事態に、凜太朗が困惑していると。

「し、死ぬかと思った……でも、すごいや……さすが、僕のエクスカリバー……まさか、こんな攻こう撃げきすら防いじゃうなんて……ッ！」

　引きつった薄うすら笑わらいを浮うかべる仁が、背負う布包みの布を、震ふるえる手で引きちぎる。そして、その中身を凜太朗達へ、誇ほこらしげに掲げて見せた。

　それは──剣の鞘だ。金銀宝石で美しく飾かざられた鞘。

「【堅守するエクス不死の鋼カリバー】──ッ！　僕の最強のエクスカリバーだ！」

「鞘型のエクスカリバーッ!?　ちっ……そういうことか……ッ！」

　アーサー王伝説における〝鞘〟には、あまりにも有名な逸いつ話わがある。

　ゆえに、瞬しゆん時じに仁のエクスカリバーの能力を察した凜太朗が、忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「いいか？　よく聞けよ？　〝この剣さやを肌はだ身みに持っている限り、僕は何者からも攻撃を受けることは絶対にない〟んだ！　そして、〝僕がこの剣さやを肌身に持っている間、何者も僕からこの剣さやを奪うばうことはできない〟！　わかるか!?　僕の強さが──ッ！」

　だというのに、仁は酔よったように要いらない能力明かしをしている。

　それをガン無視し、凜太朗が考える。

（ちっ……まさか、あのチート鞘の能力が、エクスカリバー化するとはな……）

　あの鞘は、剣や槍やり、矢や弾だまなどの物理的な攻撃は当然、魔法攻撃も、精神攻撃も、呪じゆ術じゆつの類たぐいも……鞘の持ち主を害するありとあらゆる攻撃を完全カットしてしまうのだ。

　ド素人しろうとが、イキって、戦場にノコノコ出てくるわけである。

（くそ！　腹立つが、今の俺達じゃまったくどうしようもねえ相手じゃねえかッ！）

　どうすればいい？　そんな凜太朗に思考の暇ひまを与あたえるはずもなく──

「考え事をしている場合ですか？」

　再び、トリスタン卿きようが猛烈と凜太朗へと斬り込んで来る。

「くっそぉおおおおーーッ!?」

　凜太朗が一足、二足と跳とび下がりながら、トリスタン卿の剣を捌き続ける。

　一撃受ける毎ごとに、凄まじい衝しよう撃げきが剣けん越ごしに伝わり、凜太朗の身体からだを突つき抜け、泳がせる。

　もう、ぎりぎりで凌しのぐ戦いも限界に近い。今にも押し切られてしまいそうだ。

「り、凜太朗!?」

　最も早はや、見てられないとばかりに。

　瑠奈が凜太朗へ駆かけ寄ろうと駆け出した。とりあえず援えん護ごに入るつもりなのだろう。

「今、そっち行くわ！」

「バカ野や郎ろう、来るんじゃねえ！　それよりも早く、逃にげ──」

　凜太朗が、殿しんがりを引き受ける覚かく悟ごで撤てつ退たいを提案しようとした──

　──まさに、その時であった。




〝こうして、アーサー王が治めるブリテンは、数多くの円えん卓たくの騎き士し達と共に、栄えい華がと栄光の極きわみを誇ることとなった。〟

〝だが、アーサー王の心は、どこかすぐれなかった。〟

〝『五月一日に生まれた子供が、やがて王を殺すことになりましょう』〟

〝かつて、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクニムエによって殺されたマーリンが残した予言が、王の心に引っかかっていたのである。〟

〝『しかし、ご不安めさるな。王には、この私めがついておりまする』〟

〝『私が王のお側そばにいる限り、王は安全なのです』〟

〝だが、今はもうアーサー王の元に、マーリンはいないのだ。〟

〝悩なやんだ末に、アーサー王は言いました。〟

〝『五月一日生まれの子供を、全すべて余の前に連れてこい。従わぬ者は死し刑けいだ』〟

〝『その子供達に短たん剣けんを突き立て、一人残らず殺すのだ』〟

〝そこで、国中から五月一日生まれの子供が集められ、残らず殺されてしまった。〟

〝幼いモルドレッドもその中にいたが、彼だけは移送中に船が難破して難を逃のがれた。〟

〝そして、諸しよ侯こうや国民の多くが、このことに不満を持つのであった。〟

〝アーサー王の破滅とログレス王国の崩ほう壊かい、その第一歩の始まりである。〟
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「瑠奈！　上だーーッ！」

「!?」

　凜太朗の警告に、瑠奈が頭上を見やれば。

　何百という短剣が銀の尾おを引き、まるで驟しゆう雨うのように瑠奈へと迫せまってきていた。

「く──ッ!?」

　かわす暇などない。

　瑠奈はとっさに《星気光オーラ》を全開にし、剣を盾たて代がわりにして防ぼう御ぎよする。

　そんな瑠奈へ、無数の短剣が容赦なく降り注ぐ。

　その細い身体に、無数の短剣が次々と残ざん酷こくに突き立ち、血ち華ばなを美しく咲さかせる。

　ようやく、短剣の雨が降り止やめば──

「か──はっ!?」

　──そこには全身に短剣を串くし刺ざしにされた瑠奈が力なく、倒たおれていた。

　辛かろうじて急所は外したようだが、もう言うまでもなく戦せん闘とう不能だった。

「瑠奈ぁああああああああああああーーッ!?」

　そして。

　ざっ！　何者かが、地に伏ふす瑠奈の向こう側へ降り立っていた。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【根絶やす死の鋼エクスカリバー】……」

　フード付きのマントコートを羽織った少女だ。

　その手に、金でも銀でもない不思議な光こう沢たくを放つ短剣を握にぎっている。

「どんな王にも、光あれば、影かげがある……これは、そんなアーサー王の暗黒面を体現したエクスカリバーだ……悪く思うな」

「はははははははははははははーーっ！　ナイスだ！　月読零華っ！　君はやっぱり、優ゆう秀しゆうな家臣だなぁ！　あっははははははははははははははははーーッ！」

　さもしてやったりとばかりに高笑いする仁を無視して。

　その少女──零華は、瑠奈にとどめを刺さそうというのか。

　短剣を納め、剣を抜ぬいた。白い刀身の宝剣だった。

　つい最近、誰だれかを手にかけたのだろうか？　その白い刀身は滴したたる血に染まっていた。

「くそがぁあああああああーーッ!?」

　途と端たん、激げき憤ふんした凜太朗が、弾はじかれたように瑠奈の元へと向かおうとする。

　だが──

「通しませんよ、ここは」

　そんな凜太朗の前に、トリスタン卿が風のように立ちはだかる。

「そこをどけぇえええええええええええええーーッ！」

　憤ふん怒ぬと焦しよう燥そうのままに、激しくトリスタン卿へと打ちかかる凜太朗。

　だが、そんな雑な剣をやすやすと受けるトリスタン卿ではない。

　凜太朗の矢や継つぎ早ばやの双そう剣けん撃げつ剣けんを、トリスタン卿は淡たん々たんと打ち返していく。

「瑠奈！」

「くっ！　今、助けますわ！」

　当然、ケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿も、瑠奈の元へと向かおうとするが──

「あらあら、無ぶ粋すいな。ここは私のダンスのお相手を務めてくださいませ」

　素す早ばやく回り込んだ黒い魔ま女じよが、指を打ち鳴らす。

　すると。

　ずずず……三人の足あし下もとが真っ黒な沼ぬま地ちと化し、三人の身体が沈しずんでいく。

　そして、沼地から何者かの手が無数に上がり、三人を摑つかみ、沼ぬまの底へと引きずり込もうとする……

「くそ……ッ！　またか！　また、これか!?」

「くぅっ！　幻げん術じゆつ……これはただの幻術なのに……ッ！」

　よほど強力な魔法なのだろう。

　フェリシア達ではどう足あ搔がこうが、この幻術を破ることができない。

　フェリシア達は、黒い魔女ただ一人に、完全に足止めされてしまっていた。

「くそ……ッ！」

　そんな周囲の状じよう況きように、凜太朗がますます力を込こめてトリスタン卿へと斬きりかかる。

「そこをどけっつってんだろうがッ！」

　だが、トリスタン卿は微み塵じんも揺ゆらがない。まるで城じよう壁へきだ。

（クソッ!?　まだ間に合う！　【魔人フオモール化】だ！　【魔人フオモール化】しかねえッ！　クソッ！　力を寄よ越こせ！　寄越しやがれぇえええええええええええええええーーッ！）

　心の中で猛たけり狂くるって、吠ほえ叫さけぶが──

　──魔人フオモールの力は、欠片かけらも湧わいてこない。声すら聞こえない。

（──なんなんだよ、クソがぁ──ッ！）

　やがて、トリスタン卿は、凜太朗の嵐あらしのような猛もう連撃を捌さばききり──その終ついに、破城槌つちのような一撃を返した。

「ぐぅ──ッ!?」

　がぁんっ！　辛うじて双剣の柄つかでその一撃を防ぐものの、瑠奈とはまったく逆の方向へ大きく吹ふき飛ばされていく凜太朗。

　そうして手をこまねいている間に、零華は瑠奈のすぐ傍かたわらに立ち、瑠奈を見下ろした。

「う……ぅ……凜……たろ……ぅ……」

　瑠奈はそれでも震える手を伸のばして、取り落としてしまった己おのが剣を拾おうとする。

　だが、零華はそんな瑠奈の剣を足で蹴けって、遠くにやってしまう。

「……ぁ……」

　決定的な絶望感が、瑠奈の目にありありと浮かんだ。

「恨うらみたければ、好きなだけ恨むがいい」

　零華は死刑宣告のように冷たく淡々と告げた。

「お前の命は──無む駄だにはしない」

　そして──瑠奈の背中に、その白い剣を容よう赦しやなく突き立てていた。

「あぐぅ──ッ!?」

「瑠奈ぁあああああああああああああーーッ!?」

　そんな瑠奈の姿を見た凜太朗が、眦まなじりが引きちぎれんばかりに目を見開き、吠える。

　そして、凜太朗の霊れい的てきな視覚は捉とらえていた。

　あの白い剣は──瑠奈から何かを吸っている。

　致ち命めい的てきな何かを、瑠奈から吸い上げている。

　吸い上げるごとに、白い剣が赤く輝かがやいていき──

「……ぁ……、……」

　逆に瑠奈が、みるみる弱っていく──

「そん……な……瑠……奈……」

　そして、霊的に瑠奈と繫つながっているケイ卿の姿が──薄うすれていく。

　信じられないと見つめる指先から、マナの粒りゆう子しへ砕くだけて……ケイ卿が消しよう滅めつしていく。

「嫌いやぁあああああああーーッ！　瑠奈！　嫌ですわ！　瑠奈ぁあああああーーッ！」

「クソッ!?　動けッ！　動け、動け、動け、動けぇえええええええええーーッ！」

　フェリシアとガウェイン卿が半はん狂きよう乱らんで暴れるが、どうしようもなく。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗がなんとかしてトリスタン卿を突とつ破ぱしようとするが、それも不可能で。

「あっはははははははははは！　どうだ、やっぱり僕の方が強いじゃないか！　僕こそが英えい雄ゆうになるんだ！　真の王となるんだ！　あっはははははははははははーーっ！」

　仁の耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが辺りに響ひびき渡わたって。

　そして、蠟ろう燭そくの火を吹き消すかのように、瑠奈の命が潰ついえようとしていた──

　──まさにその時だった。

　不意に、零華の後方頭上の空間に、びしりと亀き裂れつが走り──




「させないよ！」




　一人の少女が、零華を目め掛がけて舞まい降おりてきたのだ。

　その手には、氷で形作られた剣。

　ひゅお、と身を切るような凍とう気きをまき散らしながら、少女が氷の剣を一いつ閃せんする。

　剣から発する凄すさまじい凍気は大気を凍こおらせ、細氷ダイヤモンドダストを振ふりまいて、きらきら輝く軌き跡せきを描えがいた。

「ち──」

　零華は咄とつ嗟さに、瑠奈から白い剣を抜き取り、その場を飛び離はなれる。

　鋭するどく空を斬る氷の剣。零華の頰ほおに浅い斬ざん痕こんが走る。

　瞬しゆん時じに凍いてついた傷きず跡あとは、血の一いつ滴てきも流させない。

　そして、少女から発される圧あつ倒とう的なマナ。

「──《冬の嵐よ》」

　かっ！　白く輝く凍気の嵐が、逃にげる零華や黒い魔女達を正面から殴なぐりつけた。

「……ちぃっ！」

「……なんていうマナ圧……ッ!?」

　たちまち凍り付いていく全身の血に、たまらず零華や魔女は、その効果範はん囲いから逃のがれた。

　途端、幻術から解放される、フェリシア、ガウェイン卿きよう。

「瑠奈さんは殺させないよ」

　そして、瑠奈を守るように立ちはだかった、氷の剣を携たずさえたその少女の正体は──

「お前……那雪!?」

　──冬ふゆ瀬せ那雪であった。

　しかも、なんだか、いつもと雰ふん囲い気きがまるで違ちがう。

　確かにその顔立ちは那雪そのものだが──髪かみの色は蒼あおく輝く銀色となり、瞳ひとみの色も凍こごえるアイスブルーだ。まるで宝石のように美しい。

　いつ着き替がえたのか、衣服も学園の制服ではなく、蒼と白を基調とした極ごく薄うすのドレス。そして全身を不思議な魔力が灯ともる宝ほう飾しよく品ひんで控ひかえめに飾かざっている。

　普ふ段だんの儚はかなげな雰囲気も相まって──その姿はまるで氷の妖よう精せいか何かであった。

「ちっ……また、お前か」

　そんな那雪の姿を見て、零華は忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「先さき程ほども、よくも私の邪じや魔まをしてくれたな……おかげで、吸いきれなかった」

「…………」

「しかもこんなに早く、あの異界を抜け出して来るとは……予定外にもほどがある」

　零華が忌々しげに、そう言った瞬間だった。

　ぐにゃり……

　凜太朗達が見る風景が、揺らぎ始める。

「こ、これは……【異界化】……ッ!?」

「私が張ったの、凜太朗君。あの人達をこの場から追放したの」

　那雪が、凜太朗を振り返って言った。

「ここは一いつ旦たん、退ひくべきだよ」

「な、那雪……お前、一体……？」

「話は後で。【異界化】で私達とあの人達を切り離しても、あの魔女がいる限り、さほど時間は稼かせげないから」

　那雪の発言はもっともだった。

　凜太朗は歯は嚙がみして、血ち塗まみれになった瑠奈を抱だき上げる。

　──まだ、息がある。虫の息だが、生きている。

　その事実に、自分でも戸と惑まどうほど、ほっとして……

　凜太朗は、歪ゆがむ風景の中に消えていく仁達を睨にらみ付け、凄すごんだ。

「覚えていろよ、クソガキ……ッ！　楽に死ねると思うな……ッ！」

「ひっ!?」

　凄まれた仁が、凜太朗の修しゆ羅らの形相に戦おののき、一歩下がる。

「は、ははは、ほ、本当に弱い犬ほどよく吠えるよなぁ？」

　そんな減らず口を叩たたく仁を無視して、凜太朗は零華へと向き直った。

「そして、零華といったか……その白い剣けん……てめぇ、そういうことか？」

「ふっ……察しがいいな、マーリン」

　ぎり、と。凜太朗は歯嚙みして、焦しよう熱ねつする憤怒の目で零華を突つき刺さし、地じ獄ごくの底から轟とどろくような声こわ色いろで宣言した。

「ここで会ったが百年目だ……てめえだけは、俺が潰つぶす」

「上等だ。私も貴様だけは、この手で葬ほうむらなければならないと思っていた」

　それは、いかなる因いん縁ねんか。

「粛しゅく清せいしてやる、マーリン。貴様だけは、必ず……」

　凜太朗と零華が、互たがいに互いを視線で呪のろい殺せそうなほど火花を散らし合う。

　そして──

　そんな、息が詰つまるほどの緊きん迫ぱくした空気の中。

　仁や零華達は、空間の揺らぎの中に消えていくのであった──

　ぷつん、と切れる緊張の糸。誰だれもが助かったことに呆ほうけて、へたり込む。

「……凜太朗君……」

　そんな中、那雪が申し訳なさそうに凜太朗へ進言する。

「その……こんなこと言いたくないけど……辛つらいと思うけど……」

「……ああ、わかってる」

　凜太朗は全すべての感情を殺して、ぐったりとした瑠奈を抱き上げた。

　そして、フェリシア達へ淡たん々たんと言った。

「連中はすぐ戻もどってくる。……ここを放ほう棄きするぞ。……今は落ち延びる」

「…………」

　凜太朗の言葉に、重苦しい沈ちん黙もくが重なる。

　ぎり……骨が砕けんばかりに力がこもる凜太朗の拳こぶしに、爪つめが皮ひ膚ふを突き破って、血が滴したたるのであった──
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　ログレス邸ていを放棄し、落ち延びた凜りん太た朗ろう達。

　そんな彼らが潜せん伏ぷく先に選んだのは──キャメロット国際学園であった。

　今は深夜。そして、明日は休日。

　広く、誰も居ない学園敷しき地ち内は、籠ろう城じようするにはもってこいの施し設せつだ。

　さらに、凜太朗はそこを魔ま法ほうで【異界化】し、現実世界と切り離した。

　今や、凜太朗達がいるその場所は、学園校舎の風景だけを投射した、どこでもネバー・ない場所ウエアであった。

　そんな異界の中の校舎内にある医務室に、凜太朗達は集まっていた。

　医務室内の二つのベッドには、それぞれ二人の少女が眠ねむっている。

　一人は瑠る奈な。そして、もう一人は──エマだ。

「まさか……エマもやられていたなんて……」

　フェリシアが沈痛な表情で、ベッドに横たわるエマを見下ろしていた。

　酷ひどい有様だ。血を失った真っ青な顔で、死んだように眠っている。

　血塗れでズタボロになった制服が、エマがどんな無む惨ざんで残ざん酷こくな目に遭あわされたのかを、容易に想像させる。

　すると、那な雪ゆきが申し訳なさそうに口を開いた。

「私が、屋敷内に張られた敵の異界の境界をなんとか越こえて、駆かけつけた時には、エマさんはすでに全身ボロボロで……そして、あの人に白い剣で刺されていたの……」

「あの人……確か月つく読よみ零れい華かと呼ばれていた人ですわね？」

　フェリシアの言葉に、那雪が小さく頷うなずく。

　──月読零華。

　彼女こそが、エマをこんな目に遭わせた元げん凶きようだったのだ。

「そして、私がエマさんを助けようと魔法で零華さんを攻こう撃げきしたら、零華さんは即そく座ざに異界の境界を越えて撤てつ退たいしたの。私は、エマさんにまだ微かすかに息があることに気付いて、傷を治ち癒ゆの魔法で、必死に治したんだけど……」

「……身体からだの傷そのものは治っても、根本的な生命力……それがまるで戻らない。……そうだろう？」

　その時、凜太朗が重々しく口を開いた。

　フェリシア、ガウェイン卿、那雪が凜太朗の背中を見る。

　凜太朗の視線は、すぐ前にあるもう一つのベッドに注がれていた。

　そこには瑠奈が眠っている。

　エマとまったく同じように、真っ青な顔で、死んだように。

「こっちも同じだ。傷は塞ふさいだのに、死にかけだ」

　そう呟く凜太朗の目は、かつてないほど感情がなく……そして、昏くらく煮にえ滾たぎっていた。

「残りカスのような命で、辛かろうじて生きているような状態だ……もう長くは保もたねえ。……このままじゃ、こいつらはいずれ死ぬ」

　誰もが薄うす々うすと感じていたことを、凜太朗がはっきり告げて。

　一同が、息を吞のんで絶句した。

「い、一体、どういうことですの!?　なんで、彼女達は回復しませんの!?」

　やがて、フェリシアが唇くちびるをわななかせ、狼狽うろたえきって叫さけんだ。

「あの白い剣……あれが、零華のエクスカリバーなのかもしれない」

　ガウェイン卿も額に脂あぶら汗あせを浮うかべて、推察する。

「〝生命力そのものを奪うばう能力〟……きっと、そんな能力が……」

「ありえませんわ！　零華のエクスカリバーは【根絶やす死の鋼エクスカリバー】！　《王キング》にエクスカリバーは一人一ひと振ふりのみ！　あの白い剣がエクスカリバーだなんてありえませんわ！」

「し、しかし……この現代に、あれほどの力を持つ魔剣が他ほかにあるはずがない……月読零華が《王キング》である以上、あれはエクスカリバーでなければ──」

　そんな風にフェリシアとガウェイン卿が議論していると。

「……ああ、あの白い剣は、エクスカリバーではねえな……」

　ぼそり、と。凜太朗が吐はき捨てるように言った。

「そして、あの剣は……〝王の血を奪う〟剣だ」

「王の血を……奪う……ですって……？」

「何か知っているのか？　凜太朗」

「…………」

　答えず、凜太朗は那雪を振り返った。

「なぁ、那雪。お前は何者なんだ？　その姿は一体、なんだ？」

　凜太朗は那雪を改めて見やる。

　元の素そ朴ぼくな少女からあまりにも変わり果てた、戦せん慄りつするまでに美しいその姿──

「凜太朗君なら、もう薄々わかってると思うけど……」

　那雪は何かを諦あきらめたように息を吐いて、悲しげに微笑ほほえんで、告白した。

「……私は、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの一人だよ……元、だけどね……」

　その告白に、フェリシアもガウェイン卿きようも納なつ得とくした。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは半人半妖よう精せい。全員が全員、壮そう絶ぜつなマナを誇ほこる魔法使いだ。

　ならば、那雪のあの力も頷けよう。

「ふん……そうかよ」

　だが、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクと聞いた途と端たん、凜太朗の言葉の端はし々ばしに、どこか憎にく々にくしげな負の感情が混じり始めた。

「で？　その元・湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク様が、一体、何の用だ？　どうして一いつ般ぱん人を装よそおって、俺達に近付いた？　どーせ、魔法か何かで周囲の認にん識しき弄いじって、あの学園にずっと在ざい籍せきしていたことにしてたんだろ？　な？」

「…………」

「俺の転校初日、お前、やけに馴なれ馴れしく俺に話しかけてきたよな？　偶ぐう然ぜんにしちゃできすぎてる……お前、俺の正体、最初から知ってたな？　まーた、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクどもは、俺を嵌はめ殺そうとしてんのか？　ああ？」

「凜太朗！　那雪に嚙かみ付いている場合じゃありませんわ！　そもそも彼女のおかげで、わたくし達は助かったのですわよ!?」

　だが、態度の悪い凜太朗を𠮟しつ責せきするフェリシアを、那雪が手で制して宥なだめた。

「いいの、フェリシアさん」

「那雪……ッ!?　ですが……ッ！」

「私は大だい丈じよう夫ぶだから……凜太朗君が……マーリンが湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達を嫌きらう気持ち……よくわかるから……だから、いいの……」

　悲しげに、そして、寂さみしげにそう言って。

「でも、これだけは信じて、凜太朗君。私は凜太朗君の味方だから……どんなことがあっても、絶対に凜太朗君の味方だから……命をかけて誓ちかうから……だから……」

「ご託たくはいらねえ。答えろ。何のために、俺に近付いた？」

　凜太朗の突つき放すような問いに、那雪が押し黙だまる。

「それは……ごめん……それだけは……言えない……」

　那雪は今にも泣き出しそうな表情で、そう絞しぼり出すように言った。

「それを言ったら……私はもう、凜太朗君の傍そばにいられなくなっちゃう……から……」

「……………………」

　そんな要領を得ない那雪の返答に、凜太朗が押し黙る。

　無言の圧力……拒きよ否ひ・拒絶の沈黙だ。

「……凜太朗。どうか冷静になってくださいませ」

　すると、見かねたフェリシアが口を挟はさんだ。

「彼女がわたくし達の敵であるはずがありません。陥おとしいれるつもりならば、あの絶体絶命の状じよう況きようで、わたくし達を助ける理由は皆かい無むです」

「そうだ。その事情はまだわからないが、少なくとも今の彼女は、僕達の味方だと考えていいはずだ」

　そんなフェリシアとガウェイン卿の至し極ごく真っ当な言葉に。

「わかってる！　ンなの、わかってんだよッッッ！」

　がんっ！　凜太朗は、壁かべを殴なぐりつけながら叫んでいた。

　聡そう明めいな凜太朗だ。那雪が敵でないことくらい、当然、理でわかる。

　だから、これは感情の問題なのだ。

　かつての凜太朗──マーリンは、心の底から信じていた恋こい人びとの湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクに裏切られ、封ふう印いんされて殺された。そのせいで、マーリンはアーサーに最後までついていてやれず、道みち標しるべを失ったアーサーは、破は滅めつに向かって一直線になったのだ。

　かつての一人ぼっちだった頃ころの凜太朗ならば、このまま感情のままに那雪を拒絶し、罵ば倒とうし倒たおしたことだろう。下手をすれば剣けんすら向けたかもしれない。

　だが、今は──

「…………」

　凜太朗は深呼吸をして、昏い感情を殺し、静かに眠る瑠奈を見下ろす。

　ふと、記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように、凜太朗の脳のう裏りを過よぎる。

　それは、瑠奈と出会って以来、瑠奈と過ごした日々の記憶だ。

　まぁ、思い出す記憶、思い出す記憶、瑠奈に振り回され、振り回されの、本当にロクな記憶がない。正直、思い返すだけで疲つかれて、うんざりしてくる。

　だが──それでも。

　それはきっと、かけがえのない、楽しい日々だったろう。

　恐おそらく、子供の頃、まだ自分が人から恐れられる前……イングランドの片かた田舎いなかで出会ったあの生意気なアイツと、時間を忘れて無む邪じや気きに遊び転がったあの時と同じくらいに。

　だから──

「──俺は、お前を信じる」

　凜太朗は振り返り、真まっ直すぐ那雪を見つめていた。

「凜太朗君……」

「当然、お前のためじゃない。瑠奈のために、だ」

　凜太朗がふん、と鼻を鳴らし、釘くぎを刺さすように言った。

「今は、お前の力が必要だ。だから、俺はお前を信じる。最低のクズと罵ののしってくれて構わねえよ……だが、それでも俺は、卓たく越えつした魔法使いであるお前の力を利用するために、お前を信じる。……瑠奈のためにな」

「ありがとう、凜太朗君……」

　だが、那雪は嬉うれしそうに微笑むだけだった。

　まだ色々と軋あつ轢れきはありそうだが、とりあえず収まった場に、フェリシアとガウェイン卿が、ほっと息を吐いた。

「それで？　これから、わたくし達、どうしますの？」

「片かた岡おか陣じん営えいの追つい撃げきは……あるのだろうな」

「ああ、あるな。いつか、ここに押し入ってくるぜ」

　この異界は、融ゆう界かい段階：物質位アツシアー──比ひ較かく的てき現実世界に近い異界だ。つまり、ある程度、手間はかかるが、外部からの侵しん入にゆうが可能な異界だ。

　これ以上、高位の融界段階の異界は、基本、長期滞たい在ざいに向かないのだ。

　高位の異界に長居をすれば、その異界の中に飲まれ、精神をやられてしまう。特に今の瑠奈やエマのように昏睡状態になれば、その危険性が伴ともなう。

「向こう側には、あの魔女がいます。わたくし達、きっと完全に捕ほ捉そくされていますわ……どこかに隠かくれて、しばらくやり過ごす……などは不可能でしょうね」

「ああ。それに、あのクソガキの性格的に、俺達をこのまま逃のがすとは思えねえし、月読零華の正体が俺の予想通りなら、ますます俺達を逃にがさねえよ。あいつは必ず、瑠奈とエマのトドメを刺しに来るはずだ。フェリシア、あいつはお前の命も狙ねらってくるだろう」

「くっ……わたくしも……ッ!?」

「こんな状態の瑠奈達を抱かかえちゃ逃げるのも困難……つまり、俺達は迎むかえ撃うつしかねえってことだ」

　重苦しい空気が一同の頭上にのしかかる。

「そして、俺達が瑠奈とエマを救うには、月読零華の〝白い剣〟を破は壊かいするしかねえ」

「零華の剣を……？」

「ああ、破壊して、瑠奈とエマの王の血を取り戻もどす……これしかない」

　凜太朗が確信に満ちた表情で言った。

「それにしても、凜太朗。彼女の……零華の正体とはなんですの？　あの剣は一体？」

　何か知っていそうな凜太朗へ、フェリシアが問いを投げる。

「それは後で話す。多分、長くなるからな。……とにかく、今は状況整理だ」

「わかりましたわ。しかし、この状況で勝つのは……生半可なことじゃありませんわね」

　フェリシアが溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「那雪が協力してくれるとはいえ……まだ、あまりにも戦力差があり過ぎます」

「悔くやしいが、まったくその通りだ」

　こちらの戦力は、絶不調の凜太朗と、フェリシア、ガウェイン卿、そして那雪。

　そして、向こうの戦力は、トリスタン卿、黒い魔女、月読零華、そして未いまだ登場すらしていない零華の《騎士ジヤツク》。どう考えても手が足りない。

「……凜太朗。どう動く？　個々の戦力では圧あつ倒とう的に劣おとっているこの状況で」

「…………ッ！」

　ガウェイン卿の問いに、凜太朗が渋じゆう面めんとなる。

　マーリンの英知としての頭脳をフル回転させて、状況を打開する作戦を考える。

　……だが、状況が悪すぎる。

　元々、戦力差が大きく開いている上に、動けない瑠奈とエマも守らなければならないのだ。こんな状況では、不意討うちや暗殺などの搦からめ手てすら使えない。

　詰つんでいる。凜太朗の冷れい徹てつなる判断は、そんな計算を冷たくはじき出した。

（クソ……ッ！　せめて……魔人フオモールの力があれば……ッ！）

　普ふ段だんならば、息をするように感じられた魔人フオモールの力は、やはり今も、欠片かけらすら感じられない。凜太朗は片手で顔を覆おおって、苦く悩のうする。

「…………」

　那雪は、そんな凜太朗の横顔を、じっと見ていた。

　そして、凜太朗の首にかかるサンザシのケルト十字へと視線を移す。

　しばらくの間、那雪はそのサンザシのケルト十字を何やら意味深に見つめていて……

「……凜太朗君」

　やがて、何か意を決したように、口を開いた。

「瑠奈さんのこと……どんな代だい償しようを払はらってでも、助けるって覚かく悟ごはある？」

「……那雪？」

「凜太朗君の魔人フオモールの力……取り戻す方法……一つだけあるかもしれない」

「────ッ!?」

　そんな那雪の発言に、一同は目を剝むいて、那雪を注視する。

「でも、それは本当に危険な道……それでも……凜太朗君が瑠奈さんのことを大切に思っていて……凜太朗君に〝運命に立ち向かう覚悟〟があるなら……ひょっとしたら……」

「那雪!?　お前、なんで俺の魔人フオモールの力のことを知ってるんだ……ッ!?」

「…………」

　だが、そんな凜太朗の疑問に、那雪は答えない。

　ただ、凜太朗を真っ直ぐ見つめ、薄うすく微笑ほほえむ。

　どこまでも決意に満ちた表情で、那雪は凜太朗を見つめ続けるのであった──




　──その頃、ログレス邸ていにて。

「へぇ……瑠奈達って、結構、いい家に住んでたんだなぁ」

　邸内の廊ろう下かを、仁ひとしとモルガンが我が物顔で徘はい徊かいしていた。

「ね、ねぇ、エレイン……この家、本当にもらっちゃっていいんだよね……？」

「もちろんですわ、仁様……」

　今はエレインと名乗るモルガンが、にっこりと媚こびた笑みを浮うかべて応じた。

「仁様は勝者なのです。いわば、この家は戦利品……これもまた、真なる王の特権なのですわ」

「そ、そうだよね……僕は王なんだ……このくらい当然だよな！」

　興奮気味な仁が、目についた扉とびらを開けて、その部屋の中を覗のぞいてみる。

　そこは使われていない寝しん室しつであった。

　豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きの大きなダブルベッドが中央に設置されている。高級そうな絵画やシャンデリアなどが吊つるされた、非常に華か美びな部屋だ。

　屋や敷しき内に召しよう喚かんされているお手伝い妖精ブラウニーの仕事なのだろう。その部屋はいつでも使えるように綺き麗れいに整えられていた。

「まぁ……素す敵てきなお部屋ですわ」

　モルガンが壁にある照明のスイッチをつけ、明るくなった室内へとしずしずと入る。

　そして、ベッドの傍かたわらに歩み寄り、その周辺をうっとりと観察し始めた。

　シャンデリアの柔やわらかな光が、モルガンの身体からだを照らし上げていた。

　それを目にした仁が思わず、喉のどを鳴らす。

　今までは暗くら闇やみというヴェールに隠され、意識せずに済んだ、モルガンの肢し体たい。

　それが今、光の下に露あらわになり、否いやが応でも意識せざるを得なくなる。

　女として過不足ない、柔らかで優美な曲線を描えがく身体。どこまでもきめ細やかな肌はだ。その胸の双そう丘きゆうはあまりにも蠱こ惑わく的な黄金比率の形を取り、腰こしのくびれや臀でん部ぶ、太ふと股ももの造形は最も早はや芸術品だと言っていい。十代の少女特有の青さ、瑞みず々みずしさを讃たたえつつも、どこか成熟しきった大人の女のような色いろ香かが、むせかえるほど妖よう艶えんに漂ただよっている。

　そして、面と向かって直接見つめれば、魂たましいが吸い込まれそうになるほどの美び貌ぼう──

　そんな美神の寵ちよう愛あいを一身に受けたような身体を、露ろ出しゆつの多い衣い装しようやシースルーのマントローブで覆っているのだ。一糸まとわぬ裸はだかでいるより、なお扇せん情じよう的だ。

　まるで、男を狂くるわせるために生まれてきたとしか思えない、その少女の造形に──

　そして、そんな少女がまるで無防備にベッドの傍そばに立っているというその状じよう況きように──

「え、え、エレインッッッ！」

「────ッ!?」

　女を知らぬ少年の理性が崩ほう壊かいしないわけがない。

　仁は、モルガンに体当たりするように駆かけ寄り、モルガンをベッドに押し倒していた。

　肌はだ身み離はなさず背負っていた鞘さやを脇わきに捨て、モルガンの胸部へ顔を埋うずめる。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　も、もう我が慢まんできないんだっ！　お願いだ、エレイン……ッ！　もう……ッ！」

「……仁様……」

　並の少女ならば、唐とう突とつに男に組み敷しかれ、狼狽うろたえきるところだろう。

　だが、モルガンは余よ裕ゆうかつ妖艶な笑みを浮かべ、自分を組み敷く男を見上げた。

「エレイン……ッ！　エレインッ！　ああッ、エレインッ！」

　異常に興奮しきった仁が、乱暴にエレインの衣装を剝はぎ取ろうとする。

　だが、極度の緊きん張ちように手がガタガタと震ふるえ、まるで上手うまくいきそうになかった。

「くそ……っ！　くそぉ……くそぉ……ッ！」

　ようやく、仁がモルガンを半はん裸らにした……その時だった。

「どうか落ち着いてくださいませ、仁様」

　モルガンが優やさしく諭さとすように、仁の震える手を握にぎった。

「私のこの身も心も、すでに仁様のもの……仁様が焦あせる必要は何もないのです」

「え、エレイン……」

「ですが……私の女としての一生のお願いです。私は、英えい雄ゆうとなられた仁様に抱だかれたいのです。私の全すべてを捧ささげたいのです」

「!?」

「確かに、仁様は、生まれながらにして真なる王の器うつわ。ですが、英雄としての器は打ち立てた武ぶ勲くんと功績によって証明するもの……どうか夢見がちな小こ娘むすめの夢、かなえてくださいまし、仁様……」

　要するに、それは遠回しな〝お預け〟だ。

　薄うつすらと涙なみだまで浮かべられて縋すがるように見つめられてしまえば、女に免めん疫えきのない童どう貞てい少年が強ごう引いんに犯おかす度胸など持ちようはずもなく、最早、どうしようもなくなってしまう。

「そんな……ッ!?　どうすれば……どうすれば、君は僕を英雄だと認めてくれるんだ……ッ!?　ぼ、僕は……僕はもう……ッ！」

　仁が焦ったように、悔しげにそう問うと。

「……瑠奈陣じん営えいの抹まつ殺さつ」

　モルガンは、その一いつ瞬しゆん、絶対零れい度どの笑みを浮かべ、仁に囁ささやいた。

「あの悪あく魔ま達を……仁様が成敗するところを見れば……私はきっと、仁様が世界を救う英雄であることを確信できますわ」

「……ッ！」

「そして、その暁あかつきには……」

　呆ほうけている仁の前で、モルガンがローブを開いていく。ローブの前を少しずつ煽あおるように開いていき、その艶なまめかしい身体を挑ちよう発はつするように露わにする。

「どうか、この私を、仁様の心ゆくまま、望むままに、召めし上がってくださいませ……何度でも、何晩でも、誠心誠意お相手務めてさせていただきますわ。私も、その夢のような一時を、まさに夢見るように焦こがれ、心待ちにしていますから……」

　その猛もう毒どくのような蠱惑さに。劇物のような妖艶さに。麻ま薬やくのような艶美さに。

　最早、仁の脳は絶頂寸前であった。

「ぉおおおおお……ッ！　うおおおおおっ！　わかった！　絶対、絶対に、あの邪じや悪あくな連中を倒たおしてみせる！　そうだ、僕は英雄だっ！　英雄なんだぁああああっ！」

　確かにここで踏ふみ留とどまれたのは、ある意味、英雄だろう。

　仁は立ち上がり、最早やけくそのように戦意を燃やし、気き炎えんを吐はき出し続ける。

「…………」

　そんなあまりにも滑こつ稽けいな仁を、モルガンはじっと見つめて。

　そっと、手を伸のばして……傍らに落ちている仁の鞘エクスカリバーに触ふれて……

　くすり、と。

　冷たく、残ざん酷こくに微笑むのであった──




「やれやれ。今いま頃ごろ、あのボン……君の主君は、お楽しみタイームかな？」

「ありえないな」

　ログレス邸の前庭アプローチの片かた隅すみで。

　屋敷を見上げながら、月読零華とディナダン卿きようが言葉を交かわし合っていた。

「あの女の正体が、私の予想通りなら……あの女は、とある男に操みさおを立てているはずだ。最早、決して、他の男に身体を許したりなどはしない」

[image: ]

「だよねぇ……あの奔ほん放ぽうで放ほう蕩とう三ざん昧まいだった世紀の大悪女がねぇ……人は変われば変わるものか……」

　ディナダン卿が懐ふところから、さっきコンビニで購こう入にゆうした煙草たばこの箱を取り出す。

　箱の底をとんとんと手で叩たたいて、飛び出た一本を口にくわえる。煙草の先を手で覆うように、百円ライターで火をつけ、ゆっくりと紫し煙えんで肺を満たしていく。

「……その姿、似合うな」

「だろ？」

　呆あきれたような零華の視線を受け、ディナダン卿は得意げに応じ、煙けむりを吐いた。

「さて、零華。一応、《王キング》たる君に仕える《騎士ジヤツク》として聞こう。首しゆ尾びはどうだい？」

「順調だ。これ以上ないくらいにな」

　しゃ、と。零華が剣けんを抜ぬいた。

　瑠奈を、エマを、アインズを刺さし貫つらぬいた、あの白い剣だ。

　零華が、その白い刀身に己おのが瞳ひとみを映していると……

「順調……か。果たしてそうかな？　僕には、とてもそうは思えないんだけどね」

　空に向かって紫煙を吹ふきながら、ディナダン卿がそう呟つぶやいた。

「どういうことだ？」

「だって、まだ生きているんだろう？　瑠奈も、エマも」

「邪魔が入って仕留め損そこなっただけだ。それに、目的はほぼ達成している」

「だが、完かん璧ぺきじゃない。それに、君ほどの腕うで前まえの持ち主が、あの状況で、仕留め損なうなんて……本当にあるのかい？」

「……偶ぐう然ぜんだ」

「ふうん？　偶然……ね」

　ディナダン卿が火のついた煙草を口から外し、零華を流し見る。

「ふん、貴方あなたはそう言うが、連中は回復不能の虫の息だ。いつでも仕留められる。……一体、何の問題がある？」

「僕は戦力外だからやることなくてね。暇ひまだから色々と街で探さぐってたんだけど、件くだんのアインズ爺じいさん、一命を取り留めたらしいぞ？　さっき、病院で目を覚ましたそうだ」

　もっとも、エクスカリバーも円卓ラウンド・の欠片フラグメントも破は壊かいしたから、脱だつ落らくは脱落だろうが……と前置いて、ディナダン卿は零華に問う。

「……これも偶然かい？　零華」

「……ふん、私も腕が鈍なまったな……あんな老いぼれ一人殺しきれぬとは」

　ディナダン卿の指し摘てきに、零華は顔色一つ変えず冷れい酷こくに呟いた。

「これは僕の予想でしかないんだが……君は、ひょっとして迷っているのでは？　その迷いが剣を鈍にぶらせているのでは？」

「あり得ないな」

　すると、そんなディナダン卿の言葉を拒きよ絶ぜつするように、零華は語気強く言い切った。

「私の方針は当初の通りだ。それでこそ、私の目的は達成される」

「…………」

「当然、不ふ手て際ぎわは清算する。仕留め損なった瑠奈も、エマも、そしてアインズも……いずれこの手でその命脈を、完璧に刈かり取る。そして、フェリシアをも討うつ。いずれ、仁も裏切って殺し……全ての《王キング》を皆みな殺ごろしにする。そこに例外も慈じ悲ひも情けもない」

「相変わらずだな。君は、本当にそれでいいのかい？　後こう悔かいは？」

「ああ、私は罪深き者だ。この身も魂も、全てが汚よごれている。だからこそ、汚れてでも目的を達成せねばならない。それだけが贖しよく罪ざいなのだ」

　零華の瞳は、どこまでも冷酷で冷れい徹てつで……そして、揺ゆるぎない覚かく悟ごに満ちていた。

　ディナダン卿は、そんな零華をしばらくの間、なんとも言えない表情で見守っていて……やがて、煙草を燻くゆらせて呟いた。

「……それが君の選せん択たくと言うならいいさ」

「ふん、わからないな、ディナダン卿……いいんだぞ？　この私を裏切っても」

　零華の挑発するような言葉に、ディナダン卿が押し黙だまる。

「とぼけた風を装よそおってもわかるぞ？　貴方はこの私が憎にくいのだろう？　私を止めたいのだろう？　私の背中に剣を突つき立てたいのだろう？」

「…………」

　そんな零華の物言いに、ディナダン卿は無言で紫煙を吸い込む。

　やがて、それをゆっくりと空へ向かって、吐き出して。

「いや……僕にその資格はないよ、零華。前にも言ったけど、僕は君の王道を見届ける……それだけさ。それが円えん卓たくの崩壊を止められなかった、僕の役割なんだろうよ」

　に、と。口の端はしを吊つり上げて笑いながら、ディナダン卿が皮肉げに言った。

「円卓の調停者バランサー……そんな大してありがたくも誇ほこれもしない、大層な二つ名で呼ばれておきながら……結局、何一つできなかった、僕のね」

　そんな風に、どこか遠い目で紫煙を燻らせるディナダン卿の背中を。

「…………」

　月読零華は、どこか複雑な表情で見つめるのであった。




　────。




　冬ふゆ瀬せ那雪は、静かに物思う。

　ああ、こうして──目を閉じれば。

　あの頃の、幸せで、世界がきらきらと輝かがやいていたように思えた日々は、全てが自分を祝福してくれたように華はなやいでいた日々は、今でも容易に、鮮せん明めいに思い出せる──

　そう、確かその日、私は彼と二人で美しい湖こ畔はんにある花畑を散策していたのだ──

「ったく、わからねえなぁ……」

　私は、そうぼやく彼に、とある綺き麗れいな湖の畔ほとりで膝ひざ枕まくらをしていた。

　彼は、私の膝の上に頭を乗せて寝ねそべり、どこか拗すねたように私を見上げてくる。

「なんだって、お前は、こんなクソ野や郎ろうの傍そばに居てくれるんだよ？」

　そんな彼は、素す直なおじゃない子供のようで、とても可愛かわいい。

「お前、巷ちまたで俺がなんて言われてるか知ってるか？　……悪魔の落とし仔ご、破は滅めつの化け身しん、災わざわいをもたらす者……円卓の連中ですら、滅多に俺には近付かねえってのによ……」

　そんな彼に、私は答える。

「だって、私、貴方の本当の顔、知っているもの」

「…………」

「貴方は一見、ロクでもない人だけど……本当は優やさしい人だもの。ただ、へそ曲がりで、寂さびしがり屋やなだけ。寂しいから、人に構って欲しいだけなんだよね？　人に見て欲しいだけ、誰だれかに傍に居て欲しいだけなんだよね？」

　くすくすと笑いながら、私は自信をもって答える。

「なんだか、放ほうっておけないよ」

　すると、さすがに、私はストレートに核心を衝きすぎたみたい。

　私の膝の上から見上げる彼の目が、たちまち不ふ機き嫌げんそうに細められる。

「……ふん、女がわかったような口をききやがって……気に入らねえな」

　すると、彼は不意に手を伸ばして、私の腕を摑つかみ、引っ張って……

「きゃ!?」

　くるりと私を引き倒し、私を地面に組み敷しいていた。

　私の両手は、頭上で纏まとめられ、彼の片手で固定されてしまう。

「お前の甘っちょろい認にん識しきを改めさせてやろうか？　ああん？」

　彼は動けない私を見下ろし、空いた片手で私のあごをつまみ上げ、精せい一いつ杯ぱい凄すごんでくる。

「今からここで、お前を気絶するまで滅め茶ちや苦く茶ちやに犯おかしてやってもいいんだぜ？　噂うわさ通りの外げ道どうさを、お前の身体からだで直接、体現してやるよ。……ほーら、嫌いやだろ？　泣けよ？　叫わめけよ？　助けを呼んでみろ、俺を拒絶してみろよ？」

　だけど……そんな彼の必死な様子に、私は思わず噴ふき出してしまっていた。

「……おい、何がおかしいんだよ？　立場わかってんのか？」

「しないよ。貴方はそんなことしない」

　このまま、なし崩くずし的に彼のものになってしまうのも、それはそれで……まぁ、ほんのちょっとだけ……それでもいいかなぁなんて……我ながら、ふしだらだけど。

　それ以上に、私には、彼に対する信しん頼らいで溢あふれていた。

「そうでしょ？」

「…………」

　すると、彼は呆れたように、ばつが悪そうに目をそらして……

　私を解放し、ふて腐くされたように、ごろりと横になって向こうを向いてしまう。

「ちっ……調子の狂くるう女だぜ……」

「ふふふ……」

　そんな彼の頭を私は撫なでる。優しく、優しく、撫でる……

「マーリンは良い子、良い子……なでなでしてあげるね」

　彼と触ふれ合う指先から、彼と過ごす時間から、この身に染しみいってくる穏おだやかで優しい幸福が、この私を溶とかしていくようであった。

「……、なぁ……今のは、その……わ、悪かったよ……」

「～♪」




　──でも。

　こんな風に、幸せだけの思い出だけで終われば良いのに──




「ふざけるなぁあああああッ！　う、裏切りやがって!?」

　いつだって、私の幸福な記き憶おくは、彼の憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬと罵ば倒とうで打ち砕くだかれるのだ──

　──いつの間にか、景色は変わっている。

　そこは、とある森の奥の、とある大岩の前。

「ごめんなさい……ッ！　本当に、本当にごめんなさい……ッ！」

　私は、泣きながら彼に謝っている。

　当然、彼は許してくれない。許すはずもない。

　だって、それだけのことを私はやってしまったから。

　彼の想おもいを、信頼を、裏切り、踏ふみにじってしまったのだから。

　本当は、謝ることすらおこがましい。許されない。

「ごめん……ごめんなさい、マーリン……ッ！　ごめんなさい……ッ！」

　だが、私はオウムのように同じ言葉しか繰くり返せなかった。

「お前を……お前だけは信じてたのに……ッ！　クソッ！　クソッ！　クソォオオオオオーーッ！　そうか、お前……このために、俺に近付いたんだな、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクめッ！　殺してやる……ッ！　殺してやるぞッ！」

「ひっく……ごめん……なさい……ッ！　ぐすっ……あぁああっ！　……本当に、ごめん……なさいッ！　私は……ッ！　こうするしか……ッ！」

「すまねえ、アーサーッ！　俺はもう……お前の傍に……ッ！　俺はぁ……うわぁああああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」




　──こうして、私の幸せな思い出は、粉々に砕け散っていく。

　──我が身が犯してしまった、許され難がたい大罪によって──




　────。




「……那雪？　どうした？」

　凜太朗は、どこかぼんやりと意識を彷徨さまよわせる那雪へと声をかけた。

　すると、那雪ははっと我に返り、曖あい昧まいに笑う。

「な、なんでもないよ……なんでもないから……」

　そこは先さき程ほどから引き続いて、異界の中の学園の医務室だ。

「それよりも、凜太朗君……心の準備はいい？」

「ああ」

　凜太朗は頷うなずき、周囲の床ゆかを見み渡わたす。

　そこには、トリケトラとケルトオガム文字で構築された魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。

　那雪が構築してくれたものだ。

「……これから、俺は俺自身の異界の中に……つまり、俺の深層意識の中へと潜もぐって……俺の中に巣くう、もう一人の俺自身と対たい峙じするんだろう？」

「そう。私が魔法で、凜太朗君をそこまで導いてあげる。凜太朗君の魔人フオモールの力は、そのもう一人の凜太朗君が握にぎっているはず……それを、凜太朗君が奪うばって、自分の支配下に置くの……そうすれば、凜太朗君はもう、誰にも振ふり回されることなく、自分の意思で自由に魔人フオモールの力を使える……身体にかかる負担もかなり抑おさえられるはず……」

　凜太朗は、ふと、エスと名乗るもう一人の自分のことを思い出す。

「でも、凜太朗君……わかっていると思うけど……」

「ああ。〝汝なんじ、深しん淵えんを覗のぞく時、深淵もまた汝を覗いている〟……はっきり言って、それは俺にとって自殺行こう為いだ。俺は戻もどってこれねえかもしれねえ。だがな……」

　凜太朗は揺るぎない決意を漲みなぎらせて、言った。

「それでも俺は行くぜ。……このままじゃどの道、ジリ貧ひんの全滅オチになるってのもあるが……それ以上に、あいつらを放っておけねえ」

　凜太朗は瑠奈とエマを交こう互ごに見やる。

「失いたくねえんだよ……俺にとって、瑠奈は……、…………」

　……瑠奈は何なのだろう？

　自分でも意識せず、心から零こぼれ落ちかけた言葉に、凜太朗自身戸と惑まどっていると。

「そのサンザシのお守り……ちゃんとつけてるんだね？」

　不意に、那雪がそんなことを言って、くすりと微笑ほほえんだ。

「ん？　これ、知ってるのか？」

　凜太朗が首から下がる、ケルト十字のペンダントを突つつきながら目を瞬またたかせる。

「うん……生徒会室で瑠奈さんが、お揃そろいのそれを作っているのを見たから」

「……お揃い？　なんのことだ？」

「あ、今の忘れて。それを私の口から言うのはちょっと野や暮ぼだから。……でも、うん……これならきっと……凜太朗君と瑠奈さんなら……」

　すると、那雪は、凜太朗の首に下がるサンザシのケルト十字に、古ケルト語で小さく何かを呟つぶやきながら、そっと触れた。

「ん？　何をした？」

「おまじない。凜太朗君が無事に戻ってこれるように」

「……？」

　意味がわからない凜太朗は訝いぶかしむしかないが、那雪は何かに安あん堵どしたように、確信したように微笑むだけだ。なんというか、摑み所のない不思議な少女であった。

「なぁ、那雪……一つ聞いていいか？」

「何？」

「お前はどうして、そんなに俺のことを知っているんだ？」

「！」

「俺ですら……俺の中に、俺の魔人フオモールの力を制せい御ぎよしている存在がいるなんて、つい最近まで知らなかったんだ。なのに、お前はまるで当然のように知っていた……しかも、魔人フオモールの力についても俺以上に詳くわしい」

　途と端たん、那雪が押し黙だまる。

「なぁ、お前は俺の何を知ってるんだ？　あのもう一人の俺は一体、なんなんだ？　そして……お前は一体、何者なんだ？」

　だが。

　那雪は困ったように、申し訳なさそうに口を噤つぐむだけだ。

「……だんまりか」

「ごめん……本当に、ごめん……」

　感情の読めない凜太朗の呟きに、ひたすら那雪が恐きよう縮しゆくした。

　そして、縋すがるように必死に、そして真しん摯しな目を真まっ直すぐ凜太朗へと向ける。

「でも、これだけは信じて！　私は凜太朗君の味方……人を騙だまして、噓うそ偽いつわりだらけの私だったけど……これだけは噓うそじゃないの！」

「…………」

「今の私は凜太朗君のために存在しているの……凜太朗君のためなら、私、どうなったって構わない……何をされてもいいし、何でもする……私は、凜太朗君を助けたい……力になりたいの……信じて……」

「…………」

「見返りはいらないよ……凜太朗君は、私なんかいいように利用して、使い潰つぶしてくれちゃっても構わないから……だから……お願い、私は……」

　切せつ羽ぱ詰つまったように訴うつたえかける那雪に。

　凜太朗は、静かに歩み寄って……

「……ったく、バカ言ってんじゃねえよ……」

　その頭に、小さく息を吐はきながら、ぽんと手を乗せるのであった。

「……り、凜太朗君？」

「さっきはその……すまなかった。湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクってだけで、思わず拒きよ絶ぜつ反応出ちまってさ……どうやって、お前を利用しようかなんてばかり考えていたけどよ……」

　凜太朗は苦笑いして、言った。

「でも、なんでかな……俺、お前に対しては、なぜか、そこまで冷れい酷こくになれないんだよ……本当になんでなんだろうな……？」

「…………ッ！」

　はっと息を吞のんで硬こう直ちよくする那雪。

　そんな那雪を尻しり目めに、凜太朗は未いまだベッドに眠ねむる瑠奈やエマ達を見回す。

　彼女達を順番に、じっくりと見つめ、そして、決意したように言った。

「俺、絶対に魔人フオモールの力を取り戻して帰ってくるぜ。それで、ムカつくクソ共を殴なぐり倒たおして、瑠奈とエマを助けて万ばん々ばん歳ざいの大団円だ。今度は瑠奈のアホに宴えん会かいの用意させて、また、皆みんなでバカ騒さわぎやろうぜ……もちろん、お前も一いつ緒しよにな」

　そんな凜太朗の言葉に。

「……どうした？　なんで泣くんだ？」

「ううん……なんでもない……なんでもないの……凜太朗君のその言葉だけで、私は……私はもう……」

　そして、那雪はそっと目元を拭ぬぐって、気を取り直す。

「……行くよ、凜太朗君。準備はいい？」

「ああ」

　そして、那雪は何事か呪じゆ文もんを囁ささやき始めた。

　朗々と響ひびく呪文に応じて、凜太朗の足元の魔法陣が光り輝かがやき、凜太朗を光の中へと飲み込んでいく……

　自身の深層に向かう異界の門が開かれ、凜太朗がその虚こ空くうへ溶とけ消えていく──

「気をつけて、凜太朗君。……貴方あなたの奥底に潜ひそむもう一人の凜太朗君は……手て強ごわいよ」

「……わかってる。実体験済みだ」

「どうか、忘れないでね。貴方には、貴方のことを心から想って、待ち望んでいる人がいるの」

　那雪はちらりと瑠奈を見た。

「どうか……その人のためにも、必ず帰って来てね……」

「……ああ」

　こうして。

　凜太朗は、光の中へと消えていく。

　現実世界と幻げん想そう世界の境界を越こえて、自身の奥深くへと潜っていく──

「凜太朗君……」

　那雪は静かに魔力を放出しながら、それを祈いのるように見送るのであった──




　────。

　──落ちていく。

　────落ちていく。

　闇やみの中をどこまでも、どこまでも、凜太朗は落ちていく。

　ここは自分の異界──己おのれの精神世界。

　自分の中の最も深く、暗い場所を目指し、凜太朗はどこまでも落ちていく──

　──。

　──そして。

　それは、唐とう突とつだった。

　凜太朗の全身を不意に、恐おそろしく冷たい感覚が殴りつけた。

　盛せい大だいに上がる水柱と水みず飛沫しぶき。急速に減速する落下速度。

　ゴボゴボと耳を打ち鳴らす泡あわ音と共に、凜太朗の身体からだがさらに深く、深く沈しずんでいく。

（──着水した!?　いや、……ここは──海か!?）

　口の中に広がる、いがらっぽい塩の味。全身にねっとりと絡からみつくような冷たい海水の感覚に眉まゆを顰ひそめながら、凜太朗はさらに深層へと潜もぐっていく──

　光はまったくない。潜れば潜るほど、闇は濃のう密みつになり、水温は際限なく下がっていく。

　なぜ、自分の中にこのような海があるのかわからないが──凜太朗は漠ばく然ぜんと悟さとる。

　やはり、ここは──決してまともな精神性の者が立ち入ってはならない禁断の領域だったのだと。

（……く）

　じくり、と心を微かすかに蝕むしばむ恐きよう怖ふ。

　だが、後には引けない。すでに覚かく悟ごは決めてきたのだ。

　凜太朗は微かな焦しよう燥そうと、ほんの少しの恐怖を押し殺しながら──深く潜っていく。

　コポコポと響く泡の音。

　水の中ゆえ、何キロもの先の音が、ダイレクトに耳に響いてくる。

　そして、その音は凜太朗に伝えてくる──濃密な闇の向こう側に蠢うごめき潜む、想像を絶する恐怖と狂きよう気きの怪かい異い達の存在を。

　その暗く深き者達に見つかれば、自分などひとたまりもないだろう──その比類なき暴ぼう虐ぎやく性せいが、視界に収まり切れぬほどの巨きよ大だいな牙きばが、爪つめが、大口が、触しよく手しゆが、自分を粉々にすり潰す──そんな絶望を予感させる音が、凜太朗の魂たましいと心をズタズタにしていく。

　並の人間ならば、ここに居るだけで正気を削けずられ、とっくに発狂していることだろう。

（……落ち着け、しょせん、ここは異界……心の世界だ……ただ、俺の精神力が試ためされているだけだ……）

　海水を伝って届く己の心音を聞きながら、凜太朗は潜る。

　潜っていく──

　────。

　────。

　────。

　──何百メートルか。

　──何千メートルか。

　────あるいは何万メートルか。

　最も早はや、無限にも思われる時間を凜太朗が潜り続けていた時。

　それは、唐突だった。

「なぁ。魔人族フオモールの意味──お前は知ってるか？」

　そいつは、唐突に、凜太朗の目の前に現れた。

「語源は、古ケルト語のフォーモリア。この言葉の意味するところは数々あってな……〝海底〟、〝魔族〟、〝巨きよ人じん〟、そして……〝海の脅きよう威い〟」

　そいつは、薄うすら寒く凄せい絶ぜつな笑いをもって、凜太朗を出で迎むかえたのだ。

「つまり……俺達、魔人族フオモールの系けい譜ふは、海に属する神の眷けん属ぞくってことだ。つまり、なんとも俺達にはおあつらえ向きな場所だよなぁ、ここはってことだ」

「……エス！」

　現れた、もう一人の凜太朗──エス。

　その手に、金色の虹こう彩さいの眼球を掲かかげ、凜太朗を睥へい睨げいしていた。

「よう……わりとこないだぶりだな、相棒……」

「前置きは要いらねえよ。お前が俺の一面っていうなら、俺の用もわかってんだろ？」

　凜太朗が双そう剣けんを抜ぬいて、凄すごんだ。

「俺は、お前をブッ倒して、その魔人フオモールの力を貰もらい受ける。覚悟しろ」

　凜太朗は、エスが持つ眼球を剣先でさして、言い放った。

「おいおいおいおい……つれねえなぁ……お前さぁ、俺がいねえと、使命を果たせなくなるんだぞ？」

「だったら、なおさら好都合だ。一体、どこの誰だれが課した使命だか知らんが、そんなもんに縛しばられるなんざ、ご免めんだな！　消えろ、俺の中から！」

「……やれやれ、相変わらず人の言うこと聞かねえなぁ……てめえはよ……」

　互たがいに互いが表ひよう裏り一体の自分自身だからこそ、わかるのだろう。

　最早、二人がかわす言葉はない。二人の激突は必至必定なのだと。

「まぁ、いいさ。元々、お前は表で、俺は裏……そういう相あい容いれない存在だ」

　エスが持つ眼球から禍まが々まがしく邪じや悪あくな力が、脹ふくれあがり、立ち上り始める。

　それが、エスを包み込んで──その姿が禍々しく変へん貌ぼうしていく。

　──【魔人フオモール化】だ。

「しかし、わかってんのか？　俺の方が圧あつ倒とう的に強ぇんだぜ？　それに、これは俺にとってもチャンスなんだ。ここでお前をブッ殺せば、俺はお前になれる……そうだろ？」

「…………」

　凜太朗も、そんなことは百も承知だ。

　だが、やるしかない。瑠奈を救うには──今はあの邪悪な力が必要なのだ。

「ったく……アーサーを殺したい俺……アーサーを守りたいお前……なんで同じ存在なのにこうも違ちがうもんかね……まぁいい、とっとと始めようか」

　最後にそう言って。

　エスも剣を抜いた。

　凜太朗とまったく同じ、紅あかの剣と白い剣だ。

「丁度いい。使い方、教えてやるよ……この赤せき竜りゆう剣けんドライグと、白竜剣ゲウィベルのなぁああああああーーッ!?」

　そして、そのエスの双剣に禍々しい《星気光オーラ》が圧倒的に漲みなぎって。

　エスは深海とは思えない速度で、凜太朗へ向かって突進するのであった──
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「……始まった……ようですね」

　神しん妙みような様子で医務室から出てきた那雪に、廊ろう下かで待機していたフェリシアが呟つぶやいた。

「彼の魔人フオモールの力を、彼の心の奥底に潜む魔の存在から取り戻もどす……完全に彼の制せい御ぎよ下に置く……本当に上手うまくいくのでしょうか？」

「難しいと思う……でも、私は凜太朗君を信じてる」

　凜太朗への無限の信しん頼らいを秘ひめた笑えみを浮うかべる那雪。

　そんな表情を見せられてしまえば、フェリシアも信じるしかない。

「そうですわね……今は、彼を信じて待つしかありませんわ……」

「そもそも、この状じよう況きようの活路は、凜太朗の魔人フオモールの力しかないですからね……」

　その傍かたわらに控ひかえるガウェイン卿きようも、神妙に頷うなずいた。

「まったく……伝説時代に名を馳はせた、最強の魔ま法ほう使つかいマーリン……ただ、彼はその生まれ変わりなだけだとばかり思っていましたが……何やら、まだまだ色々と謎なぞや秘密がありそうですわね……」

「ええ。マーリンと同じ伝説時代を生きた僕ですが……彼にそのような複雑な裏事情があるとは露つゆほども知りませんでしたよ。当時の彼自身すら知らなかったのでは？」

　溜ため息いきを吐つくフェリシアに、ガウェイン卿が応じる。

「凜太朗──マーリンは、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクニムエに謀ぼう殺さつされ、実に呆あつ気けなく、伝説時代の舞ぶ台たいから途と中ちゆう退場したとは知ってますが……」

「どうやら、そこに何か裏がありそうですわね。……ねぇ、那雪、同じ湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクとして、何かご存じありませんの？」

　すると、微かに表情を苦く悩のうに歪ゆがめ、那雪は申し訳なさそうに呟く。

「ご、ごめんなさい、私もそこまでは……湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクもたくさんいるし……」

　そんな微び妙みような那雪の表情変化に、フェリシア達は気付かない。

「ですわよね。そういえば、貴女あなた、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクを抜けたんでしたわよね」

　ふぅ、とフェリシアは溜め息を吐いた。

「まぁ、今は、彼について詮せん索さくしている場合じゃありませんわ。彼が戻って来るまで……戦せん闘とう不能の瑠奈とエマを守らなければ……」

「そうですね。言われてみれば、そろそろ連中が来る頃ころでしょう」

　フェリシアの言葉に頷き、ガウェイン卿が那雪を改めて振ふり返る。

「……那雪。君は本当にいいのかい？　確かに君は、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクらしいが……僕達の陣じん営えいと片岡陣営の争いには無関係だ。本来、命を賭として戦う必要なんてどこにもない。それでも……僕らと一いつ緒しよに戦ってくれるのかい？」

　そんなガウェイン卿の問いかけに。

「うん。私が戦わないと駄だ目めなの。凜太朗君が貴方あなた達のために戦うなら……私は凜太朗君のために戦わなきゃいけないの。それが私の宿命だから……」

　揺ゆるぎない決意を語る那雪。いかなる説得もその決意を崩くずすことはかなわぬだろう。

　ならば、最早何も言うまい……ガウェイン卿が納なつ得とくした、まさにその時だった。

　どくん……

　この異界内の空気が、重く鋭するどく変質していた。

「……来ましたわね」

「うん……あの人達が、この異界内に侵しん入にゆうを開始したよ」

　三人の間に、一気に張り詰つめた空気が漂ただよっていく。

「しかも……多分、あの魔女さんの仕し業わざかな？　この異界の融ゆう界かい段階を、物質位アツシアーから形成位イエツイラーに上げられてしまったみたい……」

「──ッ!?」

　フェリシアの表情にさらなる緊きん張ちようが走る。

　それはつまり、異界がさらに現実世界側から幻げん想そう世界側へと近付いたということ。

　そして──この異界から脱だつ出しゆつすることが不可能になった──そういうことだ。

「ふん、舐なめられたものだな。絶対に自分達が勝つという自信か」

　ガウェイン卿が忌いま々いましげに鼻を鳴らし、吐き捨てる。

「まぁ、想定内ですわ。追い詰めた相手が、異界内へと逃にげ込んでいたなら、わたくしだってそうします」

「大だい丈じよう夫ぶ。すでに、出来上がった異界内の構造までは干かん渉しようできなかったみたい。私達が構築したままだよ」

「ええ。つまり、不意討うちや奇き襲しゆうをされる心配はありません」

「……後は正面から、敵とぶつかり合うのみ……か」

　そして、三人は覚悟を決めた。

「行きましょう」

「はい」

　こうして、三人は廊下を歩き始める。

　自分達が定めた決戦の場へと赴おもむくために──……








第五章　それぞれの死し闘とう









　片かた岡おか仁ひとし、トリスタン卿、モルガンが境界を越こえて、その異界内に現れた時。

　その眼前に広がる光景は、辺り一面の雪景色であった。

「な、なんだ……？　ここは……」

　まるで予想外の光景に、仁が啞あ然ぜんとする。

　そこは、キャメロット国際学園敷しき地ち内の中庭。

　四方を校舎で囲まれてはいるものの、閉へい塞そく感かんのまるでない広々とした空間だ。

　そこは木々が植林されて、色とりどりの花か壇だんがあって、刈かり込まれた生いけ垣がきで構成される見事な幾き何か学庭園、訪おとずれる誰もが心安まる憩いこいの空間であった。

　──が、今は全すべてが雪と氷に閉とざされた、銀世界であった。

　そして──

「ここは、通しません」

　そんな銀世界の中心に、その少女は待ち構えていたかのように佇たたずんでいた。

　──那な雪ゆきだった。

　全身に吹雪ふぶきと冷気を纏まとう、冬の少女。

　その風景も相まって、まさに凍こごえるような美び貌ぼうと存在感であった。

「あ、あれ？　君が出てくるの？　僕はてっきり、あの口だけのＤＱＮ男が来ると思ったんだけど」

　仁が目を瞬しばたたかせて言う。

「あ、ひょっとして、あいつ、僕に恐おそれをなして逃げたとか？　だよなぁ？　僕は強すぎるからね！　あいつ程度の力じゃどうしようもないよね？　ははははははははっ！」

「…………」

　だが、那雪は無反応だ。

　凍こおるように凜りんと澄すんだ瞳ひとみで、ただじっと仁を見つめるだけである。

「……はぁ……そういえば、君も瑠る奈な陣営なんだったよなぁ……」

　仁が溜め息を吐く。

「なんていうか……君を倒たおすのは気が進まないんだよね……どうやら、君は《王キング》じゃないみたいだし……それに女の子だし……」

「ご心配なく。こう見えて、私、結構強いですから」

　ひゅお、と。

　那雪が掲かかげた手に、さらなる吹雪が渦うず巻まく。

　すると、その手にビキビキと音を立てて氷が成長し……一ひと振ふりの氷の剣けんを形成する。

　そんな那雪の魔ま性しようの姿に気け圧おされたのか、仁が一歩後退した。

「ここは通しません。凜りん太た朗ろう君のために……何なん人ぴとたりともここは通しません。もし、押し通るならば──それなりの代だい償しようを覚かく悟ごしてもらいます」

　そんな涼すずやかな覇は気きと決意の気を放つ那雪に。

「あっははははははははっ！　いいねぇ！　君！　格好いいなぁ！」

　仁は手を叩たたいて大喜びをしていた。

「おまけにすっごく可愛かわいいし、僕、なんだか君のこと気に入っちゃった！　君のような子が瑠奈みたいな悪の陣営にいるなんて勿もつ体たいないよ！」

　そして、仁はニコニコしながら、那雪に提案した。

「そうだ！　ねぇ、君、僕の陣営につかない？　瑠奈やあのＤＱＮなんか捨ててさぁ！」

「！」

「僕は、真の王たる器うつわだ。英えい雄ゆうになるんだ。英雄になって世界を救うんだ。君ほどの子なら、僕の下につく方がよっぽど輝かがやけると思う。……違ちがうかい？」

　那雪が無言で、静かに仁を見る。

「僕の力はもう知っているでしょ？　君に勝ち目はないし、瑠奈なんて死にかけ、もう先が見えてるじゃん？　それよりやがて英雄になる僕の陣営につけよ？　あんなＤＱＮより、よっぽど僕の方が男として魅み力りよく的だろ？　悪いようにはしないからさ……ね？」

　そんな気持ち悪い猫ねこなで声ごえを上げる仁へ。

「私は、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクです。ゆえに、これまで英雄と呼ばれる様々な人達を見てきました」

　那雪がそう静かに返した。

「え？　そうなんだ？　やっぱ湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクって長生きだから？　それでそれで？　そんな連中と僕を比べるとどう？　やっぱり僕ってトップクラスの器──」

「英雄と呼ばれる人達には、共通点があるんです」

「……へぇ？　どんな？」

　すると、話の腰こしを折られて眉まゆを顰ひそめる仁へ、那雪が厳然と告げた。

「〝英雄になりたくて、英雄になった人〟は、一人もいない」

「!?」

「ただ〝為なさねばならぬこと〟、〝為したいと思ったこと〟……それらに、無心で邁まい進しんした結果の偉い業ぎように、後世、人は彼らのことを、〝英雄〟と呼ぶようになったんです」

　すると、それまで上じよう機き嫌げんだった仁の表情が、たちまち不機嫌そうに曇くもっていく。

「な、何が言いたいんだよ、お前……」

「英雄を目指している限り、英雄にはなれません。このままでは……貴方は、きっと後こう悔かいして、不幸になる……だから……」

　相手は敵だというのに。

　それでも那雪の目には、哀あわれみと憐れん憫びんが浮うかんでいた。

「どうか、退ひいてください。貴方はこれ以上、この戦いに関わるべきではないんです」

　だが、そんな那雪の優やさしさを斟しん酌しやくしてやれる懐ふところの深さは仁にない。

「あのＤＱＮといい、君といい……どうして、瑠奈陣営って、いちいちムカつくやつしかいないんだろ……？　もういいよ……君みたいなビッチを誘さそった僕がバカだった」

　肩かたを怒いからせ、目を吊つり上げた仁が息を荒あららげて叫さけんだ。

「もういい！　やれっ！　トリスタン卿きようッ！　あのビッチを倒せ！　ちょっと可愛いからっていい気になってる自うぬ惚ぼれアーパー女に現実を見せてやれ！　僕の力を示すんだ！」

「……ふん、いいでしょう。女性に手を上げるなど、騎き士しの風上にもおけませんが……最も早はや、どうでもいいことです。元より私は騎士失格ですので」

　途と端たん、トリスタン卿の存在感が極限まで脹ふくれあがる。

　相変わらず、気け怠だるげでやる気なさげなのに……やはり鬼き神しんのような《星気光オーラ》圧だ。

「……凜太朗君……私に力を……」

　だが、那雪はそんなトリスタン卿を前に、一歩も退かず、怯ひるまず、氷の剣を構える。

　そして──

　ふっと、蹴けり上げられた雪が舞まい散り、那雪の姿が消える。

　吹雪と共に那雪が剣を構えて突とつ進しんし──

　──対するトリスタン卿も、暴風と共にそれを迎むかえ撃うつ。

　凍とう気きと剣気が、そこに真っ向から激突するのであった──




「おうおう、下ではドンパチが始まったようだよ」

　ディナダン卿が煙草たばこを吹ふかしながら、ぼやいていた。

「かぁ～っ！　マジかいな。あのトリちゃんと打ち合えるなんて、何なのあの子！　最近の若い子は凄すごいねぇ……おじさん、感心」

「おどけている場合か、ディナダン卿。貴様が望むから、こうして無む駄だなマナを使って顕けん現げんさせ、連れてきてやったのだ。ならば、少しは真ま面じ目めに振ふる舞え」

「へいへい……」

　ディナダン卿が、煙けむりを吸いながら、周囲をちらりと見やる。

　広こう漠ばくとした空間を鉄てつ柵さくが囲むそこは、キャメロット国際学園の本館校舎屋上だ。

　そして、案の定、そこには出で迎むかえが待ち受けていた。

　フェリシア。そして、フェリシアの《騎士ジヤツク》ガウェイン卿だ。

　そして両者が出会うなり、ガウェイン卿は声を張り上げていた。

「……ディナダン卿？　……ディナダン卿なのか!?」

「よう、ガー君、おひさ」

　ここが初顔合わせのためだろう。

　ディナダン卿を見たガウェイン卿が、驚きよう愕がくに目を瞬かせる。

「まさか、君が零れい華かの《騎士ジヤツク》なのか!?　なぜ、君が召しよう喚かんされている!?　君は、円えん卓たくの席番外だったはず──」

「ははは、おじさんにも色々と事情があんのよ」

　驚おどろくガウェイン卿に、ディナダン卿がにやりと愛あい嬌きようある笑いを見せる。

「おおっとう？　勘かん違ちがいしないでくれよ？　おじさん、ただの観客だから。僕がガー君に勝てるわけないし、ぶっちゃけ、徒か歩ちで戦ったら、そこのお嬢じようちゃんにも負けるんじゃないかな？　……あ、ケイちゃんよりは強いと思うけど」

　そんなことを何の卑ひ屈くつさも自じ虐ぎやくもなく、茶目っ気たっぷりに言いながら、ディナダン卿は空に向かって紫し煙えんを吹ふき出すのであった。

「な、なんか……変わった御お方かたですわね……」

「彼は……ディナダン卿はそういう人なんだ。なんていうか、摑つかみ所どころがなくてね……」

　溜ため息いき混じりに応じ、ガウェイン卿が問う。

「ならば、ディナダン卿。騎士として問うが……僕達の相手は事実上、月つく読よみ零華一人と考えていいんだな？　本当に君は戦わないのだな？」

「まあね。あの魔女さんが、何か横やり的なことを、いきなりうっちゃらかしたりしなけりゃそうだよ？　……まぁ、それも〝ない〟と思うけど」

　そう言って、ディナダン卿は、腰の剣を外し、その場に捨てる。

　そして、屋上を囲む鉄柵に背を預け、再び煙草をぷかぷかふかし始めた。

　どうやら、本気で手出しするつもりはないらしい。

　その一見、軽けい薄はくそうだが、思し慮りよ深く聡さとい光を灯ともす瞳の真意を探さぐるのも、今は難しい。

　まったくもって理解に苦しむが、それについて言げん及きゆうしている暇ひまはないだろう。

　そんなことよりも、もっと注意せねばならない相手がいる──

「奇き妙みようだな……」

　──その相手、月読零華はどこか納なつ得とくいかなそうに周囲を見み渡わたしていた。

「真ま神がみ凜太朗は……マーリンはどこにいる？　霊れい的てきな感覚で探査したところ……異界内のどこにも見当たらないようだが？　隠かくれて何かを企たくらんでいるとしたら、気配くらいはあるものだが」

「……さぁ、どうしたのでしょうね？」

　フェリシアがはぐらかすと、零華は鼻を鳴らした。

「さては……逃にげたか？」

「…………」

「まぁ、わからんでもない……あの男は、一事が万ばん事じふざけている最低のクズだ。保身のために、仲間を見捨てて逃げ出すなど、朝飯前──」

「今は彼のことなどどうでもいいですわ。それよりも……わたくし達、やるべきことがありませんこと？」

　フェリシアが苛いら立だったように告げる。

　それは、明らかに凜太朗を貶おとしめられたことに対する苛立ちだ。

　それを察した零華は、意外そうに目を瞬かせ……こう言葉を返した。

「そうだな。……さて、始めるか」

　月読零華が、短たん剣けん型のエクスカリバーを左手に、ゆっくりとフェリシア達へと向かって、歩いて行く。

「恨うらみはないが……フェリシア＝フェルラルド……お前の命を貰もらい受ける」

　そして、空いている右手で白い剣を抜ぬく。

　雪のように真っ白な白銀の刀身の宝剣を──

　その禍まが々まがしい刃やいばの光を前に、剣を構えるフェリシアの表情に緊きん張ちようが走る。

「そして、瑠奈とエマにトドメを刺さし……先日、仕留め損そこなったアインズも、後で介かい錯しやくしてやる……《王キング》は全すべて、私がこの手で殺す……我が悲願のためにな……」

　すると。

「月読零華……やはり君は……〝君〟なのか？　だから、ディナダン卿が──？」

　そんなガウェイン卿の問いに、零華はまるで表情を揺ゆらさず、沈ちん黙もくを守って。

　そして──ただ、厳おごそかに、厳然と、宣言する。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【根絶やす死の鋼エクスカリバー】！」

　途端、その場に圧あつ倒とう的な《星気光オーラ》が渦巻き、零華の周囲の空間に、無数の短剣が展開される。その切っ先が、フェリシアとガウェイン卿にぴたりと向けられる。

「……いきますわよ、ガウェイン卿」

「──御ぎよ意い！」

　それに怯ひるまず、疾しつ風ぷうのように駆かけ出すフェリシアとガウェイン卿。

　そんな二人へ、無数の短剣が夜を切り裂さく流星群のように殺さつ到とうするのであった──




　──一片の光も差さぬ、遥はるか深しん淵えんの昏くらく冷たい深海の底にて。

　その二人は、激げき闘とうを繰くり広げていた。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗の紅白の双そう剣けんが。

「ひゃはははははははははははははははーーッ！」

　エスの紅白の双剣が。

　海中をかき回し、凄すさまじい潮流を巻き起こしながら、幾いく度どとなく激突していく。

　激突する都度、その撃音は水を伝わって千里を走る。

　発生する超ちよう振しん動どう音波が、凜太朗の全身を電流のように震ふるわせ、痺しびれさせる。今にも鼓こ膜まくがブチ破れそうだ。

「どうしたどうしたどうしたぁ!?　温ぬるいぞぉおおおおおおおおーーッ!?」

　エスが強ごう引いんに右の剣を振り抜く。

　凜太朗がそれを十字交差させた双剣で受け止めるが。

「おおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　その圧倒的剣圧の前に屈くつし、そのまま水中を魚ぎよ雷らいのように吹き飛ばされていく──

「そんなザマじゃ──渡わたせねえなぁ!?　この力はよぉおおおおおおーーッ！」

　エスがそんな凜太朗に魚雷以上の速度で追った。

　恐おそろしく速くも、流線的で有機的なその挙動──残ざん酷こくなまでに獲え物ものを狩かるその動きは、まるで海のギャング・サメを思わせる。

「おらおらおらおらおらおらッ！　俺から魔人フオモールの力を奪うばうんだろぉおおおおーーッ!?　もっとやる気出せよ、相棒ぉおおおおおおーーッ!?」

　追いついたエスが、凜太朗の上下前後左右を、螺ら旋せんを描えがくように高速移動し、四方八方から、凜太朗へ剣を滅め茶ちや苦く茶ちやに撃うち込む、撃ち込む、撃ち込んでいく──

「く──そ、がぁあああああああーーッ!?」

　凜太朗はそれを必死に双剣で受け流し、受け止め、弾はじき返し、叩たたき落とす。

　最早、いちいち見切っている暇などありはしない。

　直感と呼吸が剣を動かす。

　エスの振るう剣技が、自分の振るう剣技と同じでなかったら、自分のよく見知っている技わざでなかったら、とっくの昔にばらばらの細切れにされて、魚の餌えさであった。

（クソ……ッ！　クソ、クソ、クソッ！　わかっていた……わかっていたが……ッ！）

　覚かく悟ごはしていた。絶対的に不利だと理解していた。一ひと筋すじ縄なわではいかないとわかっていた。

　それでも、瑠奈達を助けるために、あえて戦うと決めた。

　だが──それにしたって、あまりにも状じよう況きようが悪すぎる。戦力差が酷ひどすぎる。

　深海の底に淀よどむ重たい冷水は、刻一刻と凜太朗の体温と命を奪っていく。

　そして、凜太朗の全身を押おし潰つぶす、凄まじい水圧。

　呼吸が苦しい。酸素がまるで足らない。心臓は破は裂れつ寸前。

　普ふ段だんのパフォーマンスなど、まるで発揮できない。

　最早、魔人フオモールの力があったって、どうしようもない絶望的な状況だ。

（違ちがう、落ち着けッ！　ここは俺の深層域だッ！　水圧も酸欠も全部、まやかしッ！　それに足を引っ張られるってことは、それだけ俺がビビってるってことだ……ッ！）

　すれ違いざまに胴どうを抜きに来たエスの剣を、左の剣で受け流す。

　その衝しよう撃げきで、ぐるんぐるんと縦回転しながら凜太朗が吹き飛んでいく。

《星気光オーラ》を全身から逆噴ふん射しやして、ようやくそれを止めたと思ったら、今度は、エスの頭上からの垂直直下の刺し突とつ。

　それを身を捻ひねってかわす凜太朗。

　だが、発生する衝撃波が凄まじい海流となり、凜太朗がさらに流される、流される──

（思い出せ……ッ！　俺は瑠奈のやつを救いに来たんだ……ッ！　あの魔人フオモールの力をアイツから奪い取って……ッ！　瑠奈を救うんだ……ッ！　あいつをブッ倒たおして、ここから帰る……ッ！　あいつの元に帰る……ッ！　だから──ッ！）

　そんな凜太朗をあざ笑うように。

「無む駄だだぜ、相棒」

「──ッ!?」

　突然、凜太朗のすぐ眼前に、上下逆さまのエスの顔が出現する。

　見れば、エスが逆さまになって、凜太朗の目の前に浮うかんでいた。

「お前も知ってるだろう？　〝汝なんじ、深淵を覗のぞく時、深淵もまた汝を覗いている〟……使い古されたチープな言葉だが、これ以上の真理もねえ」

「……ッ!?」

「お前はここに来るべきじゃなかった……お前がここにやって来た時点で、俺はお前という存在を摑んだんだ。お前は、俺同様、もうすでにこの『異界』の一部だ……お前はもう帰れねえよ……ここはそういう場所さ……わかるだろう？」

「うるせえ、黙だまれよッ！」

　凜太朗がエスの首を刎はね飛ばそうと、剣を一いつ閃せんする。

　水中抵てい抗こうのため、その剣は鈍にぶく、重く──

　当然、そんな無様な剣を喰くらうエスではなく、ここが水中であることを思わせない自由自在な挙動で、凜太朗から距きよ離りを取る。

「はっ！　それだ、それ！」

　凜太朗から間合いを取った、エスが余よ裕ゆうの笑えみでせせら笑う。

「さっきからみっともなくバタバタと棒きれ振ふり回してよぉ？　お前は、俺と戦ってる……俺を倒すつもりでいる……はっ！　その時点でもう根本的にズレてんだよ、お前」

「ゴチャゴチャと、わけわかんねえことを……ッ！　俺はてめえをぶっ倒しに来たっつってんだろ……ッ！　何がおかしい──」

　すると。

「らしくねえぜ、マーリン……もっと、視野を広く持てよ……お前ともあろうやつが、まーだ、わからねえのか？」

　──その時だった。

　薄うすら寒く冷れい酷こくに笑うエスの身体からだが──徐じよ々じよに闇やみに溶とけていく、深海に拡散していく。

「な──……」

　凜太朗が戦せん慄りつと共に絶句した。

　今、ようやくエスの言葉を、魂たましいで理解したのだ。

『そうだ、相棒……その通りさ……』

　全方位から脳内をかきむしるように、エスの言葉が反はん響きようする。

『お前が立ち向かうべきは、俺じゃねえ……この深海の全て……深淵そのものだったのさ……くくくく、ひゃは、ひゃはははははははははははははははははははははーーッ！』

「──────ッ!?」

　ああ、わかる。このべったりと塗ぬり潰すような闇の向こう側から。

　比類無き暴ぼう威いと悪意の群れが、強大で絶望的な化け物が、今、凜太朗へ向かって四方八方から押し寄せていることがわかる。

　闇に潜ひそみ隠され、未いまだその姿は目視できないが。

　音が、音が、音が。牙きばを打ち鳴らす音が、爪つめをすりあわせる音が、触しよく手しゆのうねる音が、あるいは得体の知れない器官が上げる、生理的嫌けん悪お感かんを催もよおす音が。

　世にも悍おぞましき深き者達の存在を、ありとあらゆる音で、凜太朗へと告げている──

　その瞬しゆん間かん、凜太朗の心臓が、かつて感じたことのない恐きよう怖ふに悲鳴を上げた。

「…………ッ！」

　その時、凜太朗は強きよう烈れつに悟さとったのだ。

　──来るべきではなかった。

　認にん識しきが甘かった。どこか楽観視していた。俺ならなんとかなると自うぬ惚ぼれていた。

　やはりここは、決して人ごときが足を踏ふみ入れてはならない、禁断の領域だったのだ。

　そして、今、何者かの触手が凜太朗の手足を捕とらえた。

　何者かが、その呆あきれるほど大きな顎あごを開いて、ぞろりと並ぶ牙を凜太朗へと向けて。

　シャガッ！

　何百何千と、全方位に開かれた何者かの巨きよ大だいな眼球が、揃そろって凜太朗を見つめて──

「う、うわぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　凜太朗の心を、魂が引き裂かれるような絶望感が支配しつつあった。




　時、同じくして──

　ふと、目を覚ます者があった。

「……凜……太郎……？」

　瑠奈だ。

「……ここは……？」

　その胡う乱ろんな頭で、瑠奈は自分と周囲の状況を確認しようとする。

「……わ、私は……確か……刺さされて……？」

　ベッドに横たわる身体は重たく動きそうにない。頭だけを動かして、周囲を見み渡わたす。

　誰だれも居ない。向こうのベッドでエマが死んだように眠ねむっているだけだ。

「…………」

　状況がまるでわからない。

　眠い、休みたい、意識を浮ふ上じようさせているだけで辛つらい。世界がぐるぐるする。

　だけど……

「凜太朗……」

　今、彼の絶望の叫さけびが聞こえた……ような気がしたのだ。

　今、起きなければ。何かをしなければ。彼女の愛いとしい家臣は、もう永遠に帰ってこない──猛もう烈れつにそんな予感がしたのだ。

　それだけが、絞しぼりカスの命しか残らぬ瑠奈の意識を浮上させ、身体を突つき動かしたのだ。

「……凜……た、ろぅ…………」

　瑠奈は今にも飛びそうな意識を必死に繫つないで、ごろり……とベッドの上で身体をようやく回転させ、ベッドの上から、どさりと転がり落ちる。

　全身の傷の治ち療りようのため、瑠奈の今の姿は上下の下着姿の上に、包帯がぐるぐる巻きとなっただけの半はん裸ら状態であった。

　そんな姿にも構わず、瑠奈は、床ゆかをゆっくりと這はう。

　椅い子すに置いてある、自分の血ち塗まみれの制服を目指して、ゆっくり這っていく。

　そして、震ふるえる手を、その制服へと伸のばして。

　そのポケットを、ごそごそと探さぐり始めた──




　──戦いは続く。

　そこに顕けん現げんするは、極ごつ寒かんの氷結地じ獄ごく。死の白銀。

　あらゆる物を凍いてつかせ、停止させる極低温の世界であった──

「ふ──ッ！」

　那雪が走る。猛烈な吹雪ふぶきと冷気を纏まとい、雪原を軽かろやかに蹴けって走る。

　その疾とく素早くも体重を感じさせない軽さは、まるで雪ゆき兎うさぎを思わせる。

　ならば、そんな那雪に弓を向けるトリスタン卿きようは狩人かりゆうどだ。

「──ふん」

　トリスタン卿は、自分の前を右から左へと横切る那雪を目め掛がけ、矢を放った。

　──無駄なしの弓。彼の凄すさまじき武技が、そのまま幻想武具アーテイフアクトと昇しよう華かした至高の弓。

　物理的に叩たたき落とされない限り必中の矢が、恐おそるべき量と密度の《星気光オーラ》を纏って、まるで機き関かん砲ほうのように連射され、驟しゆう雨うのように那雪へ襲おそいかかる。

　対し、那雪は言こと霊だまを唱えた。

「《氷精は集つどいて・軽やかに踊おどれ》──ッ！」

　妖よう精せい魔ま法ほう【氷ひよう槍そう舞ぶ踏とう】だ。

　吹雪が渦うず巻まいて、那雪の周囲に大量の氷柱つららが発生。

　その鋭するどい切っ先を前方へと向けて飛ひ翔しようし、雨あられと飛来する矢を迎げい撃げきする。

　ガシャン、ガシャン、ガシャン！

　硝子ガラスが割れ砕くだけるような音と共に、氷柱が砕け、次々矢が撃うち落とされる。

　が──

「──その程度ですか？」

　──なんたることか。

　那雪の魔法による氷柱の連射より、トリスタン卿の弓矢の連射の方が圧あつ倒とう的に速い。

　華か麗れいに舞まうようにステップを踏みながら、トリスタン卿が独楽こまのように回転しつつ、息つく間もなく矢を放つ、放つ、放ち続ける。

　矢を番つがえる、引く、放つ──この三挙動が、恐ろしく速い。速すぎるのだ。

　そして、一射一射の矢が、致ち命めい的てきな威力を秘ひめているのに、まるで豆鉄砲でも撃っているかのように、ノーリスクなお手軽さなのである。

「く──ッ！」

　対する那雪は、常に全力でマナを放出しなければならない。

　一発でも甘い威力の氷柱で迎撃すれば、たちまち競せり負け、射い貫ぬかれるだろう。

　矢と氷柱の激げき突とつは続く。

　割れ砕けた氷柱の破は片へんが、虚こ空くうを舞うように埋うめ尽つくしていく。

　そして、ついに──

「──ッ!?」

　那雪の迎撃が、追いつかなくなった。

　鋭く飛翔する氷柱を潜くぐり抜ぬけた矢が、三本。

　那雪へと容よう赦しやなく殺さつ到とうし、その華きや奢しやな身体に突き刺さった──

　──その瞬間。

　硝子が盛せい大だいに割れ砕ける音が、辺り一面に木霊こだました。

「──何!?」

　那雪の姿が、突然、粉々に砕け散ったのだ。

　──否いな。それは、何か薄い板のような物に映っていただけの那雪の姿だ。

「鏡……ッ!?　氷の鏡だと!?」

　妖精魔法【氷月の鏡】。

　トリスタン卿が、その現象の正体を認識するのと。

「いいいいいいやぁあああああああああああーーッ！」

　氷の剣けんを振りかざした那雪が、トリスタン卿の頭上から舞い降りるのは同時だった。

「く──」

　トリスタン卿が弓を放ほうり捨て、剣を抜く。

　カウンターを放とうと、頭上の那雪を仰あおぐが──

　そんな、トリスタン卿を、猛烈な凍とう気きの嵐あらしが脳天から殴なぐりつける。

　妖精魔法【冬の嵐】──その圧倒的な冷気が、トリスタン卿の熱を奪うばい、血を凍こおらせ、手足を凍いてつかせ、その動きを鈍にぶらせて──

「──やぁッ！」

　──すかさず、那雪の天地二段。

　稲いな妻ずまのような斬ざん撃げきから流りゆう麗れいに続く、着地と同時の斬きり払はらい。

「くぅ──ッ!?」

　それらを辛かろうじてかわし、剣で受け流したトリスタン卿の身体からだが泳ぐ。

　堪たまらず、地を蹴って後退したトリスタン卿。

　それを、那雪が再び、吹雪を纏いながら追う──

　トリスタン卿の動きは、那雪の放つ凍気に当てられ、どんどん鈍っていく。

　そんなトリスタン卿へ、那雪は地を蹴って鋭く飛び込み、間断なく氷剣の連撃を仕し掛かけるのであった──

「な、なんか……ヤバくないか？」

　そんな戦いの趨すう勢せいを遠くから見守っていた仁が、焦あせりの声を上げる。

「押されている……？　トリスタン卿が……僕の力が？　あ、あんな頭の悪そうなビッチに！　そんな馬ば鹿かなッ！」

　そして、仁は苛いら立だちながら叫んだ。

「何やってるんだ、トリスタン卿ッ！　そんなビッチ、早くやっつけろよ！」

　すると──

「ご安心を、仁様」

　モルガンがそんな仁を諫いさめるように言った。

「あの湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが優勢に見えるだけですわ。数多あまたの戦場を駆かけ抜けた、円えん卓たく最強三騎き士しのトリスタン卿と、あの子とでは、そもそも地力が違ちがいます」

「地力が違うって……ッ！　だって、現に……ッ！」

「わかりませんか？　彼女はトリスタン卿の動きを鈍らせるため、常に全力でマナを放出し、あの凍気結界を展開しているのです。それは言うなれば、激しく命を燃やしながら戦う行こう為い──散り際ぎわに美しく輝かがやく花火のようなもの」

「……ッ!?」

「対するトリスタン卿は、最低限のマナで《星気光オーラ》を纏っているだけ……どちらが先に枯こ渇かつするなど、火を見るより明らかかと」

「そ、そうなのか……？」

　そもそも、霊れい的てきな視覚・感覚に乏とぼしい仁に、わかるはずもないことだった。

「今は仮かり初そめの拮きつ抗こうを保ってはいますが……でも、まぁ、そろそろかと」

　モルガンがそう言った、その瞬しゆん間かんだった。

　ぱっ！　血ち霞がすみが上がった。

　それが瞬時に凍てつき、赤い結けつ晶しようとなって吹雪に散らされていく。

「く──ッ!?」

　見れば、那雪の氷の剣が真っ二つに折れ、トリスタン卿の剣が那雪の右みぎ肩かたをかすっていたのであった。

「運が良かったですね……」

　慌あわてて跳とび下がる那雪を敢あえて追わず、トリスタン卿が興味なさげに言い放つ。

「貴女あなたが纏うその凍気がなければ……今、貴女の右みぎ腕うでは、肩から落ちていましたよ？」

「……ッ!?」

　顔色を微かすかに青ざめさせ、那雪が斬られた肩を押さえる。

　悠ゆう長ちように魔法で傷を癒いやしている暇ひまはない。傷口を凍らせて止血し、応急処置とする。

「今の一合で、実力差はわかったでしょう？　まだやりますか？」

「……もちろんです」

　額に冷ひや汗あせを浮うかべながら、那雪は再び、氷の剣を形成する。

「……理解に苦しみますね。貴女、死にますよ？　貴女は部外者でしょう？　なぜ、そこまでするのです？」

　そんなトリスタン卿の問いに、那雪は凜りんと胸を張って答えた。

「そんなの決まってます！　守りたい、大切な人がいるんです！　私の全すべてを捧ささげても良いと思える人がいるんです！　彼のために……彼の未来のために……ッ！　私は負けられないんです！　引くわけにいかないんです！」

「!?」

　すると、トリスタン卿はそんな那雪を一瞬、呆ほうけたように見つめて……

　……やがて、切なげに溜ため息いきを吐ついて、言った。

「……羨うらやましい。そういう人がいる貴女が。そういう想おもいを抱いだき続けられる貴女が」

「え？」

「私には無理だった。想い続けても、想い続けても、決して届かない残ざん酷こくな現実に……ああ、イゾルデ……私は……」

　そして、トリスタン卿は、此こ処こには居ない誰だれかの名前を空に向かって呟つぶやき、那雪へと改めて向き直る。その怜れい悧りで理知的な瞳ひとみで、那雪を真まっ直すぐ射貫いた。

「……いいでしょう。そういうことなら続けましょう」

「トリスタンさん……？」

「ですが覚えておきなさい。世界は残酷なのです。いつだって、守りたいもの、大切なものほど、手に届かない……いつかきっと、貴女も、かつて私が覚えた虚きよ無むと絶望に向き合うこととなるでしょう。なにせ、その目……貴女は生前の私に、よく似ている」

　そう言って。

　最も早はや、問答は無用だとばかりにトリスタン卿が剣を構える。

　そして、今までとは比べものにならないほど脹ふくれあがる《星気光オーラ》圧。

　きっと、今までは前ぜん哨しよう戦せん。小手調べ。

　これからが本番なのだろう。

「お願い……凜太朗君……私に力を……勇気を……ッ！」

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごを固め、那雪も身構える。

　全神経を集中させ、トリスタン卿へと向ける。その一挙手一投足も見み逃のがさないとばかりに、気を張るのだが──

「──ッ!?」

　──気付けば、トリスタン卿が消えていた。

　今、何が起きたか理解できず、愕がく然ぜんとする那雪。

　その背後を、突とつ如じよ、暴力的なまでの殺気が殴りつける。

「遅おそいですよ」

「──ッ!?」

　那雪には、振ふり向く暇もなくて。

　ばっ！　雪原を、盛大に咲さいた血ち華ばなが、赤く染め上げるのであった──




　──迫せまる。

　無数の短たん剣けんの切っ先が迫る。

　お前を殺してやるという怨おん念ねんじみた意思をもって、迫る──

「くぅ──ッ！」

　フェリシアが《マナ加速アクセル》を全開にして、屋上を駆ける、駆け回る。

　そんなフェリシアの背中を串くし刺ざしにしようと、空から無数の短剣が雨あられと迫る。

　半瞬前、フェリシアが蹴けった床ゆかに、機き関かん銃じゆうのように突つき立っていく。

　逃にげるフェリシアを追うように、床に剣山が形成されていく──

「ふっ!?　逃げるだけか!?　フェリシア＝フェルラルド！」

　屋上の貯水タンクの上に立った零華が、眼下で無様に逃げ回るフェリシアを見下ろしながら叫さけんだ。

　そして右手の短剣──【根絶やす死の鋼エクスカリバー】を振りかざす。

　再び零華の周囲に、浮ふ遊ゆうする短剣が無数に展開されていく。

「キリが──ありませんわねッ！」

　切っ先を向けて迫ってくる大量の短剣。夜を細切れに分断する銀線乱らん舞ぶ。

　フェリシアは、その一部を【花の焰ほむら舞まい】を放って、まとめて燃やし落として──

　その一部を、華か麗れいに剣を振るって弾はじき返し、叩たたき落とし──

　迎げい撃げきしきれない短剣を、跳び下がってかわす。

　ドガガガッ！

　床に突き立っていく短剣を流し見ながら、フェリシアは挑ちよう発はつするように叫んだ。

「ワンパターンですわ！　そう来るとわかっていれば、そう簡単には──」

「そうかな？」

　その途と端たん、ぞくり……と。

　フェリシアの背筋に怖おぞ気けが走った。

「──ッ!?」

　咄とつ嗟さに背後を見る。

　なんと、地面に突き立っていた短剣が数本、再び宙へ浮き──くるくると回転して、その切っ先を無防備なフェリシアの背中へと向けていた。

（しまっ──ッ!?　放ち終わった短剣もまだ操作可能だったの──ッ!?）

　再度、幾いく条じようもの銀光が夜闇を切り裂さく。

　フェリシアの背中を目め掛がけて、容よう赦しやなく、短剣達が飛ひ翔しようする。

　とても、かわしたり撃うち落としたりできる数と量ではない。

「～～～ッ!?」

　フェリシアが思わず、死を覚悟する。

　──と。

　確かに、鋭するどい物が肉を穿うがつ鈍にぶい音が無数に響ひびき渡わたるが。

　予期していた灼しやく熱ねつの激痛は、いつまでたってもフェリシアを襲おそうことはなかった。

　なぜなら──

「……大だい丈じよう夫ぶですか？　我が王」

　──ガウェイン卿きようがその身を盾たてにして、フェリシアを庇かばっていたからだ。

「ガウェイン卿!?」

　酷ひどい有様だ。鎧よろいすら易やす々やすと貫つらぬいて、ガウェイン卿の全身を短剣が串刺しにしている。

　誰もが、最悪で致ち命めい的てきな結末を予期せざるを得ない姿だが──

「ご安心を」

　ガウェイン卿は、口の端はしを伝う血を拭ぬぐいながらあっさりと言った。

「僕は、この程度では死にませんから」

　そして、本当に何でもないかのように振る舞まいながら、ガウェイン卿は名剣ガラティンを構え、フェリシアに警告する。

　そして、剣を力強く剛ごう閃せん。

　二人に向かって降り注いできた短剣を、纏まとめて粉々に砕くだいた。

　砕かれた短剣は、マナの霧きりとなって霧む散さんしていく……

「きっと、この短剣は、〝誰かの肉体に突き立つまで操作可能〟なのでしょう。……アーサー王の〝あの命令〟を体現したエクスカリバーであるがゆえに」

　自分の身体からだに突き立った瞬間、うんともすんとも言わなくなった短剣を見下ろし、ガウェイン卿が言った。

「ほう？　よくぞ見破った、ガウェイン卿」

　すると、貯水タンクの上に陣じん取どる零華が、賞賛したように告げた。

「それに、しぶとい。そこまで串刺しにされてまだ生きている上に、平然と立っていられるとはな……さすがは、円えん卓たく随ずい一いちの頑がん健けんさと謳うたわれたガウェイン卿だ。円卓最強の三騎士とて、そう無事ではいられまいというのに」

「これだけが、僕の取とり柄えなんでね……」
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　さて、戦せん闘とう続行だとばかりに、ガウェイン卿は前へ出る。

「王よ、この僕の傍そばを離はなれないでください。この僕が全身全ぜん霊れいをもって、貴女をお守りしましょう」

　ガウェイン卿が、背後に庇うフェリシアにちらりと目配せした、その時だった。

「ふん、人は変われば変わるものだな、ガウェイン卿」

　零華が、心底、意外そうに吐き捨てる。

「かつての貴様は……外面は善人を取り繕つくろいつつも、ランスロット卿やラモラック卿に、醜みにくい嫉しつ妬とと対たい抗こう心を燃やすだけの中身のないクズだった。実際、貴様は実に自分勝手で、アーサー王への忠義とやらを錦にしきの御み旗はたに、わがまま放題だった」

「……そうだったな、かつての僕はどうしようもないほどの愚おろか者だったよ」

「ふん？　それが今はどうだ？　前世では騎き士しとは名ばかりの貴様が、存外、今世ではまともに騎士をやっているではないか……どういう風の吹ふき回しだ？」

「僕にも……色々物思うことがあったんだよ……あの〝カムランの丘おか〟の光景はね」

　ガウェイン卿が、一瞬、目を閉じる。

　そうすれば、今も鮮せん明めいに鮮せん烈れつに思い出せる。

　黄昏たそがれの丘、燃える夕日、墓標のように突き立った剣と槍やり。

　全ての騎士が死に絶えた、あの破は滅めつの光景。伝説が終しゆう焉えんした地。

　その時、ガウェイン卿はすでに亡なく、その光景を直接的に目まの当たりにしたわけではなかったが──円卓の終焉の象しよう徴ちようとして異界化したその場所を、死後に辿たどり着いたガウェイン卿は、ずっと、ずっとそれを目に焼き続けていたのだ。

　ああ、あれほどの栄えい華がと栄光を誇ほこった、輝かがやかしきログレス王国が、円卓の騎士が。

　どうして、こんなことに？　一体、何を、どこで間ま違ちがえた？

「……僕はもう二度と間違えない。あの破滅は二度と起こさせない。今度こそ、真の騎士として、僕は王を支えるのだ」

「ふん、あのガウェイン卿とは、最早、別人ということか」

　すると、零華は何やら複雑な表情で、ガウェイン卿を見下ろすのだった。

　そんな零華へ、ガウェイン卿は静かに告げた。

「そういう君は……あの頃ころから何も変わらないようだな、我が妹……モルドレッド卿よ」

「…………」

　ガウェイン卿の言葉に、零華は何も反応しない。

　それ、即すなわち、無言の肯こう定ていであった。

　その名は、アーサー王物語を彩いろどる騎士達の中では、ランスロット卿やガウェイン卿に並んで、抜ばつ群ぐんの知名度を誇る騎士だろう。

　円卓の第二席──モルドレッド卿。

　偉い大だいなる騎士王アーサーに反逆した、裏切りの騎士。

　アーサー王とその異父姉しモルゴースの子にて、ガウェイン卿の異父妹まいという複雑な生い立ちを持つモルドレッド卿は、幼少期、アーサー王に殺されかけるも偶ぐう然ぜん、生き延び、やがて、アーサー王に仕える円卓の騎士となる。

　そして、いつ頃からか、モルドレッド卿は、アーサー王から王座を簒さん奪だつするため、様々な暗あん躍やくを開始したのだ。

　まず、アーサー王派の筆頭有力騎士であるラモラック卿を、ガウェイン卿の嫉妬心を利用して殺した。

　次に、ランスロット卿と王おう妃ひギネヴィアの不ふ倫りんを捏ねつ造ぞうしようとするアグラヴェイン卿に手を貸し、円卓の不和の火種を作った。

　さらには、聖せい杯はい探たん索さく中に、円卓の調停者バランサーと呼ばれる智ち将しようディナダン卿を──唯ゆい一いつ、自分の謀む反ほんに気付き、円卓を一つに纏めかねない騎士を、暗殺した。

　こうして、様々な周しゆう到とうな準備をモルドレッド卿は密ひそかに続け……ついに、アーサー王派とランスロット卿派の戦争が勃ぼつ発ぱつした時に、満を持して行動に出る。

　アーサー王がランスロット卿の領地ブルターニュへ遠えん征せいに行っている間、モルドレッド卿は本国ブリテンにて挙兵、反乱を起こして勝手に戴たい冠かん。王国は真っ二つに割れる。

　そして、帰って来たアーサー王とモルドレッド卿の全面戦争。

　非戦派の和平交こう渉しようも虚むなしく、最後の戦場となった〝カムランの丘〟にて激げき突とつ。

　血で血を洗う総力戦。朝から晩まで続いた激戦に、両軍共とも倒だおれの壊かい滅めつ状態となる。

　その死者十万。

　そんな泥どろ沼ぬま戦争の最後は、アーサー王の槍がモルドレッド卿の身体を貫き、モルドレッド卿の剣がアーサーの頭ず蓋がいを割って、相あい討うちの決着となる。

　こうして、アーサー王物語は幕を閉じることになるのである。

「その黙だんまり……やっぱり、凜太朗が言ったとおり、モルドレッド卿のようですわね」

　フェリシアが冷ややかに言い、ガウェイン卿が言葉を続ける。

「ああ。なぜ、《騎士ジヤツク》ではなく《王キング》として、この戦いに参戦しているかは知らない。なぜ、その姿形が、伝説時代とはまったくの別人になっているのかはわからない……だが……間違いなさそうだ」

　そんなガウェイン卿の言葉に零華が、鼻を鳴らして返した。

「その通りだ。私はモルドレッド。月読零華という罪深き少女の身体を奪うばい、この場に立っている──」

　そして、モルドレッド卿きようは剣を抜ぬいた。あの白い剣だ。

「まぁ、さすがに気付くか。この剣は有名だからな……」

　白銀の王剣クラレント。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが鍛たん造ぞうした第二の王剣。選定の王剣エクスカリバーの後こう継けい剣だ。

「本来、不義の子たる私に、王たる資格はない。だが、このクラレントに王の血、即ちアーサー王の末まつ裔えい達の血を集めることで、私は〝新しい王〟となる資格を得る。これは、王の世代交代のため、かつて湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが私に託たくした〝試練の剣〟なのだ」

「！」

「分かるだろう？　私は〝アーサー王に代わって、自分が王になる〟ため、この戦いに参戦した。そのために《王キング》は全すべて殺す。我がクラレントの一部となってもらうぞ、フェリシア＝フェルラルドッ！」

　その特上の殺気の威い圧あつ感かんに気け圧おされ、フェリシアが思わず一歩下がった。

「愚かな……ッ！　君はまだそんなことを言っているのか!?」

　ガウェイン卿が、そんな零華──モルドレッド卿を𠮟しつ責せきするように叫さけんだ。

「君がアーサー王に恨うらみを持っているのはわかる！　だが、君は、あの〝カムランの丘〟を……滅ほろび行く王国を！　あの破滅の光景を目の当たりにして何も思わないのか!?　そうまでして君は、王になりたいのか!?」

　すると。

「……恨み？」

　モルドレッド卿がいかにも心外だとばかりに、目の端はしを吊つり上げた。

「この私が、恨みや野心で王を目指したと本気で思っているのか？　兄上」

「──ッ!?」

　押し黙るガウェイン卿の前で、モルドレッド卿が短剣をくるりと回転させ、それをガウェイン卿とフェリシアへ、見せつけるように突つきつける。

「【根絶やす死の鋼エクスカリバー】……どうして、こんな邪じや悪あくな剣が存在している？　アーサー王が真に偉大なる王だというなら……なぜ、若じやく輩はいの私如ごときが謀反を起こしただけで、国が真っ二つに割れた？　なぜ、国の半分が悪あく辣らつなる謀反者であるはずのこの私を支持した？」

「仰おつしやってる意味がわかりませんわ！　貴女あなた、一体、何が言いたいのです!?」

　何かを焦あせったようなフェリシアの言葉に。

「ふっ……本当は、貴女もわかっているくせにな……」

　ただ、モルドレッド卿は、薄うすら寒く冷れい酷こくな笑えみを返し、ガウェイン卿を見た。

「なぁ？　そうだろう？　兄上……」

「……………………」

　そして、ガウェイン卿は無言で口を噤つぐむのであった。

「ふん、だんまりか。お前達騎士はいつもそうだ。忠義、忠節、忠誠……そういったもので、都合の悪いことは見て見ぬ振ふりをする……まぁいいさ。ここで、どんな問答をしようが、私の為なすべきこと、私の答えは変わらん」

　そう憎にく々にくしげに言い捨てて、モルドレッド卿は白い剣けんの切っ先を、フェリシア達へと向ける。

「私は《王キング》を全て殺す！　そして、私が、アーサーに代わって王になるッ！　アーサーの末裔共に、この世界は任せられない！　私が新時代を切り開く王になるのだッ！」

「戯ざれ言ごとを！　裏切りの騎士め！」

　フェリシアも負けじと、怒いかりも露あらわに叫んだ。

「いかなる崇すう高こうな理想や信念があろうとも！　人を欺あざむき騙だまし、これを殺すは王の器うつわにあらず、ですわ！　貴女のような邪悪で悪辣なる簒奪者に、決して王座は渡わたしません！」

「ならば、剣で語るのだな」

「言われずとも！」

　挑ちよう発はつするようなモルドレッド卿の言葉に、フェリシアが力強く応じ、その剣を掲かかげた。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【輝く栄光の鋼エクスカリバー】──ッ！」

　カッ！　真しん銘めいの宣言と共に、フェリシアの掲げた剣から、太陽のように眩まばゆき光が迸ほとばしり、辺りを強く明るく白熱させていく──

「ぬ──ッ!?」

　途と端たん、その光を浴びたモルドレッド卿の身体からだが、急激に重くなる。

　腕うでに力が入らなくなり、身体の動きが鈍にぶくなっていく。

　思わず、まるでフェリシアにひれ伏ふすように、跪ひざまずき、頭こうべを垂れてしまう。

「なるほど……強い」

　フェリシアのエクスカリバーの威い力りよくに、モルドレッド卿は感服したように言った。

　全身に《星気光オーラ》を纏まとい、身体能力を強化し、気き迫はくで立ち上がる。

「これが、正当なる王と万ばん人にんに認められし者が放つ威光の輝きか！　ブリテンの群ぐん雄ゆうたる十一人の英雄王が、この光の前にひれ伏すわけだ……ッ！」

　モルドレッド卿クラスならば、《マナ加速アクセル》を使えば、まったく動けなくなることはないが──だが、かなりの負担と過か負ふ荷かを強しいられることは間違いないだろう。

「今ですわ！　ガウェイン卿！」

「御ぎよ意い！　我が王よッ！」

　そして、その光を受け、ガウェイン卿の【太陽の加護】が発動、ガウェイン卿の力が三倍となる。

　その漲みなぎる力を感じながら、ガウェイン卿が貯水タンクを目め掛がけて駆かけ出した。

　だが。

「ふん、小こ娘むすめながら、王を目指すだけはあるということか……いいだろう」

　そんなガウェイン卿達を見下ろしながら、モルドレッド卿は言った。

「ならば、我が真の力を見せてやろう！」

　そして、エクスカリバーを鞘さやに収め、白い剣──白銀の王剣クラレントを掲げた。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【継承するクラ王血の銀レント】ッ！」

　モルドレッド卿が、そう宣言するのと。

「うぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　貯水タンクを素す早ばやく駆け上がったガウェイン卿が、モルドレッド卿の頭上を取ったのは──ほぼ同時だった。

　ガウェイン卿が、モルドレッド卿の頭を割らんと、落らく雷らいのように剣を振り下ろす。

　その刹せつ那な──モルドレッド卿の全身から、まるで鮮せん血けつのような真しん紅くの《星気光オーラ》が、爆ばく発はつ的に上がったのだ。

　そして、次の瞬しゆん間かん──衝しよう撃げき音。

「な、にぃ!?」

　ガウェイン卿の剛ごう剣けんは、モルドレッド卿の剣に、易やす々やすと受け止められていた。

「ふん──」

　そして、モルドレッド卿はくるりと剣を返し、そのまま振り下ろす。

　その勢いで、ガウェイン卿は屋上の床ゆかへ鋭えい角かくに叩たたき付けられ……

「ぐわぁああああああああーーッ!?」

　そのままバウンドしながら、派手に転がっていくのであった。

　フェリシアは──そんな光景に、ただ、啞あ然ぜんとしていた。

「な、なんですの、その力……？　真銘宣言ロイヤル・ロード……？　そんなはずは……」

「エクスカリバーに次ぐ第二の王剣、と言ったろう？」

　ダメージを受けた己おのれの家臣を気き遣づかう余よ裕ゆうもない。

　フェリシアの視線は、頭上に釘くぎ付づけだ。

　そこに悠ゆう然ぜんと佇たたずむモルドレッド卿のその姿──圧あつ倒とう的な密度と圧力を誇ほこる真紅の《星気光オーラ》を、まるで巨きよ大だいダムのように暴力的に発散するその姿。

　力が。力が。力が。圧倒的な力が。絶望的な力が。懸けん絶ぜつした力が。

　それが存在感となって、モルドレッド卿を天を衝つく巨きよ人じんのように錯さつ覚かくさせている。

　その力はまるで、魔人フオモール化した凜太朗と同等──否いな、それを遥はるかに超こえている。

　一体、何をどうしたら、この領域に到とう達たつするのか──フェリシアにはまるで想像もつかない。ただ、呆ぼう然ぜんと冷静に混乱するしかなかったのだ。

「我が【継承するクラ王血の銀レント】は……〝奪った王の血の量に応じて、使い手の能力を高める〟……そういう剣だ。エクスカリバーが万人に選ばれる盟主の剣ならば、クラレントは力で勝ち取る覇は王おうの剣だ」

「……ッ!?」

「この剣は、すでに月読零華の血をその命ごと吸っている……加え、完全ではないが、アインズ、エマ、瑠奈の血も吸っている。これからも、さらに強くなるだろう……王の血を吸い続けることによってな」

　フェリシアは目め眩まいがしてくる思いだった。

　まだ、強くなるのか？　この力は序の口だと……そういうのか？

「フェリシア＝フェルラルド。我が剣の力となれ！　貴様は我が王道を敷しく血の礎いしずえとなるのだ！」

「王よ！　吞のまれてはなりませんッ！」

　顔を青ざめさせるフェリシアを背に庇かばうように、ガウェイン卿が立った。

「これが退ひけぬ戦いであるならば……戦うのです！　貴女も王を目指す戦士ならば、死中にこそ活路を見み出いだすべきです！　ご安心めされよ！　我が魂たましいは常に貴女と在り！」

「…………ッ!?」

　ガウェイン卿の𠮟しつ咤たに、フェリシアの瞳ひとみに鋭するどい戦意が戻もどって来る。

　そんな二人の様子を、モルドレッド卿は眩まぶしげに見下ろしていた。

「良き主従だ。……ふん、本当に変わられたのだな、兄上」

「モルドレッド……」

「だが、それだけに残念だ……真の騎き士しに近付いたがゆえ、貴方あなたはここで死ぬのだからな……最も早はや、退く気も、我が軍門に降くだる気もないんだろう？」

「……語るに及およばず」

「いいだろう」

　ガウェイン卿の鮮せん烈れつなる覚かく悟ごと決意に満ちた瞳を見下ろし、モルドレッドが微かすかに破顔する。

　そして、その身に纏まとう暴力的なまでの真紅の《星気光オーラ》をさらに高め──

「──終わらせてやるッ！」

　剣を振りかざし、ガウェイン卿とフェリシアへ向かって舞まい降りる。

　その速度と圧力は、まるで天より降り注ぐ隕いん石せきだ。

　それを迎げい撃げきせんと、ガウェイン卿とフェリシアは、空に向かって身構えて──

　──。

「……さて、どうなるかな？」

　そんな常識を外れた戦いを、離はなれた場所からじっと見つめていたディナダン卿が、紫し煙えんを燻くゆらせて。




　──屋上を世界が砕くだけ散らんばかりの《星気光オーラ》の爆光が飲み込むのであった。








第六章　過去と未来









　──結論を言えば。

　抵てい抗こうは、まるで無む駄だだった。

　確かに、真ま神がみ凜りん太た朗ろうは、マーリンの生まれ変わりとして、凡ぼん百ぴやくの人には及ばない強固で強大なる〝個〟を持っていた。

　だが、そんなものは、大いなる深しん淵えんの前に、塵ちり芥あくたに等しかった。

　深淵──人の識の最深層は、人類の集合無意識にも通じている。

　ならば、それはたった一人で全人類と対たい峙じするようなものだ。

　当然、その無限にも等しい深淵の前に、凜太朗はひたすら無力であった。

　闇やみの向こう側に潜ひそむ想像だにするのも悍おぞましい異形達の牙きばに、爪つめに、凜太朗の身体は為なす術すべもなく、バラバラに引き裂さかれた。その肉は食い荒あらされ、その骨は囓かじられ、髄ずいまでしゃぶり尽つくされ、無数無限の異形達の胃い袋ぶくろへと四散した。

　もう、凜太朗という存在は、この世界に髪かみの毛一本すら残っていない。

（俺ハ……何ダ……？）

　ただ──肉体を失った意識だけが、ぽつんと闇の虚こ空くうに浮うかんでいるだけだった。

（ドウシテ……此こ処こニ居ル……？）

　だが、その最さい期ごに残された意識も、この闇の海の中へと溶とけ消えようとしていた。

（眠ねむイ……怠だるイ……疲つかレタ……）

　──消えていく。

　真神凜太朗という存在が──消えていく。

　消えゆく自分自身を、どこか冷静に見つめながら……凜太朗は考える。

（俺ニハ、何カ……ヤルベキ事ガアッタハズ……帰ラナケレバナラナイ場所ガアッタハズ……）

　それは自分にとって、とても大切なことであったはずだ。どんな危険を冒おかしてでもそれをやり遂とげよう、絶対帰ってくると、決意したことであったはずだ。

　だが、それがなんだったか思い出せない。まるで思い出せない。

　薄うすぼんやりと、何かを思い出そうとしている間にも、自分という存在は薄れていく。闇の中へと溶けていく。

　時折、ちらり、ちらり、と。

　誰だれかの、小麦畑のように鮮あざやかな金きん髪ぱつと、太陽のような笑えみが浮かんでは消えていくが……それが一体、誰なのか、誰だったのか……どうしても思い出せない。

　やがて──眠気と遠くなる意識は、ますます酷ひどくなっていく。

　ますます、自分という存在が希き薄はくになっていく。

　そうしているうちに……なんだか、何もかもがどうでもよくなっていった。

　金髪の誰かが哀かなしげにこっちを見るが……それすらどうでもよくなってしまった。

　……もう、眠いのだ。眠くて、眠くて、仕方がないのだ。

　凜太朗は、抵抗をやめた。

　そのまま、自分という存在を溶かし消す大いなる闇に、身を委ゆだねようとした──

　──その時だった。




〝凜太朗ッ！〟




　闇以外に何もない世界に、誰かの凜りんとした声が、力強く響ひびいて──

　──もうとっくに失われたはずの凜太朗の手に、何かが触ふれていた。

「！」

　それは──




　────。




　──トリスタン卿きようと戦う那な雪ゆき。

　──モルドレッド卿と戦うフェリシアとガウェイン卿。

　彼らはよく戦った。

　この絶望的な戦力差の中、くじけず、諦あきらめず、必死に戦った。

　だが──それでも、なお敵は圧倒的だった──




「ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ！」

　那雪が雪原を駆かける──駆ける。

　雪原に紅くれないの跡あとを残しながら、必死に駆ける。雪ゆき兎うさぎのような軽快さはすでにない。

「くぅ──《氷精は集つどいて・──》」

　駆けざまに跳とんで、振ふり返って、左手を背後へと向けた瞬しゆん間かん──

　那雪の右太ふと股ももに、左ひだり肩かたに、レーザーのように鋭く飛んで来た矢が炸さく裂れつする。

　上がる爆光。

「かは──ッ!?」

　弾はじかれ、吹ふき飛んでいく那雪の華きや奢しやな身体からだ。盛せい大だいに咲さく血ち華ばな。

　その着ちやく弾だん箇か所しよに、咄とつ嗟さに薄はく氷ひようを展開して防がなければ、手足が千切れ飛んでいた。

「ごほっ……あ、ぅ……ッ！」

　地をバウンドして転がっていき、蹲うずくまる那雪。

　その頭上全方位から、容よう赦しやなく、矢や弾だまの雨あられが降り注ぐ──

　最早、逃にげ道みちはない。

　だが、降り注ぐ無数の矢弾が那雪に触れた、その瞬間。

　がっしゃあああああんっ！

　その姿が粉々の氷ひよう片へんと化して砕け散る。

　妖よう精せい魔ま法ほう【氷月の鏡】だ。

「──あ、危なかった……ッ！」

　血ち塗まみれの肩を足を庇いつつ、那雪の本体が、あさっての場所に出現し、トリスタン卿を見み据すえようと振り返る。

　しかし──トリスタン卿の姿がない。

「え──ッ!?」

「その技わざは、もう見ましたよ？」

　その声は那雪の背後から、まるで挨あい拶さつでもするように気安げにかかった。

「く──ッ!?」

　全身を凍こごえさせる悪お寒かんと焦しよう燥そうに、那雪が手に氷の剣けんを成長させつつ、振り返りざまに一いつ閃せんするのと──

「──ご免めん」

　トリスタン卿が無造作に剣を振り下ろすのは、まったくの同時。

　成長の甘い氷の剣はトリスタン卿の剣の前に、粉々に砕かれて。

　トリスタン卿の剣は、咄嗟に身を引く那雪の胸部を斜ななめに斬きり裂いた。

「あぐぅうううううーーッ!?」

　再び美しく残ざん酷こくに上がる血の花はな吹雪ふぶき。那雪の苦く悶もんの悲鳴が上がる。

　まだ、浅い。致ち命めいには至らない──が、重傷だ。

「ふ、《冬の嵐あらしよ》──ッ！」

　那雪が慌あわてて、跳び下がる。跳び下がりながら、極低温の凍とう気きを放つ。

　大気が凍いてつき、輝かがやきながら渦うずを巻く。

　並の人間ならば、一瞬で全身の血が凍こおり付き、死に至るほどの冷気だ。

　だが、圧あつ倒とう的密度の《星気光オーラ》を防ぼう御ぎよに纏うトリスタン卿にとっては、ほんの表面の薄皮一枚凍らせる程度の冷気に過ぎない。

　臆おくさず、怯ひるまず、トリスタン卿は、荒れ狂くるう死の凍気流の中へと踏ふみ込み、神速で那雪を追いかけて──

「──これで、終わりです」

　余よ裕ゆうで下がる那雪へと追いつき、剣を二閃する。

　瞬時に、那雪の右手の腱けんを断たち、左足の膝ひざを割る。

「──ぁ──」

　全身から全すべての力を失い、那雪は雪原を血に染めながら転がっていくのであった。

　ようやく転がる身体が止まり、那雪は仰あお向むけで空を仰ぐ。

「……はぁ……はぁ……はぁ……こほっ……」

　今まで、あの手この手でトリスタン卿の攻こう撃げきを捌さばいてきたが──もう限界だった。

　マナは枯こ渇かつ。疲ひ労ろうも損傷も極限。

　最も早はや、那雪は立ち上がることも、指一本動かすこともできなかった。

　今、勝敗は決したのだ。

　もっとも、最初から勝負になってはいなかったのだが。

　那雪の、氷精のように可か憐れんで美しかった姿は、今や見るも無む惨ざんにズタボロだ。

「やったぁああああああああーーッ！　どうだ、参ったか、ビッチめ！」

　そんな哀あわれな那雪を見て、仁ひとしが歓かん喜きの叫さけびを上げた。

「どうだ、見たか！　これが僕の力だッ！　お前ごときが、僕に逆らうからこういうことになるんだ!?　わかったか！」

「…………けほっ……」

　震ふるえながら、小さく血を吐はいてむせる那雪。

　もう何一つ言葉を発する余裕がない。

「さぁて……そろそろ向こう側も決着がついたみたいだね……」

　そして、仁が頭上を見上げれば。

　どしゃり。空から、何かが雪原に落下してくる。

　ガウェイン卿だ。全身を赤い《星気光オーラ》を宿した短剣に串くし刺ざしにされ、完全に意識を失っている。これでまだ消しよう滅めつしていないのが奇き跡せきだ。

　そして、その傍かたわらに、モルドレッド卿が足音軽く降り立った。

「……ぁ……うぅ……」

　その右手には、ぐったりとしたフェリシアがぶら下がっている。まだ辛かろうじて意識は残っているようだが、全身を短剣に串刺しにされ、血塗れの虫の息だ。

　そして、モルドレッド卿の左手に下げられているのは白い剣。

　フェリシアから滴したたる血が、ふわふわとひとりでに動いて、その刀身へと吸い込まれていき……その赤い輝きをより一層強くしていくようであった。

「……見事だったぞ、兄上。今世の貴方あなたはまさしく真の騎き士しだった」

　モルドレッド卿は、フェリシアの何倍も酷い重傷を負っているガウェイン卿を見下ろし、短くそう呟つぶやいた。

「……ぅう……悔くやしい……悔しい……ですわ……」

　フェリシアも、最早悔し涙なみだを流しながら、苦悶に呻うめくことしかできなかった。

「あ、あれ……？　零れい華か？　な、なんだか、君……雰ふん囲い気きが……？」

「気にするな」

　赤く濃のう密みつな《星気光オーラ》を纏まとうモルドレッド卿の姿に、仁が戦おののくが、モルドレッド卿はそれを一いつ蹴しゆうする。

「それよりも、だ。約束だ。こいつの始末は、私がつけて良いのだろう？」

　モルドレッド卿が、ぐったりとしているフェリシアの身体を掲かかげる。

　そして、その首筋に白い剣を当てる──

「そうだな……」

　と、その時だった。

　仁は何かに気付いたように、フェリシアの横顔と、那雪の顔を交こう互ごに見比べる。

「そういえば……こいつらって、アーパービッチのくせに、顔だけはいいんだよな……」

　そして、しばらくの間、何かを考え込むように押し黙だまって……

「よし、やっぱなし！　殺すのはなし！　こいつらは飼おう！　僕の奴ど隷れいとしてね！」

　何かとんでもないことを、野や卑ひな笑顔で言い始めた。

「……ッ!?」

「…………ッ！」

　そんな仁の言葉に、那雪とフェリシアが顔を青ざめさせて絶句する。

「ふ、ふざけ……ないで……ッ！　そんなの死んだ方が、まし……ですわ……ッ！」

　だが、フェリシアの絞しぼり出すような拒きよ絶ぜつは完全に無視される。

「いやぁ、実は一度、こういうのやってみたかったんだよねぇ？　なんていうか、これも強い王の特権っていうか……」

　と、その時。

　仁は気付く。モルドレッド卿きようが、トリスタン卿が、そしてディナダン卿が、呪のろい殺せそうなほどの憤ふん怒ぬの視線で自分を睨にらんでいることに。

「な、なんだよ!?　何か文句あるのかよ!?　僕は王だぞ!?　王は何をやっても許されるんだ……ッ！　僕に仕える家臣のくせに、お前ら、なんだその目は!?」

「ええ、その通りですわ、仁様」

　と、その時、笑顔で仁の言葉を肯こう定ていする女がいた。モルガンだ。

「え、エレイン!?　あっ！　い、言っておくけど、これは浮うわ気きじゃないからね!?　ただの遊びみたいなもので……」

「はい、分かっていますわ、仁様。真の王は、側室に多くの女を囲っておくもの……それが甲か斐い性しようというものです。その程度で、私の仁様に対する忠誠と想おもいは揺ゆらぎませんわ」

「だ、だよね！　うん、君ならわかってくれると思ってたんだ！　ははは！」

「ええ、敗者である彼女達は、すでに仁様の所有物……彼女達には、私が【隷属刻印】を刻んでおきましょう……ふふふ……」

　モルガンは笑う。仁へ、どこまでも朗ほがらかに笑いかける──その笑顔は、ルールの隙を突いて人を陥おとしいれる悪魔の笑みそのものなのだが、仁はそれに気付かない。

「あは、あはははは！　そういうことだ！　ほら！　トリスタン卿！　その女達を連れて帰るぞ！　縛しばり上げろ！　ついでにどっかに隠かくれてる瑠る奈なも探してこい！　あいつも僕のものにしてやる！　生意気だから徹てつ底てい的に調教してやるんだ！　何やってんだ!?　命令されたいのか!?　知ってるぞ、お前達《騎士ジヤツク》が《王キング》の《王命》に逆らえないことはな！　お前達《騎士ジヤツク》はそういう存在だ！　全部、知っているんだぞ！」

「…………ッ！」

　苦く渋じゆうに満みちた表情で、トリスタン卿は渋しぶ々しぶと倒たおれ伏ふす那雪の元へ向かう。

「……凜……太朗……君……ごめん……ね……」

　那雪は、無念そうにそう呟くことしかできず……

「……殺して……ください……ませ……」

　フェリシアは、モルドレッド卿へ、か細い声でそう懇こん願がんしていた。

「この身を……あのような下げ劣れつな輩やからに……弄もてあそばれる……くらいなら……いっそ……」

　モルドレッド卿は、そんなフェリシアを目を細めて見つめ……

「元よりそのつもりだ。……貴女あなたの死は決して無む駄だにはしない」

　やがて、意を決したように、フェリシアの胸部に白い剣を突つき立てようとした──

　──まさに、その時だった。

「──ッ!?」

「な……ッ!?」

　ず……と。突とつ如じよ、中庭を凄すさまじい重圧感と圧あつ迫ぱく感かんが支配した。

「この魔気は……ッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、空を埋うめつくさんばかりの黒い稲いな妻ずまが乱らん舞ぶし、モルドレッド卿とトリスタン卿を顎あごを開けた蛇へびのように襲おそった。

　咄とつ嗟さにモルドレッド卿は、フェリシアを放ほうり出して跳とび下がり、トリスタン卿も那雪から距きよ離りを取って、辛うじて黒い稲妻の顎を逃のがれ、事なきを得る。

　そして──そんな戦場のど真ん中に。

　圧倒的な存在感と黒い《星気光オーラ》を持つ、魔人フオモールが天より降り立つのであった。

　その正体は──

「……よう、生きてるか？　お前ら」

「凜太朗……ッ!?」

「凜太朗君……ッ！」

　──真神凜太朗であった。

　すでに魔人フオモール化をしている。翻ひるがえるは黒い《星気光オーラ》で編まれた戦衣。

　闇やみの中に輝く金色の瞳ひとみが、ぎらぎらと凶きよう悪あくに輝いている。

　そして──その胸には、サンザシのケルト十字ペンダントが下がっていた──

「……遅おそくなっちまったな」

「!?」

　ふと、気付けば。凜太朗は那雪を横よこ抱だきに抱きかかえて、倒れ伏すフェリシアとガウェイン卿の傍らへと移動していた。

　トリスタン卿、モルドレッド卿すら見み逃のがす、超ちよう高こう速そく移動であった。

「り、凜太朗……？」

「すまなかったな……俺がもたついてるせいで、そんな酷ひでぇ目に遭あわせちまって」

　フェリシアが呆あつ気けに取られて目を瞬またたかせ、凜太朗を見上げる。

　何か……凜太朗の雰囲気が違ちがうのだ。

　猛たけり荒あらぶる《星気光オーラ》圧は、そのままだが──以前と何かが違う。

　何か憑つき物ものが落ちたような……そして、どこか涼すずやかですらある。

　そもそも、凜太朗がそんな風に誰だれかに謝るなど、想像もつかない事態だ。

「よかった……帰って来たんだね……本当に……よかった……」

　凜太朗の腕うでに抱いだかれる那雪が、凜太朗の顔を見つめ、ぽろぽろと涙を零こぼす。

「おかえり……凜太朗君……」

　那雪がそう言うと、凜太朗はふっと優やさしげな笑えみを返す。

「ああ……すぐにカタをつけてくる。待っててくれ」

　凜太朗は那雪を優しく地に横たえると、双そう剣けんを抜ぬいて、仁達の元へと歩み寄っていくのであった。

「……は、ははは……なんだよ、居たのかよ、ＤＱＮが……ッ！」

　そんな凜太朗へ、仁が吠ほえた。犬のように吠えた。

「今さら出てきてどうするつもりだ!?　まだ、僕の力がわかんないのかよ!?」

　無視。

　凜太朗は無言で、仁へと向かっていく。

　エクスカリバーの鞘さやで身の安全は絶対保障されている……仁はそんなことも忘れ、どこか恐おそろしげな凜太朗の姿に戦き、一歩、また一歩と下がる。

「く、くそ……ッ！　何をやってるんだ！　トリスタン卿！　月つく読よみ零華！　やれよ！　お前ら、僕の家臣だろ!?　あのＤＱＮをやってしまえッ！」

　そんな仁の命令に応じて。

「……御ぎよ意い」

「ふん！　元よりそのつもりだ……ッ！」

　トリスタン卿とモルドレッド卿が、凜太朗の前に立ちはだかった。

「逃にげたわけではなかったようだな、安心したぞ、真神凜太朗……いや、マーリン！」

「…………」

「私は、貴様だけは、この手で葬ほうむらねばならないと思っていた！　覚かく悟ごするがいい！」

　そんな風に宣戦布告し、モルドレッド卿が圧あつ倒とう的な《星気光オーラ》を展開するが。

「……吠えるなよ、三さん下した。ご託たくはいらねえ……かかってこいや」

　凜太朗はまるで眼中になしとばかりに、涼しげに返す。

「言っておくがな……今、俺は相当、頭に来てるからな？　俺の仲間達を、ああまでボコられて、か　な　り、頭に来てるからな？　ただで済むと思うなよ、雑魚ざこどもが」

「吠えるなッ！　我が【継承するクラ王血の銀レント】の力……思い知れぇええええーーッ！」

　その刹せつ那な。

　モルドレッド卿とトリスタン卿が──動いた。

「──速い!?」

　フェリシアが目を剝むいて叫さけぶ。

　その動きは──最も早はや、音速ジェット機だ。

　衝しよう撃げき波はをまき散らしながら、二人の騎き士しが、凜太朗へ真まっ直すぐ迫せまる。

「ふー…………」

　だが、凜太朗はそれを見み据すえながら、静かに息を吐はく。

「瑠奈。俺は──……」

　そして、胸のサンザシのケルト十字を、そっと握にぎりしめて、目を閉じる──




　────。




『──凜太朗！』

　深海の深しん淵えんの中に溶とけ消えかけていた凜太朗の意識が、不意に浮ふ上じようする。

　失ったはずの手に、何かが触ふれる感かん触しよく。それと共に、微かすかに意識がはっきりする。

　今はもう、よくは思い出せないが……その声の主の名前すら思い出せないが……

　それは、なぜか聞きたかった懐なつかしい声だった。

『──起きなさい、凜太朗ッ！　目を覚ませッッッ！』

（……うるせえな……）

『──聞こえてるの!?　いつまで寝ねてるのよ!?　さっさと戻もどって来なさい！　私の元に！　貴方あなたは私の家臣でしょう!?』

（……だから……うるさいっつってんだろ……お前のキンキン声は頭に響ひびくんだよ……）

『──貴方は帰りたくないの!?　ずっと、そんな寂さびしい所にいたいの!?』

（……んなわけねーだろ……とにかく、放ほうっておいてくれよ、もう……）

『──はぐらかさないで答えなさい！　貴方、どうしたいのよ!?』

（…………）

　しつこい謎なぞの声に、凜太朗はしばらくの間、押し黙だまる。

　なぜか、漠ばく然ぜんと浮うかぶのは、太陽のように眩まぶしい笑顔を浮かべた金きん髪ぱつの少女に振ふり回された日々、そんな少女の元に集つどう、ちょっと憎にくめない誰か達。

　闇の中に浮かぶそんな光景を、凜太朗はぼんやりと見つめ……やがて呟つぶやいた。

（……帰りてえよ……）

　すとん、と。何かが凜太朗の心の中で、落ちた気がした。

（ああ、そうだな……帰りてえな……でも、俺、もう帰れねえんだよ……）

　そう言った瞬間だった。事実を正しく認にん識しきした瞬間だった。

　何か──もの凄すごい喪そう失しつ感かんがあった。取り返しのつかない絶望があった。

　そうだ、自分はもう、帰れないのだ。このまま消えるしかないのだ。

　ああ、なんて俺はバカだったんだ。

　ずっと、探して、拒きよ絶ぜつされ、求めて、否定され、自棄やけになって、失望されて。

　強がって、呆あきれられ、粋いきがって、捨てられて、傷つけて、絶ぜつ縁えんされて──

　ねじ曲がって、ねじ曲がって、ねじ曲がり続けて……他人なんか必要ない、一人で十分、俺以外のやつは玩具おもちや……そう無意味な虚きよ勢せいを張り続けて。

　そんなクズな俺でも受け入れてくれるやつをやっと……やっと、居場所を見つけたのに。

　なんで、俺はあっさり零こぼし落としてしまったんだろう？

　なんで、もっと最初から、全身全ぜん霊れいをもって必死に守らなかったのだろう。

　なんで、こんな絶望の深淵のどん底に沈しずむまで気付かなかったんだろう。

　なんで、伝説時代も、この現世も、もっと、しっかり摑つかまえておかなかったんだろう。

　後こう悔かいは、汲くめども汲めども、まるで尽つきることがない。

　俺は救いようのない、バカだ──

（ちくしょう……）

　ああ、もしこの身にまだ肉体が残っていたのなら……きっと、俺はみっともなくガキのように泣き叫わめいているんだろう。

　だが──

『──大だい丈じよう夫ぶよ』

　その誰かは、優しくそう言った。

『凜太朗……貴方がそう思ってくれるなら……きっと、貴方は私の元に帰れるわ』

（なんでだよ……？）

『約束したから』

（……約束？）

　心当たりがない。思い出せない。

『……世界一の王様になった私の元へ、颯さつ爽そうと駆かけつけて来てくれるんでしょ？　私の傍そばに居てくれるんでしょう？　貴方は外げ道どうだけど、約束は守る人だもん』

（……あれ？　お前、もう世界一の王様になってたっけ……？）

『まだよ。でも、それ確定事じ項こうだから、契けい約やくはすでに有効なの。破ったら死し刑けいよ』

　誰かは、悪びれることもなく、あっさりぬけぬけとそう言ってのけて。

（はは……ははは……）

　こんな状じよう況きようだというのに、俺は思わず笑ってしまう。笑うしかない。

（死刑は……ご免めんだな……）

『……でしょ？　だったら、ほら、早く戻って来なさい、早く』

　そうだな。そうだった。

　俺は戻らなければならない。帰らなければならない。あいつのところに。

　こんな闇の中に溶けて、沈んでいる場合じゃない。

　俺は帰らなければならない──否いな、帰りたいのだ。

（俺は──帰るんだッ！　あいつの元に──瑠奈の元に──ッ！）

　今まで霧きりの向こう側に隠かくれていた、誰かの名前を摑み──俺は叫んだ。

　同時に、手の中に生まれていた何かの感触を、強く握りしめる、強く──

　その瞬しゆん間かんだった。

　その手の中の物が、圧倒的に眩まばゆい光を放った。

「──なッ!?」

　その目が眩くらまんばかりに、まるで太陽のような輝かがやきは、辺りの闇を片かた端はしから容よう赦しやなく吹ふき飛ばし、吹き払はらっていく。

　今やそこは、闇が支配する深淵の深海ではない。

　注ぐ眩い陽光と、澄すんだ鮮あざやかなマリンブルーが支配する、光の海であった──

「……ッ!?」

　食い荒あらされ海の藻も屑くずと消えたはずの俺の身体からだが、元に戻っている。

　その手には、サンザシで作られたケルト十字が握られている。

　──瑠奈に貰もらった、あのペンダントが。

「ば、馬ば鹿かなぁああああああああああああああああああああーーッ!?」

　そして、眼前にはエスがいた。

　辺りを照らす眩い光にその姿を暴あばかれ、悶もだえ苦しんでいる。

「クソッ！　クソクソクソクソォオオオオオーーッ！　そのペンダントはッ！　ちくしょう、あのクソ女ぁああああーーッ！　一体、どこまで俺の邪じや魔まをすれば──ッ！」

　最早、問答は無用だ。

　俺は双剣を振りかざし、エスに向かって猛もう突とつ進しん、真っ直ぐ切り込む。

「うるせぇ──俺の中から……ッ！　消えろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「────ッ!?」

　光に暴かれ、弱体化したエスに俺の剣はかわせない。

　──入った。

　俺が全身全霊で振るった剣は──これ以上ない理想の形で、エスに入っていた。

「ったくよぉ……げほっ……酷ひでぇじゃねえか……相棒……」

　俺の剣を胸部に深く食い込ませたエスが、至近距きよ離りで凄せい絶ぜつに笑った。

「ぐふっ……しゃーねぇなぁ……こうなっちまったらよぉ……いいぜ……当面、俺は消えておいてやるよ……しばらく、主導権はてめぇに握らせてやる……」

　そう言って。

　エスは、金色の眼球を俺へと放った。

　俺がそれを受け取れば、それは俺の手の中にずずずとしみ込んでいき……やがて、掌てのひらと手の甲こうに、目を模した不気味な紋もん様ようを形成した。

「だが、覚えておけよ……？　俺を強ごう引いんに制したところで、一時しのぎだ……」

「…………」

「お前は、アーサーを殺す。やつにどんな友情を抱いだこうが、愛情を抱こうが……関係ねえ……必ずだ。必ず殺すぜ？　予言してやる！　俺達はそういう運命なんだ……そういうシナリオなんだよ……はは、ははははは……ッ！　その時のお前の間ま抜ぬけ顔、今から想像するだけで楽しみだぜぇ!?　マーリンよぉ!?　ひゃはははははははっ！　あーっはははははははははははははははーーっ！」

　エスが徐じよ々じよにその身体を黒い霧に分解させ消しよう滅めつしながら、そんな呪のろいを残す。

　だが──俺は、そんなエスへ決然と言い放つ。

「それが俺の運命だって言うんなら……そんな運命、俺がぶっ壊こわしてやる」

「……そうかい」

　すると、どういうわけか。

　エスは、ほんの少しだけ、狂きよう気きと険の取れた表情で言った。

「……なら、まぁ……精々、頑がん張ばれや……期待してるぜ……くくく……」

　こうして、エスは完全に消滅して。

　降り注ぐ光は、どんどんと強くなっていき──

　世界は真っ白に白熱していき、俺の意識は急速に浮上していく──……




「──ッ!?」

　ふと気付けば。

　凜太朗は、元の医務室に居た。

　自身への異界の出入り口だった魔ま法ほう陣じんの上に、大の字になっている。

　その手には、瑠奈からもらった、サンザシのケルト十字が握にぎられていた。

「俺……帰って……来れたのか……？」

　ふと、身体に重みを感じて、視線をそちらへ向ける。

「すー……すー……」

　瑠奈だ。瑠奈が凜太朗へもたれ掛かかるようにして、寝ね息いきを立てていた。

　その手には……凜太朗と同じくサンザシのケルト十字だ。

「……ん？　これは……？」

　そのケルト十字は、その古ぼけた見た目からして、つい最近、作られたような代しろ物ものではない。もう十年以上も前に、誰だれかが手作りで作ったような……そんな一品だ。

　瑠奈はそれを大切そうに握りしめて、安らかに眠ねむっていた。




　──ふっ！　私の手作り！　友情と絆きずなのお守りよ、凜太朗。たとえ、二人が分かたれても、このペンダントがある限り、いつか必ずその人と再会できる……王が家臣へ贈おくるプレゼントとしては、最上級の名めい誉よでしょ？　嬉うれしい？




「……借り、作っちまったな」

　凜太朗は瑠奈を抱き上げ、そっとベッドに寝かせた。

「後は俺に任せろ、王様。お前とお前の仲間達は──俺が守ってやる」

　そう言った瞬間、凜太朗の姿が、その部屋から霞かすみのように消えて──

　そして──




　────。




「ったく、お前らさぁ──」

　凜太朗が──

「弱ぇッ！　弱すぎるんだよぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　──無造作に双そう剣けんを振ふるうと。

「ぐわぁああああああああああああああああーーッ!?」

「ぐぅううううううううううーーッ!?」

　大気を震ふるわせる盛せい大だいな衝しよう撃げき音、二つ。

　それを受けたトリスタン卿きようとモルドレッド卿が、冗じよう談だんのようにカッ飛ばされていく。

　大地を何度も何度もバウンドして校舎の壁かべに叩たたき付けられる。

「ったく、ここまで弱ぇと呆あきれを通り越こして笑えるぜ」

「く──ば、馬鹿な……ッ！　こんな──ッ！　こんなはずは……ッ！」

　モルドレッド卿が崩くずれたコンクリを押しのけ、さらなる【継承するクラ王血の銀レント】の力を解放する。その全身に真しん紅くの《星気光オーラ》が漲みなぎるが──

「私はアーサー王の力を手に入れたのだ……ッ！　今さら貴様ごときに──ッ！」

「はぁ!?　なんだぁ!?　そりゃ！」

　瞬間移動のようにモルドレッド卿に追いついた凜太朗が、モルドレッド卿の胸むなぐらを摑つかみ上げ──空高く跳ちよう躍やく。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

「ぐぅううううううううううううううーーッ!?」

　すると、凜太朗は、バレーボールのスパイクのように、モルドレッド卿を地面へ鋭えい角かくに投げつける。

「ぐはぁ──ッ!?」

　大爆ばく発はつ。地面に盛大な口を開くクレーター。割れ砕くだけ、めくれ上がった大地に、もみくちゃにされながら、モルドレッド卿が地面をバウンドし──

「だぁあああああああああああああああああああああーーッ！」

　そんなモルドレッド卿を、水平にカッ飛んで来た凜太朗が、ノートラップ・ダイレクト・ボレーシュート。モルドレッド卿はボールのように吹き飛んでいき──

　仁が背にする西館校舎のど真ん中に盛大なゴールを決める。

　西館校舎が真っ二つに割れ砕け、発破工事が如ごとく倒とう壊かいしていく西館。

「な、なんだよ……なんなんだよ、あいつ……」

　仁は青ざめながら、黒い《星気光オーラ》を纏まとって暴れ回る怪かい物ぶつを眺ながめるしかない。

「凄すごい……」

　そして、そんな戦いを見守っていたフェリシアも、這はいつくばりながら呟つぶやく。

「あんなに凄い力、初めて見ましたわ……今までの凜太朗とは比になりません……」

　そして、フェリシアはどこか戸と惑まどいを隠せない風にぼやく。

「で、でも……変ですわ……わたくし、どうかしてしまったのでしょうか……？」

　正直に言えば、今までのフェリシアは、凜太朗の魔人フオモールの力に、例えようのない恐おそろしさを感じていた。禍まが々まがしさを感じていた。

　力の強大さがどうというより、力の性質が邪じや悪あくに属するものであり、人間が手を出してはいけないことを本能的に察せられる異形で歪いびつな力だったのだ。

　だというのに──

「今までよりも強い力なのに……なぜですの？　今の凜太朗からは、ちっとも恐ろしさを感じませんの……むしろ……」

　凜太朗の何が変わったのだろう？　あんなにも激情を露あらわに、荒あらぶっているのに。

　フェリシアは、目の前の信じられない光景を眺めながら、ぼんやりとその正体を考え続けるのであった。

「さて、次は──」

　倒壊していく校舎の中に埋まい没ぼつしていくモルドレッド卿。

　それを尻しり目めに、凜太朗が振り返れば──

　そんな凜太朗に、無数の矢や弾だまが、空を埋うめ尽つくす勢いで殺さつ到とうしていた。

　トリスタン卿の《無む駄だなしの弓》だ。

「何が無駄なしだ、無駄なんだよ、クソがぁああああああああああああああーーッ！」

　凜太朗が刹せつ那なに双剣を振るう、振るう、振るう、振るう──

　剣撃の猛もう回転が、迫せまり来る矢弾の悉ことごとくを弾はじき返し、撃うち落とし、叩き返す。

　夜空を無数の流星乱らん舞ぶが散さん華げする。

「くぅううううううううーーッ！」

　それでも、トリスタン卿は連射を止めない。

　那雪戦でも見せなかった凄すさまじい連射を続け、さらなる回転数を上げて、矢を放ち、凜太朗を、大量の矢の弾だん幕まくの中へ押さえ込もうとする。

「無駄だって──言ってんだろぉがぁあああああああああああああーーッ！」

　凜太朗が地を蹴けって、駆かけ出す。

　一歩毎ごとに地面を抉えぐりながら、魔速で駆ける。

　駆けながら、迫り来る全すべての矢弾を叩き落とす、落とし続ける。

　その一射で装そう甲こう車をも爆ばく破は炎えん上じようさせる威い力りよくの矢が、なんの足止めにもならない。

　凜太朗は、一いつ瞬しゆんでトリスタン卿との間合い、数十メートルを消し飛ばし──

「おらぁああああああああああああああああああああああーーッ！」

　双剣を二閃せん。破は砕さい音。

　トリスタン卿の《無駄なしの弓》を粉々に破は壊かいしてしまう。

「ば、馬ば鹿かな──……」

「あーら!?　随ずい分ぶんとまぁ、脆もれぇ幻想武具アーテイフアクトだなぁ!?」

　蹴りを放ち、トリスタン卿を猛もう烈れつに吹ふき飛ばす。

　それをさらに魔速で追いかけながら、凜太朗が吠ほえた。

「お前らってさぁ──クソ雑魚ざこのくせに……ッ！　本っっっ当に！　今まで好き勝手、やりたい放題しくさりやがってくれたよなぁ……ッ!?」

「ぐぅううううう──ッ!?」

「こんな連中に、あいつらがボコられたなんて……あー、むかつく！　あああーーっ！　むかつく！　ああああああああーーッ！　むかつくッッッ！」

　そして、水平に飛ぶトリスタン卿へ追いつき──

「そして、何より最高にムカつくのはよぉ……ッ！　そんなクソ雑魚なお前らから、あいつらを守ってやれなかった俺自身が、最っ高に腹立たしいわぁああああーーッ！」

　そのままの流れで、凜太朗はトリスタン卿の首を刎はねようと剣を鋭するどく振るい──

　トリスタン卿は、咄とつ嗟さに体勢を立て直し、剣を抜ぬく。

　壮そう絶ぜつに激げき突とつ。至近距きよ離りで喰くらい合う、凜太朗の剣とトリスタン卿の剣。

「ぐぁあああああーーッ!?」

　その衝撃が、トリスタン卿の身体からだを突つき抜け、盛大にのけぞらせ、血を吐はかせ──

「円えん卓たく随ずい一いちの膂りよ力りよくと言ったなぁ!?」

　凜太朗が双剣を、紫し電でんが爆はぜるように切り返し──

「その肩かた書がき、もう返上しなぁあああああああああーーッ！」

　剣をトリスタン卿へ撃ち込む、撃ち込む、撃ち込む、撃ち込む。

　嵐あらしのような剣けん舞ぶ。デスメタルハードロック・ドラムのような乱れ斬ぎり。

　それらをトリスタン卿は、辛かろうじて剣で捌さばき続けるが──

「ぐぅうう!?　がぁああああああああーーッ!?」

　もう取り繕つくろいようもなく、力負けしている。

　一撃受ける毎に、凄まじい剣圧衝撃がトリスタン卿きようの全身を突き抜け、骨を軋きしませて蹂じゆう躙りんし、その身体を滑こつ稽けいな操あやつり人形のように踊おどらせる。

「ぉおおおおおおおおおぁあああああああああああああああああーーッ！」

　だが、凜太朗は容よう赦しやなく、苛か烈れつに、徹てつ底てい的に、執しつ拗ように剣を撃ち込み、振るい、切り上げ、引き払はらい、切り返し、叩き付け、薙なぎ払い、逆巻いて、振り抜いて──

「終わりだ、くたばれぇええええええええええええええええええええーーッ！」

　左手の剣を──閃光のように突き放つ。

　どしゃっ！　上がる血ち華ばな。鎧よろいを砕き、肉を穿うがつ鈍にぶい音。

　凜太朗の剣が、トリスタン卿の胸部を貫つらぬく。

　その刺し突とつの勢いで、凜太朗の手から剣が離はなれ、トリスタン卿は胸部に剣を突き立てられたまま、ロケットのように飛んで行き──

「が──ッ!?」

　東館校舎の壁の四階付近に、まるで昆こん虫ちゆう標本のように縫ぬい付けられた。

「ごほっ……こ、これが……マーリン……なの……か……ッ!?」

　身動きが取れなくなったトリスタン卿が血ち反へ吐どを吐く。己おのれを苛烈な目で見上げてくる凜太朗を、見下ろす。

　恐るべき激情に燃えた瞳ひとみだ。それに応こたえるように噴ふん火かする《星気光オーラ》だ。

　だが、その《星気光オーラ》には、伝説時代に感じたような禍々しさ、邪悪さは、なぜか不思議となくて──

　ただ、仲間を傷つけられたことに対する義ぎ憤ふんにのみ、燃えていた。

　ただ、守るという決意と、もう傷つけさせやしないという覚かく悟ごが、根底に燃えていた。

　それはむしろ、大切な者達のために発はつ露ろする、正しき怒いかり。

　その有様は、邪悪さなどとは無む縁えん──眩まばゆく涼すずやかであるとさえ言えた。

「……げほっ……酷ひどい話ですね……」

　トリスタン卿が、血を吐きながら皮肉げな笑いを零こぼす。

「あんなの……悪役で召しよう喚かんされた私が、勝てるわけないじゃないですか……ははは……」

　こうして。

「……ああ、もう……なんか、もう……どうでもいい……」

　かつて、円卓最強の一角と謳うたわれたトリスタン卿は──

　あまりにも、あっさりとマナの霧きりと化して消しよう滅めつしていくのであった。

「ふん……お前も、もっとマトモな主に呼ばれりゃ、もう少し勝負になったんだがな」

　消え逝ゆくトリスタン卿へ背を向け、凜太朗はそう独りごちるのであった。




　──静せい寂じやく。

　先さき程ほどまでの戦いの喧けん噪そうが噓うそのような静寂が、その場を支配している。

「さて、と……」

　凜太朗が息を吐いて、振ふり返ると。

「な、なんだよ……これ、なんなんだよ……ッ!?」

　そこには、後ずさりしながら、わなないている仁がいた。

「なんだよ……どうして、僕が負けてるんだよ……ッ!?　一体、なんなんだよ!?　トリスタン卿も月読零華も、本っ当に使えないなぁーーッ！」

　そして、仁は取り縋すがるように、隣となりを振り向く。

「え、エレイン！　どうしよう!?　ぼ、僕を助け──」

　だが、つい先程まで居たはずのエレインは、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「エレイン…？　…ど、どこへ……？」

　最も早はや、何がなんだかわからないという表情の仁へ。

「とりあえず、本丸の前に、てめぇにも落とし前つけてやりたいところなんだが……」

　凜太朗が、いかにも面めん倒どう臭くさそうな、忌いま々いましそうな目で仁を睨にらみ付けていた。

「けど、お前、あのチート鞘さやがあるからなぁ……ちっ、どうしたもんか」

「そ、そうだッ！」

　すると、仁は天てん啓けいを得たとばかりに、震ふるえる手で腰こしに下げたものを掲かかげる。

　それは──一本の鞘だ。

「僕には【堅守するエクス不死の鋼カリバー】が、あ、あったんだッ！　お前みたいなチートＤＱＮがいくら粋いきがったところで、僕には指一本、手出しできないんだッ！　ざまあみろ！」

　と、その時である。

「ん……？」

　凜太朗は、ふと気付く。

　目を細めて、その仁が誇ほこらしげに掲げる鞘を見つめる。

　フェリシアと那雪も、何かに気付いたように、鞘を見て小首を傾かしげる。

「あれ……？　あの鞘……」

　そして──

「……ぷっ！」

　突然、凜太朗が吹き出し始めた。

「ははは……ははははははは……ッ！　はっはーん？　なるほど、そういうことか……あっははははははははははははーーッ！」

　そして、いかにもおかしくて仕方ないとばかりに、腹を抱かかえて笑い始める。

「な、何がおかしいんだよ!?」

「いや、何……俺、ちょっと、あの黒い魔ま女じよの正体が薄うす々うすわかってきたわー」

「は？」

「だっはははははははははははははっ！　こいつぁ傑けつ作さくだ！　あの時とまったく同じ手口じゃねえか！　ぎゃっはははははははははははははははははははーーッ！」




　凜太朗が馬ば鹿か笑わらいをしているその頃ころ──

　ソードレイク海かい浜ひん公園、その海に面した崖がけの縁ふちに一人の黒い女がいた。

　……モルガンだ。

「……〝『アーサー、私はお前を許さない。我が愛いとしきあの人を殺したお前を、私は決して許さない。我が恨うらみを思い知るがいい。我が身にいかなることが起きようが、お前にこの鞘は決して渡わたすまいぞ』〟」

　モルガンは、ジョン・シープス著『終わる円卓のラストラウンド・アーサーアーサー』の一節を、朗ろう々ろうと吟ぎん詠えいしながら、棒状の何かを、眼下の海へと放ほうり投げた。

　ぼちゃん！

　その棒状の何かは、着水すると……まるで水に溶とけるかのように消えていった。

「〝こうして、モルガンは、弟アーサーから偽物とすり替えて奪った魔法の鞘を、湖のもっとも深いところへと投げ込んでしまいました。黄金と宝石で重かった鞘は水に沈しずみ、二度と浮うかんで来ませんでした。アーサー王は魔法の鞘を永遠に失ってしまったのです〟」

　ここまで、吟詠したモルガンは、不意にくすくすと笑い出す。

「うふふ……あははは、あははははははは！　貴方あなたの役目はもう終わりですわ、仁！　あっははははははははははははははははーーっ！」

　清すが々すがしいほどの悪女ぶりをさらけ出しながら、モルガンが笑う。

「まぁ、よくやってくれました。トリスタン卿との戦いを通じて、マーリンの力はさらに高まりましたわ！　本音を言えば、もっと粘ねばって欲しかったのですけど……まぁ、あんなカスみたいな童どう貞てい男に、最初から期待などしてませんし」

　そして、モルガンはばさりと黒いマントを翻ひるがえしながら、その場を去って行く。

「段々と我が悲願の達成も近付いています……このままマーリンが順調に力を取り戻もどせば……くすくす……さて、次はどう動きましょうか……？」

　そんなことを言い残して。

　歩きながら、闇やみの中へと溶け消えていくのであった……




「お前、随ずい分ぶんと悪い女に引っかかっちまったんだなぁ……ご愁しゆう傷しよう様さま！」

　にこにこ笑いながら、凜太朗はぽんと、仁の肩かたに手を乗せていた。

「〝お前がこの剣さやを肌はだ身みに持っている間、何者もお前から、この剣さやを奪うことはできない〟……逆に言えば、お前が肌身から手放していた時は、その限りじゃねえってことだ。いやぁ～、ハニトラって怖こえぇよなぁ～？」

「な、何を言ってるんだよ、お前……？」

「そいえば、仁クン。君、面おも白しろいこと言ってたね？　俺の仲間達を散々ボコってくれた挙げ句、奴ど隷れい化？　あっはっは！　こりゃぶん殴なぐり甲が斐いがありそうだわー」

　そして、ずずずと《星気光オーラ》を高め……それを仁の身体へと伝わらせていく。

「お、お前……何してるんだよ……ッ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　俺の《星気光オーラ》で、お前の身体を強化してやってるだけだから！」

「はぁ!?」

　その意味がわからない仁が、虚きよ勢せいで吠ほえる。

「な、なんだよ!?　何の意味があるんだよ!?」

「だってお前、クソ雑魚ざこだろ？　俺が軽く小こ突づいただけで死ぬだろ？　正直、ブッ殺してえけど、殺す必要のない状じよう況きようで殺したら、うちの甘っちょろい王様がうっせえからさ？」

　ニタニタと外げ道どう笑いしながら、仁の身体を強化していく凜太朗。

「う　わ　ぁ……」

　凜太朗の意図するところに気付いたフェリシアがどん引きで。

「あ、あはは……凜太朗君……その……お仕置きは……ほどほどに……ね」

　那雪が苦笑いで汗あせを浮かべていた。

「は!?　君、ひょっとして馬ば鹿かなの!?　僕には【堅守するエクス不死の鋼カリバー】があるって言ってんだろ!?　日本語すら理解できない馬鹿なの!?」

　そんな風に唾つばを飛ばして煽あおってくる仁へ。

「さて、こんなもんかな？　じゃあ、とりあえず──」

　凜太朗が嬉き々きとして、拳こぶしを引き絞しぼって──

「おととい来やがりゃぁああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　──全身全ぜん霊れい、昇のぼり竜りゆうの如ごときアッパーを撃うち放つのであった。

「ぶっぎゃああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　打ち上げ花火のように、天高く打ち上げられる哀あわれな仁。

　仁の身体からだは、ぎゅんぎゅんと縦回転しながら吹ふき飛んでいき、やがて、某ぼう星座の聖闘とう士しみたいな落ち方をして、中庭の隅すみの地面へと叩たたき付けられる。

　叩き付けられた衝しよう撃げきで、ぼごんっ！　と地面にクレーターが口を開いて……

「げふぉん……べ、ぼ……べ……ぶぎょ……」

　そして、仁は白目を剝むいて、そのまま完全に沈ちん黙もくするのであった。

　見るも無む惨ざんなその姿。顔の形は完全に変形。全身の骨は辛かろうじて死なない程度にバラバラ、折れた手足はカクカクとあらぬ方向を向いている。そして、前の穴からも後ろの穴からも様々なものを垂れ流しで、最早、生いき地じ獄ごくである。

　推定全治六ヶ月。

　命に別状はなさそうだが……正直、さっくり死んだ方がマシかもしれなかった。

「あー、すっきりしたー。あっはっはー」

　そして、当の凜太朗は、実に晴れやかで清々しい笑え顔がおを浮かべていたという。

「……はぁ……何か変わったかと思いましたけど、結局、凜太朗は凜太朗でしたわ」

　フェリシアはジト目の呆あきれ顔がおで。

「あ、あはは……」

　那雪もちょっと引き気味で、曖あい昧まいに笑うしかなかった。

「さて、クソ不味まずい前菜オードブルはもう腹はら一いつ杯ぱいだぜ。主菜メインデイツシユと行こうか……」

　そして、凜太朗はくるりと振り返って、言った。

「さて……まだ終わりじゃねえだろ？　モルドレッド」

　その方向は、倒とう壊かいした西校舎だ。

　今や瓦が礫れきの山と化したそこへ向かって、凜太朗が声をかける。

「そろそろ、お互たがい、本気で行こうぜ？　互いにぶつけてえことが山とあんだろ？　俺達にはよ……」

　すると、そんな言葉に応じるかのように、その瓦礫の山が突とつ如じよ爆ばく裂れつし、赤い《星気光オーラ》が爆発的に上がった。

　真しん紅くの極光が、夜を鮮せん血けつ色に染め上げる、染め上げる──

「──当然だッッッ！」

　瓦礫を四方八方へと吹き飛ばして、そこから何者かが立ち上がる。

　──モルドレッド卿きようだ。

「マーリン……ッ！　マーリンッ！　マァアアアアリィンッ！　私は、お前にだけは負けるわけにはいかないんだッ！　どこまでも、自分勝手で、外道な貴様だけにはぁああああああああああああああああーーッ!?」

「へっ！　俺に言いたいことがあるなら、剣けんで来いよ！」

　凜太朗が唾を吐はいて、言い捨てる。

「ぁああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　白い剣を掲げてモルドレッド卿が吠える。

　途と端たん、真紅の《星気光オーラ》の量が、密度が、さらに指数関数的に跳はね上がる。

　天も落ちよと真紅の極光が咆ほう哮こうし、嵐あらしを巻いて吹き荒あれる。

「【継承するクラ王血の銀レント】ッ！　もっとだ！　もっと──さらなる力を、私に！　がぁああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　モルドレッド卿の【継承するクラ王血の銀レント】が禍まが々まがしく真紅に輝かがやき、今まで吸った血に応じて、その限界を超こえて、さらなる力をモルドレッド卿に与あたえていた。

「──ッ!?　まだ、力が上がるの!?」

　フェリシアはもう理解不能な領域の戦いに、啞あ然ぜんとするしかない。

「凜太朗君……」

　那雪はそんな凜太朗の様子を祈いのるように見つめ……

「……正念場だぞ、モルドレッド卿」

　ディナダン卿は、どこか複雑な表情で、モルドレッド卿を見守り続ける。

「その力……埋うまっている間に、てめぇ自身の血も限界まで吸わせやがったな？　……そうだよなぁ？　てめぇ自身もアーサーの血を引く者だもんなぁ？　モルドレッドよぉ」

　凜太朗は、殴りつけてくる真紅の《星気光オーラ》の撃風に身体を嬲なぶらせるまま、ただ静かにモルドレッド卿を見み据すえ、佇たたずむ。

「だが、そりゃ自殺行こう為いだぜ？　飢うえを凌しのぐのに自分の肉を食っているようなもん──」

「マァアアアアリィンンンンンンーーッ！」

　どんっ！　空気の壁かべをブチ抜ぬいて、モルドレッド卿が凜太朗へと神速で肉にく薄はくした。

　がぁんっ！　モルドレッド卿の大上段から振ふり下ろした剣を、凜太朗が頭上で交差させた双そう剣けんで受け止める。

　その衝撃で剣圧が嵐のように巻き起こり、大地が抉えぐれ、鳴動する。

　せめぎ合うモルドレッド卿の赤い《星気光オーラ》と、凜太朗の黒い《星気光オーラ》が、赤と黒の電撃となって爆はぜて弾はじけてのたうち回り、破は壊かいの嵐をまき散らしていく──

「──互ご角かく!?　ことここに来て、凜太朗の力に迫せまりましたの!?」

「凜太朗君──ッ！」

　フェリシア、那雪達を尻しり目めに。

　モルドレッド卿と凜太朗が、凄せい絶ぜつなる力でせめぎ合う。

　剣越ごしに組み合って、至近距きよ離りで睨にらみ合う。

「マーリン、なぜだッ!?　お前はなぜ──なぜ、父上を……ッ！　アーサーを王などにしたのだぁああああああああーーッッッ!?」

「……ッ!?」

　モルドレッド卿の血を吐くような怨えん嗟さと憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬの叫さけびに。

　凜太朗が一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくする。

「アーサーは──父上は王の器うつわなどではなかった！　どうせ、知っているんだろう!?　貴様がいなくなった後、ログレス王国がッ！　ブリテンがどのような末路を辿たどったのかを……貴様は知っているんだろう!?」

　途端、凜太朗は苦い顔で押し黙だまる。

　そうだ。凜太朗は──マーリンは知っている。知っていた。

　アーサー王は決して、今に語られるような、完全無欠の正義の騎き士し王ではなかった。

　確かに、味方を一つにまとめ上げ、多くの敵を倒たおし、多くの冒ぼう険けんを成し遂とげ、民たみを守り続けた──数多くの偉い業ぎようを成し遂げた英えい雄ゆうではあった。

　その偉業に、功績に、何の間ま違ちがいも噓うそ偽いつわりもない。

　だが──

　それは、延々と続いた敵国との終わりなき戦いによる、疲つかれゆえか。

　あるいは、大きくなり過ぎた国を守り、支え続けねばならない重責のためか。

　あるいは、栄光と栄えい華がを極きわめ誇ほこったゆえの驕きよう慢まんゆえか。

　次し第だいにアーサー王は、おかしくなっていったのだ。徐じよ々じよに。静かに。

　例えば、ケルトの大英雄フィン＝マックールが、ディルムッド＝オディナを謀ぼう殺さつし、フィアナ騎士団の支持と求心力を失ったように。

　どんな英雄にも、栄光あれば、必ず斜しや陽ようというものがある。

　アーサー王も、その例外ではなかったのだ──

「父上は、アーサーは、無意味な馬上槍試合トーナメントを何度も開くようになり！　無意味な大宴えん会かいを何度も開くようになり！　どんどん国庫を圧あつ迫ぱくさせていった！　そのツケを、徐々に民への重税で払はらわせていくようになった──ッ！」

　モルドレッド卿が剣を、凜太朗へと叩き付ける。斬きりつける。

　凜太朗が黙ってそれを受け止める。弾き返す。

「それだけではないぞッ！　私の誕生もそうだッ！　父上とその姉君の子だと!?　なんて悍おぞましい生をうけたんだ、私は！　しかも自分が助かりたいがために、私と同じ日に生まれた子を皆みな殺ごろしだと!?　それが民を守るべき王のやることか!?」

「…………ッ!?」

　モルドレッド卿が剣を、凜太朗へと薙なぎ払う。袈け裟さ懸がけする。

　凜太朗が黙ってそれを受け止める。叩き落とす。

「あまつさえ、次第に疲ひ弊へいする国力を回復せんと、一発逆転の手を打とうとして──聖せい杯はい探たん索さくなど打ち出した！　国に無限の富をもたらすというあの杯さかずきを求めて──あんな物に頼たよるべきではないという私の進言も無視して！」

　モルドレッド卿が剣を激しく切り返す、切り返す、切り返す。

　巻き起こる超ちよう剣圧と共に、凜太朗がそれを受け流す、受け流す、受け流す──

「あの不毛な探索行で、数多くの騎士達が生きて帰らなかった！　王国はますます弱体化していったッ！　弱体化したことで、敵国が再び目をつけ、妖よう魔ま達も活発化し、やっと築き上げた一時の平和など、すでに泡ほう沫まつのようだった！　国はますます乱れていった！」

「…………ッ！」

「貴様は声こわ高だかに言うだろうな！　〝おお、モルドレッド、裏切りの騎士よ〟、〝お前がログレス王国を滅ほろぼした全すべての元げん凶きようだ〟、と！　本当にそうか!?　そうなのか!?」

「～～～～～ッ!?」

　モルドレッド卿が剣越しに押し返し、強ごう引いんに間合いを作り、剣を振り上げ──

　乱打、乱打、乱打。

　モルドレッド卿の激げつ昂こう乱打が、凜太朗を打ち据すえる、打ち据える、打ち据える──

　凜太朗はただ、黙ってそれを受け止め続ける。

「私は──ただ、救いたかったのだッ！」

　その剣に乗る激情と重さは、まさにモルドレッド卿の魂たましいの真実なのだろう。

「裏切りと誹そしられても！　汚お名めいを被かぶっても！　無能な王に統治され、ただ滅び行くしかない王国を──民を救いたかった！　救いたかったのだッッッ！　ただ、前時代の英雄であるというだけで、いつまでも無条件に持ち上げられる王と共に沈しずみ逝ゆくあの国を……故郷を……私は……ッ！　私はぁあああああああああーーッ！」

　だから──モルドレッド卿は反乱を起こした。

　アーサー王に、牙きばを剝いたのだ。

　そのやり方に色々賛否はあれど──その結末は、決して褒ほめられたものではない、望み通りのものではなかったけど、後世に消えぬ汚名を残すことになったけど。

　それでも、それはモルドレッド卿なりに民を、国の未来を思って立ち上がったのだ。

　落ちたりといえども、アーサー王は、偉大なる英雄王。

　そんな王に逆らう者などいようはずもない。

　むしろ嬉き々きとして従い、王の悪い行いは、皆みな、見て見ぬ振りであった。

　ゆえに、誰だれかが否を突つきつけねばならなかった。牙を剝むかねばならなかった。

　新しい時代の風が必要だった。淀よどんだ空気を入れ換かえねばならなかった。

　だから、それをモルドレッド卿きようがやろうとした、ただそれだけの話──

「…………ッ！」

　モルドレッド卿の剣を凌ぎ続ける凜太朗の脳のう裏りに、ほろ苦い映像が思い浮うかぶ。

　それは、伝説時代、とある湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクに騙だまされ、封ふう印いんされ、最も早はや、傍ぼう観かん者でしかなかった時のこと──




　──ああ、マーリン……僕はもう駄だ目めだ……耐たえられない……

　──皆、僕のことを、王としてしか見ないんだ……誰も僕を見てくれない……

　──……もう疲れたよ……僕は、君がいないと……あぁ……

　──会いたい……君に、もう一度会いたいよ……マーリン……

　──僕は……どうして、王様になんて、なってしまったんだろう……？




　──そんな、ぽつんと一人寂さびしくキャメロットの玉座で項うな垂だれる親友の嘆なげきと悲しみを──凜太朗は、ふと思い出していた。

「マーリン、お前は予言者だ！　きっと、アーサーの王としての器の限界も見えていたはずだッ！」

「ああ、見えていた」

「だが、お前はアーサーを王にしたッ！」

「ああ、そうだ。俺があいつを王にした」




〝『さぁ、少年よ。我が若き王よ。この救世主顕けん現げんの祝日に今一度、この石の金かな床とこに刺ささりたる剣を抜くのです』と、マーリンは言いました。〟

〝『そこにおわすエクター卿はご存じでしょう？　その少年こそ全ブリテンの正当なる王であり、世界を統すべる王として、この世に生まれた者なのです』〟

〝『諸しよ侯こうよ、騎士よ、しかと見なさい。降誕祭の夜に生まれ給たもうたキリストが、今、この王国の正当な王になる者は誰かを示す奇き跡せきを見せてくださるでしょう』〟




「……ッ！　マーリンッ！　今一度、問うぞッッッ！」

　そんな凜太朗の感傷を一いつ蹴しゆうするように吠ほえて、モルドレッド卿が剣を打ち込んでくる。

「貴様は……なぜ、父上を──アーサーを王にした!?　なぜ、あの選定の王剣エクスカリバーの前に、アーサーを引き合わせた!?　一体、なぜだぁああああああああああーーッ!?」

　耳をつんざく衝しよう撃げき音が千里を走る。

　一ひと際きわ盛せい大だいに、強く嚙かみ合った刃はと刃。

　壮そう絶ぜつに上がる火花が、周囲の闇やみを鋭するどく払う。

「ああ……俺が、アイツを……アーサーを王にした理由は──」

　その一瞬、凜太朗は前世の記き憶おくを思い返す。

　人類の救世主として、アーサーを生み出そうとしたのは、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達だ。

　だが、そんな湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達に頼たのまれ、アーサーを導き、アーサーを王にしたのは──マーリンだ。アーサーじゃ無理だと。器じゃないと。話を蹴けることもできた。

　では、なぜ、そんな話を受けたかと言えば──

「……面おも白しろそうだったからだよ」

　凜太朗の感情の読めない言葉に、モルドレッド卿が憤怒と呆あきれに目を剝いた。

「正直、遊び半分だった。あいつと一いつ緒しよにいれば、退たい屈くつしねえ……そんな予感があったから、王にした……それだけだ。特に深い考えはなかったよ」

「そうか……ッ！　やはり、そうか……ッ！」

　そんな凜太朗の言葉に、モルドレッド卿の全身から憤怒が漲みなぎる。

　それに応じて、真しん紅くの《星気光オーラ》がますます輝かがやきと勢いを増していく。

「だったら──やはり、私は貴様を許せないッ！　お前が……お前が、王国を滅ぼしたんだ、マァアアアリィイイインッ！」

　モルドレッド卿が剣けんを振ふり抜ぬく。ねじ曲がる大気。

　それを双そう剣けんで受けた凜太朗が、十数メートルノックバックする。

　凜太朗の両足の裏が、大地を激しく削けずった。

「そうだな……そうかもしれねえ」

　凜太朗は双剣を構えたまま、呟つぶやいた。

「ああ、そうだ……俺は、今まで、王国が滅びた原因を、円えん卓たく崩ほう壊かいの原因を、誰かになすりつけたいばっかりだったが……そうだよな……俺も原因だったんだよな……」

「今さら気付いたかッ！　ならば、死ね！　死んで償つぐなえ！　貴様の不手際も、この私が清算してやるッ！」

　モルドレッド卿が、さらに剣に《星気光オーラ》を強めて──

「〝私は、アーサーに代わって、新たな王となり、この世界を救う〟ッ！　だから、マーリン──死ねぇえええええええええええええええええええええええーーッ！」

　凜太朗へ、剣を振り下ろす。

　それは、この土ど壇たん場ばで放たれた最強最高の一撃だった。

　空間をも断撃しかねない一撃だった。己おのれの信念が乗った魂の一撃だった。

　マーリンといえども、かわせまい、防げまい──そんなモルドレッド卿の会心の一撃であった。

　だが──

　盛大な金属音。渦うず巻まく剣圧。天に吹ふき飛ぶ周囲の大地。

「悪いが──」

　──凜太朗はそれを、あっさりと左の剣で受け止めていた。

「俺は死んでやれねえ」

　そして、交差する刃は越ごしに、凜太朗はジロリとモルドレッド卿を睨にらむ。

「な──ッ!?」

「そして、一つだけ、言わせてもらうぜ。〝アーサーは王に相応ふさわしくなかった〟……お前はそう言うがよ。アーサーのやつは……やっぱ、真の王だったよ」

　そして、不意に破顔し、意外なほど屈くつ託たくのない笑えみを浮かべるのであった。

　今まさに、殺し合いの最中なのに。まるで自じ慢まんの友人を誇ほこるかのように。
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「確かに、俺は最初、遊び半分であいつを王にした。でも……やっぱり、あの時代、あいつ以外に、王たり得た者はいなかったって思うぜ」

「…………」

「だって、他ほかに誰ができた？　十一人の王を倒たおしてブリテンを統一し、強大なローマ帝てい国こくの支配を脱だつし、逆に倒して支配下に置き、戦せん闘とう民族なサクソン人の侵しん入にゆうを退け、跋ばつ扈こする強力な妖魔達を掃そう討とうして……こんなこと、他の誰にできた？　お前にできたか？」

「そ、それは……ッ！」

「まぁ……確かにあいつは、一人で王として立つタイプじゃなかったかもな……仲間に支えられて、初めて王たり得うるタイプだった。だから──」

　凜太朗は真まっ直すぐモルドレッド卿を見み据すえて、言った。

「だから──そういう意味では、俺の責任だ。アーサーが王たり得なくなったのは。墜おちた英えい雄ゆうとなったのは……俺が、最後までアーサーの傍そばにいてやれなかったのが原因だ。……俺のせいだ。……本当に、すまなかった……」

「～～～ッ!?」

　そんな意外すぎる凜太朗の言葉と態度に、モルドレッド卿が啞あ然ぜんとする。

「……だからよ。今度こそ、俺は最後まであいつの……瑠奈の傍に居る。瑠奈の王道を最後まで傍で見届けてやる。俺があいつの王道を敷しいてやる。

　はは、気付いちまったんだよ……俺は、あいつと居ると楽しいんだって。俺は、あいつの傍に居たいんだって……あいつを王にしてやりたいんだって。

　バカな話だ。奪うばわれかけて、死にかけて、初めて気付くなんてな。だから、俺は、これからも、あいつのために剣を振るうぜ……ああ、最初は確かにあいつを利用して遊ぶためだったが……なんでだろうな、今はもうそんな気分になれねえんだ」

「……戯ざれ言ごとをッ！　貴様がいるからなんだというのだ!?　貴様がいれば、瑠奈は……貴様が担かつぐ王は、アーサーのように道を踏ふみ間ま違ちがえないとでも!?」

「うるせえ！　絶対に道を踏み間違えねえ人間なんか居てたまるか！　だから、仲間が要いるんだろうがッ！」

「────ッ!?」

　凜太朗の語気強い返しに、モルドレッド卿が気け圧おされる。

「言っておくがな、王や英雄は、神様でもなんでもねえんだぞ!?　人間なんだよ！　どんなに強くたって人間なんだッ！　疲つかれもすりゃ、間違えもする！　だから、支えるやつが必要なんだよ！　アーサーが狂くるったっていうんなら、俺を含ふくめてあの時代、あいつを取り巻く全すべての人間の責任だッ！　そうだろう!?　違うか!?」

「～～～ッ!?」

　その言葉は──モルドレッド卿の心を深く抉えぐっていた。

　あの時代──誰だれもがアーサーを偉い大だいなる王として祭り上げた。

　誰もが、偉大なる王に仕える騎き士しとして、忠誠を誓ちかい、剣を捧ささげた。

　誰もが、偉大なる王に統治される民たみとして、王の名を讃たたえ、唱えた。

　だが、それは……果たして〝王〟を見ていたのか、〝アーサー〟を見ていたのか。

　皆が皆、好き勝手に、王としての重責をアーサーへと負わせ続けていなかったか？

　アーサーが偉大なる王であるということを、免めん罪ざい符ふにし続けていなかったか？

（誰か一人でも……父上を王としてではなく、アーサーとして見ていれば……あの凋ちよう落らくはなかったのか？　あの破は滅めつは防げたのか？）

　モルドレッド卿は、不意に気付く。

　思えば、自分も、アーサーに対し、父として接したことが一度でもあったか。王を色眼鏡で見ずに接したことはあっただろうか。父を理解しようと思ったことがあったか？　あの虐ぎやく殺さつ劇の裏にどんな苦く悩のうがあったのか……知ろうと思ったことは？

（もし、アーサーが元々、本当に真の王たり得たのなら……もし、誰かが理解し、心から支えることができたのなら。そんなことで、全ての破滅を防ぐことができたのなら……私が……私のやってきたことは……ッ！）




　それは──認められない。認めてはならない。

　それを認めてしまったら──私は、もう立てない。




　がり、と。モルドレッド卿きようが、途と方ほうもない焦しよう燥そうに歯は嚙がみしていると。

　凜太朗がどこか穏おだやかに言った。

「なぁ、モルドレッド……お前、世界を救いたいんだろう？　やがて来る、人理の崩壊カタストロフイから世界を救うんだろ？　お前なりに、この世界の行く末を案じているんだろ？」

「……そ、それがどうした!?」

「だったら、剣を引いてくれねえか？　多分、俺達は同じ方向を向けるはずだぜ」

　そんな何かを悟さとったような凜太朗の言葉に。

「信じられるかぁああああああああああああああああああああああーーッ！」

　モルドレッド卿は、子供のような拒きよ絶ぜつを返す。

「マーリンッ！　どうせ、お前は何も変わってはいないッ！　アーサーのように、瑠奈も玩具おもちやにして使い潰つぶす気に決まってるッ！　人間がそう簡単に変わるはずがない！　お前は伝説時代のお前同様、人を騙だまして遊ぶ、ただの外げ道どうに決まってるッッッ！」

「モルドレッド……」

「今さら退ひけるか──ッ！　お前の言葉など、今さら信じられるものか！」

　すると。

「……なら、いいぜ？　来いよ。剣で語ろうぜ？　これが一番わかりがいい」

　凜太朗が静かに、厳おごそかに双剣を構え直して──

「マァアアアアリィイイイイイイインーーッ！」

　モルドレッド卿は吠えて、地を全ぜん霊れいで蹴って。

　溢あふれる激情と共に、【継承するクラ王血の銀レント】を掲かかげて突とつ貫かんするのであった。

「私は──〝王となって、過去を清算する〟んだぁあああああああああーーッ！」

「来いッ！　俺は──〝アイツと共に、未来へ行く〟ッ！」

　そして、向かってくるモルドレッド卿を、凜太朗が深く構えて、待ち受ける──




　────。

「ぉおおおおおおおおおぁあああああああああああああああああーーッ！」

　モルドレッド卿が、凜太朗に向かって突進する。

　魂たましい割れよと吠ほえ猛たけり、剣けんを振りかざして突進する。

　彼ひ我がの距きよ離り十メートル。

　無限に引き延ばされた刹せつ那なの時間の中。

　ゆっくりと、ゆっくりと……凜太朗との距離が詰つまる緩かん慢まんな世界の中。

　モルドレッド卿はもの思う──




　──。

「が、は──ッ！」

　──あの酸鼻きわまる惨さん劇げきの光景の中で。

　月読零華が血ち反へ吐どを吐はいて、私を振り返っている。

　その表情には、信じられないという驚きよう愕がくと絶望が張り付いていた。

　それも、そうだろう。

　月読零華は、この私に、背中から剣を突つき立てられていたのだから。

　私の剣──【継承するクラ王血の銀レント】は、月読零華の心臓を完かん璧ぺきに貫通している。

　もう、助からない。どうしようもないほどの致ち命めい傷しようだ。

「う、噓うそ……噓よ……ッ！　そんな、馬ば鹿かな……ッ！　私は……《王キング》ッ！　じ、《騎士ジヤツク》は……《王キング》には、逆らえ、ない、ルールの、はず……ッ！　ごぼっ！」

「残念だったな、月読零華。私が誰だか忘れたか？」

　ぐい、と。零華に突き立てた剣を捻ねじり、私は死し刑けい宣告のように告げた。

「私は、円えん卓たくの第二席モルドレッド。王に反逆し、王を殺した、裏切りの騎士。……私は例外だ」

「……ッ!?」

「貴様には任せておけぬ。私が貴様に代わって《王キング》となる。今度こそ王となって、この世界を救うのだ。その身体からだ……私が受肉するために貰もらい受ける」

　すると、燃え尽つきつつある命の中、零華が凄せい絶ぜつな笑みを私に向けてくる。

「い、いいわぁ……やってみなさいな、この偽ぎ善ぜん者の大罪人……裏切り者……ごほっ！　どうせ、あなたも、私と同じ……よぉ……げほっ！」

「！」

「大層なこと……言っちゃってぇ……結局は、私と同じ……ただの人殺し、よ……」

「違う！　私とお前を一いつ緒しよにするな！　私は──」

　だが、私の弁明を塞ふさぐように、零華は嗤わらいながら吐き捨てた──

「地じ獄ごくで待ってるわぁ……モルドレッドぉ……ッ！」




　────。

「ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　モルドレッド卿が、凜太朗に向かって突進する。

　魂割れよと吠え猛り、剣を振ふりかざして突進する。

　彼我の距離八メートル。

　無限に引き延ばされた刹那の時間の中。

　モルドレッド卿は──もの思う。

（そうだ、私は最も早はや、退けないのだ！　ここで退くのなら、私は、何のために──）




　──。

「片かた岡おか仁という《王キング》の下もとにつかないか？　だと？」

「ええ」

　そんなことを提案して、あの黒い魔ま女じよは妖あやしく笑った。

「忌き憚たんなく申し上げれば、貴女あなたが月読零華の肉体を奪い、《王キング》として受肉したまではいいのですが……零華の《円卓ラウンド・の欠片フラグメント》で召しよう喚かんした《騎士ジヤツク》は、ディナダン卿……これで戦い抜ぬくのは少し厳しいのでは？」

「…………」

　私は、ちらりと傍かたわらを見る。

　そこには私の《騎士ジヤツク》……なんの因果か、私の召喚に応じたディナダン卿が、ひょうひょうとした表情で佇たたずみ、こちらを見ている。

　そもそも、なぜ、ディナダン卿が、私の召喚に応じたのか。

　私は、この男にとっては、自分を謀ぼう殺さつした憎にくい敵だろうに。

「先にお話しした通り、仁から血を奪うのは容易ではありません。ですが、貴女が仁と組むのであれば、いつか必ず、仁から血を奪う機会を作って差し上げますわ」

「…………」

「私と貴女の利害は一いつ致ちしているのです。ええ、貴女には、貴女の思おも惑わく通り、《王キング》を皆みな殺ごろしにしていただきたい。ただ、それだけなのですよ」

「…………」

「御おん身みはすでに罪深き身。かつて前世で王を殺し、今世でも王を殺した。……今さら、欺あざむき、裏切ることに、何を思い悩なやむ必要がありましょうか？」




「ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　モルドレッド卿が、凜太朗に向かって突進する。

　彼我の距離六メートル。

　モルドレッド卿は──もの思う。

（ここで退くなら……何のために──ッ！）




　──。

「あ、アーサー王に、謀む反ほんを起こすつもりだって!?　モルドレッド卿！」

「ああ、そうだ」

　──伝説時代。

　聖せい杯はい探たん索さくの道中、私のアーサーへの翻ほん意いを、初めてディナダン卿に打ち明けた時。

　さすがのディナダン卿も目を白黒させていた。

「ま、まさか、君がそんな恐おそろしいことを企たくらんで……ッ!?」

「ディナダン卿。聡さとい貴方あなたなら、もうわかっているはずだ。この国はもう、遅おそかれ早かれ終わる。国の存亡を、こんな聖杯探索に賭かけている時点で間ま違ちがっているのだ！　無限の富が手に入る聖杯なんて──そんなものはまやかしだ！」

「し、しかし……」

「現実を見てくれ！　この不毛な探索で、次々と円卓の仲間が死んでいるんだぞ!?　三日前はユーウェイン卿！　先週はメリアス卿だ！　次は誰が死ぬんだ!?　もう仲間を失うのはたくさんだ！」

「し、しかし、王は……」

「最早、アーサー王にこの国は任せておけぬのだ！　ディナダン卿！　私の子供の頃ころから後見人を務めてくれている貴方へたっての願いだ！　私に力を貸して欲しい！」

「モルドレッド卿……」

「円卓の調停者バランサーである貴方の力があれば、私の派は閥ばつはさらに盤ばん石じやくに……アーサー王を倒たおせる可能性は飛ひ躍やく的に高まる！　だから──」

「まぁ、待て。とにかく、落ち着こう、モルドレッド卿。頭を冷やせ。この件は僕以外には話してないだろうな？」

　そんな血気に逸はやる私を、ディナダン卿は窘たしなめる。

「君はまだ若い。焦あせるのはわかる。確かに王は変わられてしまったよ……昔ほどの力もカリスマ性もない……だが、まだこの国に、アーサー王は必要なんだ……」

　そして、ディナダン卿は私を安心させるように笑いかけ、私の肩かたに、ぽんと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。君の翻意は誰だれにも話さないよ。だから、落ち着こう？　な？」

「…………」

「それより、久々、僕の実家に来ないか？　弟のブルーノが君に会いたがってる。ははは、なにせ君は、弟の大恩人だからね！」

「…………」

「ほら、行こう。久々に二人で飲み明かそう。お互たがい腹を割って話せば、きっと、すっきりするさ。ははは！」

　そう言って、ディナダン卿きようは私に背を向けて……

「ああ、そうだな……どうやら私は、焦りすぎていたらしい。頭を冷やそう。馬鹿な考えはやめるよ。……そして、久々共に飲もう。ディナダン卿」

「そうこなくっちゃ。ははっ、こう言うと、どん引きされるかもだがな……君と一緒にいると……なんだろうな……なんか、娘むすめが出来たみたいで、僕は嬉うれし……」

　どす。肉を穿うがつ鈍にぶい音。

　……私は、ディナダン卿の無防備な背中へ、剣を突き立てていた。

「……ごほっ……も、……モルド……レッド……卿……？」

　口の端はしから血を垂らしながら、ディナダン卿が呆ほうけたような顔で私を振り返る。

「残念だ。……知ったからには生かしておけない」

　私は、淡たん々たんと、突き放すように、冷れい酷こくに告げる。

「……さようならだ、ディナダン卿……さようなら……」




「ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　彼我の距離四メートル。

　モルドレッド卿は──もの思う。

（私は、何のために──ッ！）




　──。

「そうだ！　もう、アーサー王にはこの国は任せておけない！」

「そうだそうだ！　モルドレッド卿こそ、この国を治めるに相応ふさわしい！」

「私達一同、モルドレッド卿に忠誠を誓ちかいます！」

「王国に栄光あれ！」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　──運命の決戦前夜。

　集会場に集まった血気盛さかんな騎き士し達へ、私は告げた──

「約束しよう！　私は王となり……必ずやこの国に平和と栄光、繁はん栄えいをもたらすと！　この王おう剣けんに……【継承するクラ王血の銀レント】に誓って！」

「モルドレッド卿、万歳！」

「真なる王、万歳ッ！」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」




「ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　彼我の距きよ離り三メートル。

（何のために──ッ！）




　──。

「どうして……どうしてこうなったッ!?　何を間違えたんだ、私は……ッ！」

　そこは──カムランの丘おか。

　死体。死体。死体。焼けた荒こう野やに見み渡わたす限り騎士の死体。

　──そこは地獄。墓場。終末の地。

「くそ……モルドレッド卿……貴様についたのが……間違い……ごふっ……」

「……お前なんかが……変な野心を抱いだかなければ……ッ！　が、は……ッ！」

「ぐぅ……ぅ……お前など……王の……器うつわじゃ……なかっ……、…………」

「す、すまないッ！　本当にすまない……ッ！　すまなかったッ！　こんなつもりじゃ……こんなつもりではなかったのだッ！」

　私は、倒れ伏ふす虫の息の仲間達の怨えん嗟さを、一身に浴びながら、わび続ける。

　そして、一人地獄を彷徨さまよい続ける──

「すまない……ッ！　すまないッ！　くそ……くそぉ……くそぉ……ッ！　アーサー王ッ！　アーサー王はいずこにおるかぁああああーーッ!?」

　ボロボロに傷ついた身体からだを引き摺ずりながら、アーサーの姿を探して──




　彼我の距離二メートル。

（私は──ッ！　私はぁ──ッ！）




「……来たんだね、モルドレッド卿……」

「アァアアアサァアアアアアアアアアアアーーッ！」

　私は剣を手に、カムランの丘を駆かけ上る。

　その先──丘の頂に、やっと見つけた、憎きアーサー王の姿を目指して。

「───ッ!?」

　だが、その時、私は気付いた。気付いてしまった。

　丘の上に静かに佇むアーサー王は……泣いていたのだ。

　敵も、味方も関係なく。

　ただ、この滅ほろびの光景の中に倒れた全すべての命達を思って。哀あわれんで。

　彼は──泣いていた。泣いていたのだ。

　そんな王の姿に……

「……ち、父上……」

　私は、何か決定的な間違いを突つきつけられた気がした。

　ああ、この時も、私は確かにこう思ったのだ。

〝何か他ほかに方法はなかったのか？　こんな結末しかなかったのか？〟

〝本当に、こんな結末しか──？〟

　だが、私は丘を駆け上る足を止めることなどできない。

「アーサー……ッ！　アァアアアサァアアアアアアアアアアアアアーーッ！」

　ああ、くそ。くそ！

　なぜか、私の目には涙なみだが溢あふれる。止まらない。なぜだ。なぜ？

　視界が歪ゆがむ。

　覚かく悟ごしたはずなのに。決意したはずなのに。心に誓ったはずなのに。

　そもそも、涙を流す資格なんて、私にあると思っているのか？

　なのに、なんでこの期ごに及およんで、こんなにも私は女め々めしく泣いているのだろう？

　それは悔かい恨こんか？　後悔か？　それとも──

「いいよ、モルドレッド卿……決着をつけよう……終わりにしよう……もう……円えん卓たくの物語は……ここで幕を閉じるんだ……夢の終しゆう焉えんだ……」

　アーサー王は槍やりを取って、私を見み据すえ……

「うわぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　私は剣を振ふりかぶって、半はん狂きよう乱らんで丘を駆け上り、駆け上り……

　互いの距離はみるみる内に詰つまって、詰まって、

　そして──




　彼我の距離──〇ゼロ。

　過去の刹せつ那なをひた走っていた私の意識は、現在に帰き還かんする。

　目前まで迫せまっていた、その孤こ独どくなアーサー王の姿は──真神凜太朗へと変わっていた。

「ここで退ひくなら──……」

　私は、なぜか溢れる涙と共に、ただ、吐はき出すように吠ほえるのであった。

「私は一体……ッ！　何のために戦ってきたんだぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　全身全ぜん霊れい。全ての力を、極限まで振り絞しぼって。

　私は真神凜太朗へ、最後の剣を振り下ろす。

「……瑠奈。俺が、お前を王にしてやる」

　対する凜太朗は、悠ゆう然ぜんと構えていて。

「だから……俺はもう、絶対に負けねえ。見ていてくれ」

　不意に、凜太朗の胸に下がっていたケルト十字が、淡あわい光を放ち始めて。

　──凜太朗は、両りよう脇わきからＸの軌き跡せきを描えがくように、双そう剣けんを振り上げた。




　刹那、白熱する衝しよう撃げき音。剣と剣の真っ向衝しよう突とつ。




　上がる盛せい大だいな火花。

　剣から上がる、どこまでも眩まばゆく輝かがやく白が、辺りを真っ白に染め上げていく。

「～～～ッ!?」

「…………」

　白い光はどんどんと強まっていって──

　視界を白く、さらに白く、どこまでも白く染め上げていって──

　そして──




　────。

　────。

　────。




（……なんだ？　私は何を見ている？）

　ふと気付けば、私は全然違ちがう場所に居た。

（ここは……ロンドンのセント・ポール寺院境けい内だい……？）

　今、そこには大勢の人々が集まっている。

　騎士、諸しよ侯こう、司祭、民衆──様々な者達が身分を問わず集まっている。

　私はその群衆の一人となって、そこにいる。

（……なんだ？　今から何が始まる？）

　民衆は、教会境内に据すえられているある物を固かた唾ずを吞のんで注視している。

　その視線を一身に集めているものは──〝石の金かな床とこに刺ささりたる剣〟だ。

〝この剣を引き抜ぬいた者は、全世界の正当な王として、この世に生をうけた者である〟……石には金文字でそう刻まれていた。

（まさか、選定の王剣エクスカリバー……ッ!?）

　私が呆あつ気けに取られて、その剣を見つめていると……

「ちょっと待ちなさい！　アーサー、本気ですか!?　お姉ちゃんは反対です！」

　数人の集団が、その剣の元へとやって来る。

「今からでも遅おそくありません！　あの剣を抜いたのは私だって、皆みんなの前で言うんです！　そうすれば、貴方あなたは王の重責から逃のがれられます！　私は……貴方が王に向いているなんて思えない！　貴方にそんな重責を背負わせたくないんですッ！　だから──」

　ケイ卿と。

「騒さわぐなバカ娘むすめが！　そもそも、貴様に王が務まるわけなかろう！　アーサーの身を案じるのは良いが、もっと考えて物を言えい！」

　ケイ卿の実父、エクター卿と。

「しかし、なんたること……本当にあの剣を抜ける者が現れるとは……」

　カンタベリー大司教と。

「ここで、もう一度、改めて抜いて見せりゃ、誰だれもがアーサーを王と納なつ得とくするだろうよ、ククク」

　マーリンと。

　そして──

「…………」

　神しん妙みような表情で、剣の前に立ったアーサーだ。

（いや、違う！　あいつらは──）

　マーリンとアーサーではない。

　真神凜太朗と瑠奈＝アルトゥールだ。

　ということは、ここはあの二人の異界なのか？

　交差した剣けん越ごしに、自分は真神凜太朗の心を覗のぞいているのだろうか？

　一体、どういう理り屈くつなのか。あのサンザシのケルト十字が何か関係しているのか？

「さぁ、我が若き王よ。この救世主顕けん現げんの祝日に今一度、この石の金床に刺さりたる剣を抜くのです……っとぉ。ここで抜いたら、もう後には退けないぜ？」

　そんな凜太朗の言葉に、応じて。

　瑠奈はそっと剣の前に立ち、その剣の柄つかを握にぎった。

　そして、目を閉じて、凜太朗に問う。

「ねぇ……凜太朗。ずっと私について来てくれる？　私の傍そばに居てくれる？」

　すると。

　凜太朗は、力強く、微笑ほほえみながらこう答えたのだ。

「ああ、安心しろ。俺は最後までお前の傍かたわらに居てやるよ。お前の未来を俺が切り開く」

「そう、なら、良かった。貴方がいるなら……私はどこまでも行けるから」

　すると、瑠奈も嬉うれしそうに微笑んで。

　力を込こめて、迷いなく剣を引き抜き、頭上へ掲かかげるのであった。

　そして、その剣が眩い光を放って、世界が再び白熱して──

　────。




　──気付けば。
















「か、は──」

　私は全身を包む浮ふ遊ゆう感かんの中、空を仰あおいでいた。

　私の身体からだは、天高く舞まっている。

　下を見やれば、剣を振り抜いた格好の凜太朗。

　凜太朗との最後の打ち合いで競せり負けた私は、空に吹ふき飛ばされていたのだ。

　凜太朗の胸には、サンザシのケルト十字が淡い光を放っている。

　その光に、私は、何か言葉にできない敬けい虔けんな気分を覚えざるを得なかった。

　そして──

　ぴきり……ぴきり……と。

　私の手の中の【継承するクラ王血の銀レント】が、音を立てて、ひび割れていく。

（ああ、そうか……やっぱり、私は負けたのだな……）

　事ここに至り、ようやく私は、それを認めざるを得なかった。

　見ない振りをしていたものに、向き合わざるを得なかった。

（ああ、わかってたんだ……ッ！　本当はわかってたッ！）

　私は胸中に燻くすぶるものを全て吐き出すように、声にならない叫さけびを上げる。

（私は……過去、取り返しのつかないことをしてしまって……それを過あやまちと認めたくなかった！　新たな王になって、世界を救ってみせて……過去のあれは間違ってなかったんだって、肯こう定ていしたかったんだ！）

　ならば、これは納得の結末だ。

　過去を清算するため、惰だ性せいで王を目指していた──過去に向いていた私モルドレツドと。

　新たな王と共に、未来を切り開くことを決意した──未来を向いていた凜太朗マーリン。

　こんなもの、古今東西のお約束ではないか。

　過去への妄もう執しゆうと、未来への希望。

　勝負なんて──最初から決まってるではないか──

　そして、私の目の前で【継承するクラ王血の銀レント】は真っ二つに折れる。砕くだけ散る。

　重力に捕つかまった私の身体は──落ちていく──落ちていく──

　白い月が、そんな私を蔑さげすむように見下ろしている。




　私の意識は──そのまま為なす術すべもなく、白んでいくのであった──








終章　新たな始まり









　────。

「……はッ!?」

　モルドレッド卿きようが目を覚ますと、そこはどこかの高層ビルの狭間はざまにある路地裏。

　ボロボロに傷ついた自分は、壁かべに背を預けるように項うな垂だれていて。

「……気がついたかい？」

　すぐ傍らには、ディナダン卿も同じく壁に背を預け、煙草たばこをくゆらせていた。

「気分はどうだい？　モルドレッド卿。……ああ、まだじっとしていた方がいい。なけなしの『治ち癒ゆの軟なん膏こう』を君に使ったが、まだ重傷には変わりない……」

　モルドレッド卿が、改めて自分の身体を見れば……あちこちに包帯が巻かれ、不器用に手当てがなされている。

「……私を助けたのか？　ディナダン卿」

「まあね。僕は、君の《騎士ジヤツク》だし……昔から、逃にげ足あしだけは自じ慢まんだからね」

　信じられないという表情をするモルドレッド卿へ、ディナダン卿がにやりと笑う。

「とりあえず、もう片かた岡おか仁ひとしの陣じん営えいとは手切れだ。どーせ、脱だつ落らくだろうしね。これから、僕らは……」

　と、ディナダン卿がこれからの方針を言いかけると。

「……なぜだ？」

　モルドレッド卿が俯うつむいたまま、絞しぼり出すように呟つぶやいていた。

「なぜだ……ディナダン卿……？　伝説時代も、今も……なぜ、お前は、そんなに私に構うんだ……？」

　そんなモルドレッド卿の問いに、ディナダン卿は無言で目を細めた。

「私は、お前を殺したんだぞ!?　身勝手な都合で！　子供の頃ころからずっと世話になっていたお前を──私は殺したんだ！　なのに、なぜだ!?　なぜ──……」

　すると、そんなモルドレッド卿を前に。

「……放ほうっておけるわけないじゃないか」

　ディナダン卿は、過去へと思いを馳はせる──




　──『……さようならだ、ディナダン卿……さようなら……』──

　──そう冷れい酷こくに僕を見下ろす君の顔は──




「僕を刺した時……あんな風にボロボロ泣いていた君を、どうして放っておけるっていうんだ？　むしろ、君の近くにいながら、僕は君の苦く悩のうに気付いてやれなかった。君が追い詰つめられていたことに気付いてやれなかった。……僕の方こそ申し訳なかったよ……トリちゃんにも指し摘てきされたが、昔っからどーにも女心には疎うとくってねぇ」

　煙けむりを吐はきながら苦く笑しようするディナダン卿。

　そんなディナダン卿の言葉を聞いたモルドレッド卿は……

「ディナ……ダン……」

　がくり、と頭こうべを垂れ、ぐすぐすと泣き始めるのであった。

「ぅっ……ごめん……ごめんなさい……ディナダン……私……私ぃ……ひっく……」

　膝ひざを抱だきかかえ、その間に顔を埋うずめて、まるで年相応の少女のように泣きじゃくるモルドレッド卿。

　そんなモルドレッド卿の頭に、ディナダン卿は優やさしく手を乗せる。

「……やり直そう、最初から。まだ、戦いは始まったばかりなんだ」

「……やり……直す……？」

「ああ、そうさ。僕は、君が完全に間違っていたとは思えない。君の救いたいという思いと願いが噓うそだとも思えない。君にはより相応ふさわしい、君なりの王道があるはずだ。それをこの時代で探そう……今からでも遅くないさ」

「ぐすっ……ディナダン……うん……ありが、とう……ひっく……」

　こうして。

　継けい承しよう戦参戦早々、手痛い敗北を喫きつした二人の時間は、過ぎていく。

　だが、それは決して陰いん鬱うつなものじゃない。どこか晴れ晴れとした時間であった──




　──ふと、目を覚ます。

「……ん……」

　暗くら闇やみの底を漂ただよっていた意識はゆっくりと浮ふ上じようし、瑠る奈なは目を開いた。

　気付けばそこは、学園の医務室のベッドの上。

　そこに横たわる自分を、数名の人ひと影かげが囲んで覗き込んでいる。

「瑠奈……良かった、ですわ……ッ！」

「やぁ、心配したぞ」

　それは、安あん堵どしたようなフェリシア、ガウェイン卿と……

「あはは、今回の件は……お互たがい、災難でしたね、瑠奈先せん輩ぱい……」

　瑠奈より先に目を覚ましたらしい、苦笑するエマと……

「る、瑠奈ぁああああああああああーーッ!?　良かったぁああああああああーーッ！　なんでか貴女あなただけ、なかなか目を覚まさないからぁあああああああーーッ！」

　瑠奈が力を取り戻もどすことで再び受肉できた、ギャン泣きのケイ卿と……

「ったく、だから、大だい丈じよう夫ぶだっつったろーが……」

　そして……いつも通り皮肉げな薄うす笑わらいを浮うかべている凜りん太た朗ろう。

「よう？　目覚めはどうだ？　王様」

「…………」

　ゆっくりと瑠奈は身を起こす。体調は悪くない。

「白い剣クラレントはへし折ってやった。あの剣に奪うばわれていたお前の王の血も、完全に戻ったはずだ。まぁ、わりとそれ以外の肉体的損傷が酷ひどかったが……どうだ？　気分は？」

「……うん、大丈夫」

　瑠奈が目をぱちくりしながら、自分の身体の調子を確かく認にんする。

「！」

　ふと、瑠奈は気付く。自分の手は、サンザシのケルト十字を握にぎっている。

　それは、瑠奈が凜太朗へと譲じよう渡としたものではない。

　もっと、昔に作られた古いもの……大切な幼なじみが作ってくれたものだ。

「…………」

　瑠奈はふと、笑えみを零こぼす。

　なんだか、とても良い夢を見たような気がしたのだ。




『ねぇ……凜太朗。ずっと私について来てくれる？　私の傍そばに居てくれる？』

『ああ、安心しろ。俺は最後までお前の傍かたわらに居てやるよ。お前の未来を俺が切り開く』




（ううん……あれはきっと、夢じゃなくて……）

「おい、どうした？　瑠奈。なんだ？　ニヤニヤして気持ち悪いな」

　眉まゆを顰ひそめる凜太朗へ。

「ん」

　瑠奈は人差し指を立て、こっちへ来いとクイクイ曲げる。

「ん？　なんだ？　内ない緒しよ話ばなしか？」

「いいから！　早く耳貸しなさい」

「はいはい……ったく、なんなんだよ……」

　凜太朗は仕方なくベッドで身を起こす瑠奈に近寄り、耳を貸そうと身体からだを寄せて……

　そんな凜太朗に、瑠奈は突とつ然ぜん、ばずっ！　と抱だきついていた。

「な──ッ!?　ちょ、おま──ッ!?」

　驚おどろいたのは凜太朗だけではない。

「「…………」」

　突然のことに、フェリシアもガウェイン卿も啞あ然ぜんとして。

「な、な、な、……」

　エマは真っ青になって、ガタガタと震ふるえ始め……

「ぁあああああああああああああーーッ!?」

　ケイ卿は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　にわかに騒さわがしくなり始めた周囲を尻しり目めに。

「お、おい……瑠奈!?」

　目を白黒させる凜太朗の耳に、そっと口を寄せ、瑠奈は言ったのだ。

「おかえり」

「！」

　すると、凜太朗は少しの間、呆あつ気けに取られて、頭をかきながら返す。

「おかえりって、お前……普ふ通つう逆じゃねーかぁ？」

「そうかも。でも……おかえり」

「…………」

　すると、しばらくの間、凜太朗は言葉を探すように、押し黙だまり……

　やがて。

「……ああ、ただいま、だ」

　そんなことをばつが悪そうに呟くのであった。

「ちょっと!?　瑠奈先輩！　なんて破は廉れん恥ちな！　今の先輩、どんな格好しているのかわかっているんですか!?」

　そこにエマが慌あわてて割って入って、凜太朗から瑠奈を引きはがそうとして──

「え？　私の格好？　…………、～～～ッ!?」

　瑠奈は自分の姿を見下ろし、ようやく認識する。

　上下の下着と、あちこち包帯を巻いただけの、その姿を……

「──きゃ」

「きゃ？」

「きゃああああああああああああああああああああーーッ!?　凜太朗のエッチ、馬ば鹿か、スケベ、変態、痴ち漢かんんんんんんんんんんーーーッ!?」

　一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にし、頭からぷしゅーと湯気を立てた瑠奈が、慌てて凜太朗を突つき飛ばし、自分の身体をシーツで、ばっ！　とくるむ。

「どわぁ!?　お、俺のせいじゃ──ぎゃあああああああああああああああーーッ！」

　どんっ！　がらがらがっしゃあああああああああああんっ！

　突き飛ばされた凜太朗は、薬品棚だなに頭から突っ込んで──

　また、いつものように大騒ぎになるのであった。

「ったくよぉ……」

　凜太朗は、ギャンギャンと吠ほえながら涙なみだ目めで胸むなぐらを摑つかみ上げてくる瑠奈を、疲つかれたように見下ろす。

（やれやれ……まーた、このアーパー王の隣となりで、アーパー王のお守もりが始まるのか……おお、胃薬よ、我が友よ）

　そして、溜ため息いき一つ吐ついて、肩かたを竦すくめる。

　だが……悪くない。悪くないのだ。

　このくすぐったい気分は……悪くない。

　周りを見回せば、エマとケイ卿きようが慌てていて、フェリシアとガウェイン卿が呆あきれている。

　皆みんなが、ここにいる。悪くないと思った連中が、ここにいる。

（ま。ようやく取り戻したって感じだな……ガラじゃねーが）

　自然と苦笑いが零れるのを感じる凜太朗であった。

「おっと、そうだ、那な雪ゆき」

　凜太朗は、自分が全すべてを取り戻す立役者となった少女──那雪の姿を探す。

「今回はマジで助かったよ。お前のお陰かげで、俺は……」

　だが。

「……那雪？」

　医務室内のどこにも、那雪の姿はなかった。




「うん……これで……いいんだよね……？」

　夜の匂においが混じる、冷たい風が凪なぎ、那雪の髪かみを揺ゆらしている。

　見上げれば、空に向かってどこまでも落ちていきそうな大パノラマの星空。

　瑠奈が目覚めて騒そう然ぜんとし始めた医務室を、そっと後にした那雪。

　夜の学園敷しき地ちを、那雪はゆっくりと歩いて行く。

　ゆっくりと。

　……ゆっくりと。

「凜太朗君は、瑠奈さんと一いつ緒しよに居れば、もう大丈夫……うん、これで良かったの……これで……」

　自分で自分に言い聞かせるように。

　そう誰だれへともなく呟つぶやきながら……那雪は歩く。当てもなく歩いて行く。

　ちらり、ちらり。

　そんな那雪の脳のう裏りに浮かぶは、先さき程ほどの仲なか睦むつまじげな凜太朗と瑠奈の姿。

　まるで、あの二人から逃にげるように、振ふり払はらうように、那雪は歩いて行く。

　……歩いて行く。

　…………。

　……やがて。

「でも、なんだろう……？」

　敷地内前庭アプローチにある、噴ふん水すい池の前で──那雪は、ふと足を止めていた。

　噴水池の静かで清らかな水の流れの音に紛まぎれて。

　ぽた、ぽた……

　那雪の足あし下もとに、水すい滴てきが小さく叩たたく音が響ひびく。

　そして、那雪は誰へともなく、寂さみしげに呟く。

「これで良かったはずなのに……これ以上ない、ハッピーエンドなのに……私……なんだか、涙が止まらないよ……」

　摑めそうな星空を見上げる那雪は、静かに泣いていたのだ。

　そんな那雪の脳裏に、走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえるのは、今はもう遥はるか遠い昔の記き憶おく──




　──ちっ……調子の狂くるう女だぜ……──

　──ふふふ……マーリンは良い子、良い子……なでなでしてあげるね──




「もう、あの頃ころには戻もどれないのに……もう、ニムエという自分は捨てたのに……今の私は、ただの凜太朗君のクラスメートなだけなのに……なのに、なんで……こんなに……」

　我が身にかけた【素す顔がお隠かくし】の魔ま法ほう……これを解きたいのか。

　自分の正体を隠す魔法を解き、私はニムエだよ、とマーリンに伝えたいのか。

　今さら、そんなの不可能なのに。

　そんな資格なんて、自分にあるわけないのに。

【素顔隠し】を解いた瞬間、全てが終わってしまうとわかっているのに。

　彼の傍に居ることは、できなくなってしまうとわかっているのに。

　最悪、彼に殺されてしまうかもしれないのに──

「もう、とっくに諦あきらめたのに……マーリンへの贖しよく罪ざいのために……彼の幸せだけを願って生きるって……そう決めたのに……瑠奈さんなら、凜太朗君を任せられるって……そう思っていたのに……」

　那雪は手の甲こうで涙を拭ぬぐう。

　拭っても拭っても、溢あふれる涙は止まらない。

「……なのに……どうして……？」

　その問いに応じてくれる人は、誰もいない。

　那雪の小さな胸は、溢れ出す感情でたちまち一いつ杯ぱいとなり、那雪の心をぐしゃぐしゃにかき乱していく。

　嵐あらしの高波のように揺れる感情に翻ほん弄ろうされながら。

　幸せだった過去へと想おもいを馳はせながら。

　那雪は一人寂さびしく、涙を流し続けるのであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ラストラウンド・アーサーズ』第三巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの作品を手に取ってくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　さて、早いもので、もう三巻目となりました。

　今回の話で、ようやく、あのクソ外げ道どう主人公、真ま神がみ凜りん太た朗ろう君が、主人公らしくなったような気がします。

　というか、ここまでこの話にお付き合い頂いた読者の方々も、実に不思議に思っていたことでしょう。

　どうして、あんな外道が主人公をやっているんだと。

　羊、とち狂くるったか？　と。

　ロクでなしのグレンとは違ちがって、明らかにその行動原理に共感できない主人公。

　正直、作者である僕ですら、時に眉まゆを顰ひそめる、その暴ぼう虐ぎやくっぷり。

　要するに、この三巻のような展開をやりたかったわけです（笑）。

　や、好きなんですよ、こういうの。

　ほら、漫まん画が・ラノベ問わず、よくいるじゃないですか？　最初は、敵だったり、外道だったり、冷れい酷こくだったりするんだけど、ちょっと可愛い女の子と交流していくうちに、ほだされて、なんか光落ちしちゃうようなキャラ。

　ダイ大のヒュ○ケル、北ほく斗との拳けんのレ○、とあるの一方通行な人……解かい釈しやくは人それぞれかもしれませんが、類型キャラを挙あげると枚挙に遑いとまがありません。

　そんなキャラが改心して、主人公のピンチに駆かけつけるわけです。

　これが、また燃えるんですよねぇ！

　当時、魔ま王おう○ドラーとの戦いで、ヒュン○ルが駆けつけた時なんて、僕、一人で勝手に大興奮してました（笑）。

　一度は悪だった者特有の美学があるといいますか、ダークヒーローっていいますか……そういう連中って、なんかやたら格好良く感じるんです。

　ヒ○ンケルなんて、見てくださいよ。あの初登場時、どこをどう考えても味方にならなそうな、あの顔芸レベルの悪党づら。それがまぁ、光落ちしてから、格好いいこと。

　と、いうわけで、羊も一度はそういうのやってみたい。

　てなわけで、生まれた主人公が真神凜太朗だったわけです。うん、大満足。

　でも、そんなキャラクターを、主人公との共感性が重視されるラノベでやっちゃうのはどうなのと、周囲から総ツッコミあったのですが……そんなの関係ねえ！

　やっちゃうのが羊です。




　さて、そんな色々大問題な主人公はさておいて、今回、ようやく真しんヒロインみたいな子にスポットが当たります。

　いや、この物語のメインヒロインは、間ま違ちがいなく瑠る奈ななんですけど……今回、スポットが当たるこのキャラは、正直、どこをどう考えても、真ヒロインとしか表現するしかないでしょう？　他にどう表現しろっていうんです!?（逆ギレ）

　メインヒロインではなく、真ヒロイン。

　うん、字面があまりにも意味不明です。

　でも、正しい。

　読めば、分かる。

　読んでください（土下座）。




　そんなこんなで、凜太朗君の周りも賑にぎやかになってまいりました。

　これから、彼ら彼女らがどんな話を紡つむいでいくのか……お付き合いいただければ、作者冥みよう利りに尽つきます。

　どうか、これからもよろしくお願いします。





羊太郎






























ラストラウンド・アーサーズ３




雪ゆきの少しよう女じよとアーサー殺ごろしの王おう








羊ひつじ 太た郎ろう
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